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prologue



「敵部隊フアイントトルツペ!!」

　森を抜けて一つ目の丘を越えたところで、行軍していた歩兵中隊の先頭が叫んだ。

　まったくの遭遇戦だった。

　前方に、敵騎兵。距離は千メートルもない。偵察にしては数が多すぎる。

「散開！　各自射撃用意！」

　全員に緊張が走る。

　開けた平地。騎兵突撃には申し分ない。それに引き換え、塹ざん壕ごうもなく、身を隠す遮しや蔽へい物ぶつもない、こんなところでは歩兵は逃げるしかない。

　敵が馬首をめぐらし、突撃隊形に入ったのが見えた。

「来るぞ！　着剣！　伏せるな！　対騎兵戦闘！」

　歩兵たちは担いでいた背はい嚢のうを地面に投げ出し、小銃を手にした。慌あわただしく銃剣を装着する。膝ひざ立ちで構える。

　伏せ撃ちのほうが敵に身体からだを曝さらす恐怖は減る。しかし、騎兵相手では、さんざんに蹂じゆう躙りんされる恐おそれがあった。

　敵が突撃してきたら、まず小銃で撃つ。しかしすぐに距離を詰められるだろう。飛び込まれたら、もう銃は使えない。銃剣で刺すしかない。

　敵の叫び声が聞こえる。隊列を組み替えている。手が上がった。走り出した。

　馬と人が、上下に踊っている。すさまじい土つち埃ぼこりが舞い上がり、馬の背後を土色に染めていく。振動が伝わってきた。

　ゴクッ……。

　誰だれともなく、唾つばを飲んだ。目ま深ぶかに被かぶった革帽子の下を、汗が流れ落ちる。

　馬がどんどん大きくなってくる。振り上げたサーベルが見える。朝の陽ひに反射してキラキラと煌きらめいた。

　騎兵銃すら抜いていない。命中精度のおぼつかない全力疾走時の射撃よりも、突入しての白兵戦に持ち込もうとしているのだ。

　あの馬で弾はじき飛ばされ、足で蹴けられ、踏みつけられ、押し潰つぶされる。逃げればサーベルで斬きりつけられる。拳けん銃じゆうでも撃たれるだろう。

　やるしかない。ここで食い止めるしかない。飛び込まれたらやられる！

「各自の判断で射撃！」

　最初の射撃の許可が下りた。まだ五、六百メートルはある。だが、もう待てない！

　パパパパパッ！　パンパンパンパン！

　遮るもののない野原に、豆が弾けるような乾いた音が響いた。

　先頭の騎馬が、バラバラ、と崩れた。三、四騎、騎兵が落ち、馬がもんどり打って倒れる。しかし後列はすぐに避けると変わらぬ突撃を見せる。あっと言う間だ。全力の騎馬なら、百メートルに五秒とかからない。

　ボルトを操作して薬やつ莢きようを吐き出す。次弾を装そう填てんする。また構える。この時間がもどかしい。撃つ。敵が倒れるのを確認する暇もない。さらに装填、が、兵は驚く。もう狙ねらうまでもない。それほどに迫って来ている。百メートル。敵の顔まで見える。

「撃て！　撃て！」

　パパパパッ！

　また騎兵が落ちる。が、これが限界だった。次弾を装填したときには、銃を撃つことはもうできなかった。銃口を上げた瞬間、馬が飛び込んできた。

「おおっ！」

　口から迸ほとばしる叫びは、言葉の体たいをなさない。ただ恐怖があるだけだ。歩兵の先頭が跳ね飛ばされた。蹄ひづめにひっかけられて、大きく後方へ跳ぶ。

「銃剣で立ち向かえ！　突け！　突け！」

　そこから先は、いくら指揮官が怒鳴っても、どうにもならないまったくの混戦だった。

　騎馬はその重量と高さから来る破壊力を活いかして、さんざんに歩兵を蹴け散ちらし、サーベルで斬りつけ、また踏みつけた。

「うわあああああ！」

　歩兵もまた、数人がかりで騎馬へ突進し、銃剣を突き出し、馬や騎兵に斬りつけた。

　個人と個人が、手の触れ合うほどの距離、顔を付き合わせる近さで戦う白兵戦。

　しかし、平へい坦たんな地形で隠れるところもなく、騎兵の倍の数もない歩兵では、勝敗は見えていた。

　形勢が傾き始めると、歩兵部隊にとってはさらに悲惨な現実が待っていた。

　逃げ散る者。逃げ遅れて騎馬の挟み撃ちにあう兵たち。近づけば馬に体当たりされ、倒れれば踏みつけられる。

　戦いは一方的な掃討戦へと変わりつつあった。

「があっ！」

　一人の兵が倒れた。

　馬の後ろ足に肩口を蹴けられ、数メートルも弾はじけ飛んで地面に叩たたきつけられたのだ。もう右腕は動かない。肩が脱だつ臼きゆうしたか、骨が砕けたのか。

　幸い、柔らかい地面と芝のおかげで、落ちた衝撃は緩和されていた。しかし、もう立てない。まして戦うことなどできない。だいいち、もう銃が持てないのだ。

　銃。

　そうだ。銃があるのに、大砲だってあるのに、戦車だって、飛行機だってあるのに、なぜこんな戦いをしなくてはならない。銃剣とサーベルで斬きり合い、台だい尻じりで殴り合い、馬で踏み潰つぶすなど。

「くそぉ！」

　落下の衝撃で革帽が脱げ、ひんやりした芝に顔が突っ伏していた。動く左手で身体からだを持ち上げ、なんとか仰向けになった。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……」

　空が見えた。

　空しかない。視界をさえぎるものは何もなく、ただ、青空だけが広がっていた。雲ひとつない、鮮やかな蒼あお。天上の世界があるなら、それはきっとこんな空の果てに広がっているに違いない。

「こんな日に、俺おれは……」

　ロロロロ……。

　わずかに、何か弾むような、たわんだ空気が連続的に吐き出されるような、そんなかすかな音が響いた。

　誰だれもが叫び、サーベルと銃剣が叩き合う騒音の中で、その音だけがはっきりと聞こえた。

「何だ……いま？」

　何かが空を横切ったような気がした。が、何も見えない。半身を起こして視界を広げようとしたとき、目に飛び込んできたのは……。

　ドカッ、ドカッ、ドカッ！

　向かってくる騎馬！

　土の塊かたまりを跳ね上げ、真っ黒な塊が突っ込んでくる。重機のようにすべてを跳ね飛ばす脚が迫る。避けようにも、身体は這はいずることしかできない。

「うわっ！　うわあああああああ！」

　死が迫ってくる。それは何よりも確実な死だ。彼の生涯がここで終わる。彼だけの、たった一つの命が、しかし、多くの歩兵の中の、単なる一兵士の……。

　目をつぶり、残った動く片手で、せめて顔を覆った……。

　ブオオオオオオ!!

　突然、その音が降ってきた。

　力強い、耳をつんざく、空気を震えさせる、内燃機関の音。

「だ!?」

　仰向けに見上げた兵士の視界を覆い尽くすように、黒い影が飛び過ぎた。

　飛行機だった。それも、超々低空飛行の！

　オオオオオッ！

　風が走り抜けた。暴風となって、地面に跳ね返り、吹き上げる。

　機体の高度は二メートル、あるかないかだったろう。歩兵たちの頭上すれすれを、そして騎兵たちを馬ごとなぎ倒す勢いだった。まさに地上に激突する、そんな高度で飛び抜ける飛行機など……。

　ブギイイイイイン!!

　馬たちが、恐怖にいなないた。棒立ちになる。乗っていた騎兵には、飛行機の剥むき出しの前輪さえ当たりそうだった。振り落とされる。

「ぐわあっ！」

　一頭がパニックに陥り、荒れ狂うと、たちまちそれが他の馬にも伝染する。騎兵たちは馬を操ることができず、振り落とされ、跳ね飛ばされた。自分の馬に踏みつけられる騎兵も続出した。

「いまだ！　かかれ、かかれ!!」

「……う、う……うわああああああ!!」

　息を吹き返した歩兵たちが、いっせいに騎兵に挑みかかった。

　地面に倒れた兵を取り囲み、馬から振り落とされまいとしがみついている者を押し包んで討ち取る。

　あっと言う間の、形勢逆転だった。こうなると、数の多い歩兵部隊は有利だ。本来のスピードと破壊力を失った騎兵部隊は、各個撃破されていく。

　わずか数分の間に、流れが決定的になった。

　勝利を手にした歩兵たちは、たったいま矢のように舞い降りて、騎馬をパニックに陥れた飛行機を捜そうと、空を見上げた。

　飛行機は、すでにはるか高空へ昇り詰めていた。翼に描えがかれた国家徽きし章ようが鮮やかに煌きらめく。

「うおおおおおおお!!」

「空軍！　空軍！」

「空軍ばんざい！　ばんざい！」

　熱狂した兵たちが、シュプレヒコールを繰り返す。空に向けて帽子を投げる者。銃を撃ち放つ者もいる。

　黒く見えた翼は実は薄いグレーで、空の蒼あおの中で、日に透けて白く輝いていた。

　四枚の翼と、中央の細い胴体、それに、矢羽のような二に対ついの尾翼。

　強い日差しに重なると、それが陽炎かげろうのように揺らめいた。

「……女神だ……」

　地面に倒れたままの兵が、眩まぶしそうに片腕を額ひたいにかざして見上げながらつぶやいた。

　彼には、飛んでいく飛行機が、背中の翼を広げ、薄うす衣ころもをひらめかせて天空を行く、女神の姿そのものに見えた……。



    

  
    
      

１章　墜つい落らく娘むすめ！
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　飛行機……。

　それは空にあってなんと自由なのだろう。

　風をまとってどこまでも飛んでいけそうな翼。

　力強いエンジンの音。吹き上げる排はい気きの匂においさえも心地よい。

　陽光を受けて飛び続ける飛行機は、まるで地上の苦しみから解き放たれた魂たましいのようだ。

　ラヒト姉妹による初の動力飛行からまだ十余年しか経へていない。それでも飛行機は操る者を雲うん上じようの世界へと軽々といざなう。

　剥むき出しのコクピットは絶えず激しい風に曝さらされている。

　搭乗者の身体からだの周りには、わずかな木材、あるいは金属の管に張られたキャンバスがあるのみ。

　首を伸ばせば、すぐに真下の風景が見える。そしてまっすぐ前には、小さな風防を通して、回転し続けるプロペラと、覆いかぶさるような上翼の先に、これから進むべき空が見えるのだ。

　小さすぎる機体は操縦者と一体になって飛ぶ。

　機体はこんなにも軽く、操そう縦じゆう桿かんを引けば軽々と上昇する。そしてフットバーを踏めば滑るように傾いて……滑るように、傾く……傾く、はずなのだが……。



「あーっつつつつ！　どうしよどうしよ！　全然舵かじ利きかないー！　この、この！　バカ飛行機！　オンボロ！　スクラップ！」

　空の上に響き渡る罵ば声せい。それはもちろん、この飛行機のコクピットに納まる、パイロットが発したものだった。女性の声。それも、かなり若い。

　飛行帽も被かぶらず、ゴーグルだけの顔は、まだ幼さを残している。陽ひに透ける金色の髪が、強い風になぶられるに任されていた。

「さっきの急降下でどこか壊れたのかな。もう、いったいどうなってるの！」

　そう。

　実はさっき、地上部隊の兵士たちが見ていたのは、この少女の操る複葉の連絡機だったのだ。

　少女の名は、エリィカ。

　歳としは十六歳。どうりで若いはずだ。それでも彼女は、帝国空軍の航空士官学校を一応卒業した士官候補生でもある。

　いま彼女は、年代ものの連絡機で、配属部隊へ単独飛行をしていたところだった。

　途中、偶然に地上の戦いを目撃したエリィカは、気がついたときにはもう突撃していた。考えより先に手足が動く性格なのだ。ところが、連絡機には機銃も何も、とにかく武器が一つもない。降下の途中で気づいたときには遅かった。

　そのうえ、すでにあちこちガタがきていた連絡機は急降下から来る負荷で空中分解寸前！　戦うどころではなく、機体を立て直すのでせいいっぱいだった。

　かくして、地上すれすれの曲芸飛行で敵騎兵部隊を蹴け散ちらし、味方に勝利をもたらした、などとは当人、まったく気づいていない。何しろそんな芸当、命令されたってもう二度とできそうにないのだから。

「くらぁ！」

　エリィカがフットバーを思い切り蹴ける。

　ブツッ！

　ワイヤーの切れる、嫌な音がした。とたんに、フットバーは弾性を失ってブラブラになる。

「あーっ！　方向舵が！」

　エリィカが後方を振り返った。垂直尾翼の方向舵が、風になびいて右、左と揺れた。その都度、機体も不安定に揺れる。

「わー、待って、待って、この、これなら……こうだ！」

　操縦桿を必死で左右、前後に操り、機の安定をなんとか保つ。ようやく、フラつきながらも水平に飛べるようになったか、と思った瞬間……。

　バン！

　音を立てて、エンジンから何かが弾はじけ飛んだ。

「な、何!?　今度は……あーッ！」

　エンジンカウリングがいまの衝撃で裂けたらしい。そのうえ、エンジンにもヒビが入り、中からオイルが噴き出した。

　真っ黒なオイルがコクピットを襲う。エリィカの顔といわず、飛行服といわず、ベタベタに降りかかった。

「たーっ！　もう！」

　ゴーグルまで真っ黒になって、一瞬視界が奪われた。なんとか手袋で拭ぬぐうと、回転計を確かめた。

　回転は、一気に、どんどん、落ちていた。

「まさかこのエンジン、止まる気じゃないよね!?　止まんないよね、止まらないで、止まるなー、あーっ！」

　プスプス……プスン……。

　明らかに、エンジンが止まった。それまで轟ごうごう々と響いていた音が急になくなり、風の音だけが行き過ぎる。プロペラはもう風を掻かいて突き進むのではなく、単に風に流されて回っているだけ。

「止まってる!?　なんで、どうして!?　このボロ飛行機！　あたしが何をしたっていうの！　バカ！　役立たず！　死んじゃえ！」

　言われなくても、もう飛行機としては完全に死んでいる。単なる重量物と化した構造体が、高度千メートルの空にあるということは……。

「落ちるよ！　ああ！　ああああ～！」

　すぐには落ちない。翼のせいで、滑空しながら落ちていく。それでも容赦なく、高度は下がっていった。

　青い空を、もう翔かけることのできなくなった機体が、ヨロヨロ、ブルブル、フラフラと落ちていく。

　死んだ方向舵の代わりに、昇しよう降こう舵だと補助翼を必死で動かしてなんとか安定を保つものの、エンジンに代わってプロペラを動かすことだけはできない。

　あっと言う間に、地面が迫ってきた。森の木々が、ビュンビュン後ろへ飛び過ぎていく。

　幸い、森の向こう側に開けた草地があった。牧場なのか、牛が何頭も見える。降りるならそこしかない。

「もおおお、行けえええ！　おりゃあ！」

　操そう縦じゆう桿かんを手前に押す。機首がグッ、と下がる。高度がゼロになる寸前に、再び思い切り引いた。

　フワッ、と機体が持ち上がる感覚。が、次の瞬間……。

　ドン！

　接地した。そのまま、ドスン、ドスン……二度三度、小さくバウンド。うまい具合に平らな草地を走っていく。

「わあああああ、どいてどいてどいてー！」

　牛に向かって叫ぶ。

　このままきれいに停止、かと思ったとき、

　ボコッ！

　前輪の片方が、軟弱な地面に急に沈んだ。まだ止まっていなかった機体は、たちまちバランスを崩し、前のめりになる。しかも、捩ねじれながら。

「ああ――――！」

　グシャッ！

　速度、ゼロ……。

　機体は止まった。逆立ちに失敗した人が、肩と頭から落ちたようなかっこうで……。駄目押しのように、胴体が真っ二つに折れて転がった。
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　この世界。この時代……。

　人間が住む唯一の大陸、その北部では多くの文明が誕生しては、国家を形成し、拡大と衰亡、繁栄と荒廃の歴史を辿たどっていた。

　いくつかの国々では機械技術が高度に発展を遂げ、機械革命といわれる時期を経へて、国家の根幹を支えるほどの産業として成長するに至った。

　しかし機械産業は、それまでの手仕事による産業に比べ、はるかに多くの仕事をこなすことができる代わり、多くの資源、多くの人手を必要とした。結果として多くの投資が必要であり、そのためには、多く完成した製品の市場もまた必要となった。

　これらの理由によって、いくつかの国々は大陸の未開部分に次々と進出した。

　進出競争のような数十年が過ぎると、大陸の土地はほぼすべて、強国と呼ばれる国々に色分けされる。

　こうなると、次に起こるのは各国による対立だった。

　他国と手を組み、あるいは単独で、条約を結び、市場を形成し、他国を排除する。利害と利益を追求した関係は、何かをきっかけに情勢がガラリと様相を変えると、また新たな合がつ従しよう連れん衡こうを生んだ。

　こんな状態が何十年も続くと、戦争が起こるのはいわば当然だったといえよう。

　機械文明発祥の地、ウィルミンスター王国。

　北部ユーレイシア平原の中央に勢力を拡大するローエン＝ライン帝国。

　ローエン＝ライン帝国に隣接し、有史以来覇を争ってきたライバルともいえる、ブルニューヴ共和国。

　広大な北の大国、ソリューシカ連邦。

　そして強国にあるときは追従し、ときには対立しながらも、国家の生き残りを模索する数々の小国群。

　これらのほとんどの国々を巻き込んだ世界戦争が起こったのは、いまからちょうど三年前のことだった。

　最初のうちは小競り合いが続き、ついで大規模な軍団の衝突が起こった。が、お互いに疲弊するばかりで決定打を欠くと、戦線は膠こう着ちやくし、戦いは長期持久戦に入った。

　あるところではローエン＝ライン帝国が突出したものの、別の地点ではブルニューヴ共和国が帝国の土地を奪うなど、強国の間では戦果も相変わらず均衡していた。むしろ、被害を受けたのは周りの小国のほうだった。

　戦いが一時的に沈静化すると、外交交渉が活発になり、国ごとに休戦や、戦線ごとに停戦を繰り返し、敵味方、敵性国家、友好国家のパラダイムも変化した。

　こうしてできあがったのが、いま現在の、ユーレイシア世界大戦の様相だった。

　それは、全面戦争でありながら、限られたある地域、戦線に絞ってお互いに兵力を張り付け、小競り合いを繰り返すという散発的なものになった。そしてこの状態が、約二年間続いている。

　他国を滅ぼす大きな勝ちもない代わり、自国が失われる破滅もない。まるでお互いがお互いを思いやるかのような、奇妙な戦争。

　機械産業の生み出す新兵器は大きな破壊力をもたらしたが、それゆえに、それを向けられたときの被害も大きい。強国は敵の兵器を恐おそれるように自らの兵器を恐れ、使うことをためらっているかのように見えた。

　この戦争で大きくクローズアップされた新兵器が二つあった。

　一つは戦車。

　鉄板で車体を装甲し、キャタピラによって荒れた地面を苦もなく走ることができる。

　塹ざん壕ごうによって膠着した戦場に革命をもたらしたが、数が少なく、故障も多かったので、戦況を一変させる切り札とはならなかった。

　そしてもう一つが、航空機だ。

　世界戦争前から急速に発達してきた航空機だったが、戦争によってさらに次々と技術的革新がもたらされた。

　その結果として、輸送機、爆撃機、戦闘機、といった機体が戦場に現れた。

　最初は、いつ故障するかわからない、頼りない存在でしかなかったが、機械的信頼性を獲得し、また搭載する武器の威力も高まると、なくてはならない戦力になった。

　航空機は、戦場の華に躍り出たのである。

　そして、航空機に搭乗するのは、多くが女性兵士だった。

　地上の乗り物が、鉄道でも時速百キロ以下を最高としていたのに対し、航空機は百五十キロ、戦闘機に至ってはそれ以上の速度で飛ぶ。しかも安定した地上と違い、空は上下左右前後、すべてにバランスが求められる。

　これに対応する、反応速度、応答速度とも、男性に比べ、女性が抜群に優秀な成績を示した。結果、航空機搭乗員、ことにパイロットは、ほぼすべてが女性によって占められることになったのである。

　中でも、最高速度と急激な機動性に勝る戦闘機は、女性パイロットの独壇場であり、中でもさらに若年の十代、二十代の者が適任とされた。

　このため、各国軍とも、女性パイロットの養成に力を入れていた。十代の半ばころから航空士官学校で訓練を積んだ成績優秀な者が、まず戦闘機パイロットに抜ばつ擢てきされるのが、この世界の常識だった。

　成績優秀な者が……。
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「あ～～～、顔も飛行服フライトスーツもドロドロ～」

　エリィカは不時着した連絡機を見上げてため息した。

　幸い、怪け我が一つ負っていない。しかし、ぐんにゃり曲がった主翼や折れた胴体を見れば、この機体がもう飛べないことが痛すぎるほどわかる。

　そのうえオイルを浴びて顔も飛行服も真っ黒に汚れている。ゴーグルで覆われていた目の部分だけが、白く残っているのがまた奇妙だった。

「よお、墜つい落らく娘むすめ！」

「わあっ！」

　突然声をかけられてエリィカは飛び上がった。

　見ると、そこに立っていたのは燃えるような赤毛の少女だった。帝国空軍の制服を着崩している。階級章が見えた。

「しかし派手にやったなー。グチャグチャのボロボロ。もうこの飛行機はダメだな」

「あ、あの……誰だれ？ですか。ここは……？」

「何言ってる。見ればわかるだろ。ここは帝国空軍の飛行基地、フランボース基地さ、もっとも、基地っていったって、中身は牧場に毛の生えたようなモンだけどな」

「毛の……え、ここ……が、基地？」

　確かに何もない。ただの牧場だった。

　牛までいた。さっきエリィカがあやうく衝突しそうになった牛だ。

　牛舎があって、その向こうに家がある。家のすぐ側に櫓やぐらが立てられているのは、離着陸の際の指揮所のつもりか。その向こう側に、いかにも応急の駐機場らしきものがあった。ありあわせの木材で骨組みを作り、その上にキャンバス地の屋根を張ったものである。

　よく見ると、遠くに飛行機の姿が見える。それがなければ、ここが飛行基地だとはすぐには信じられないのどかさだ。

「あ、じゃあ、ここって、フランボース基地なんだ！」

「だから、言ったろ」

　辺りを見回すと、ほかにもこっちへ向かって走ってくる人影が二つ、三つ。エリィカ機の墜つい落らくを見て駆けつけて来る整備兵たちだ。

「じゃ、じゃあ、ここでいいんだ。やった！　あたしって天才！　ちゃんと配属基地に到着してるんだ！」

　到着、ではなく、墜落、という。

「うまい墜落だったぜ。オレは、モスカ曹そう長ちようだ」

「あ、あの……え、エリィカ・キンスキーであります！」

　エリィカは硬直し、あわてて敬礼する。

「やめろよ。モスカでいい。おまえ、士官候補生なんだろ？　てことは、正式に任官したら准じゆ尉んい。オレより階級上だからな」

　モスカは、よせよ、というふうに手を振る。

　歳としの頃ころは、エリィカとあまり変わりないのではないか。あとで十八歳、エリィカより二つ年上とわかった。鋭さを感じさせる顔つきが、笑うととたんに人懐なつっこくなる。

　エリィカがこれまでの経けい緯いを簡単に説明すると、モスカは声を上げて笑った。

「運のいいヤツだな。よりによって配属先の基地の飛行場に墜落するとはさ。これが敵の前線内で、陸兵の連中につかまってたら大変なことだぜ。やつら、帝国軍の女性パイロットには容赦ないからな」

「容赦ない……」

　エリィカはゾクッ、と身を震わせた。

　敵兵士、とくに歩兵の、墜落したパイロット狩りの噂うわさはエリィカも聞いている。

　男ばかりで荒すさんだ塹ざん壕ごう生活をしている彼らは、女性パイロットと聞くと目の色を変えて襲ってくるとか。

「噂だよ。ま、よかったじゃないか。来いよ。基地を案内してやる」

　そこまで言うと、モスカはどんどん先に歩いて行ってしまった。あわててエリィカは後を追いかける。

　もとは牧草地、というより、いまでも牧草地と十分言っていい滑走路を歩くと、駐機場のアルバトロスＤⅢに近づいていく。エリィカは目を輝かせた。

「戦闘機！　ううう～、ステキだあ、カッコイイよ～、早く乗りたいいい」

　流線型の未来的フォルムを持つ機体は、翼の上面を赤と白に、胴体をグレーに塗った精せい悍かんな姿で佇たたずんでいる。

「何だおまえ、戦闘機に乗ったことないのか」

「航空学校では、ジーメンスの練習機ばかりだったから。型落ちの、フォッカーＥⅢには、ちょっと乗せてもらったことあるけど、アルバトロスなんて現役の戦闘機は初めてで」

「いまじゃ、さらに新鋭機が出てるみたいだぜ、三葉の、格闘戦専用のヤツがさ」

「三葉、すごい！」

　機体のすぐ側にいるのは、この戦闘機のパイロットとおぼしき少女と整備兵だ。どちらも歳とし若い。

「よお、イリューシ、新入りだ」

「エリィカ・キンスキー、士官候補生であります！」

　こんどこそ、あわてず、敬礼も完かん璧ぺきにできた。

　しかし敬礼されたイリューシは、チラ、とエリィカを見ただけだった。整備兵の言葉に何度か頷うなずいたと思うと、その場を離れていく。

「あの……」

「気にするな。ああいうヤツだ。特におまえに悪気があるわけじゃないさ。ふだんからああなのさ」

　イリューシの後姿を見送って、モスカが言う。

「あの人……」

　エリィカは思わずつぶやいた。

　イリューシの肌が、エリィカたちとは違う、褐色だったからだ。

　顔つきは帝国人のそれだが、肌の色が決定的に違う。それに髪。銀色の髪を、男のように短く刈っていた。

　ふと見ると、整備兵の少女が、ものすごい表情でエリィカを睨にらんでいる。イリューシを侮ぶじ辱よくする者は、絶対に許さない、という顔つきだった。

「わ！」

　思わず、エリィカは一歩後ずさった。

「あはは、やめろマールシュ。エリィカは別にイリューシをバカにしたわけじゃない」

「でも、いま！」

　マールシュと呼ばれた少女が、ソバカスの散った顔で、抗議する。

「見慣れないだけさ。そうだろう？」

「は、はい……あの、ごめん、なさい。本当に、そうなの。あたしの田舎じゃ、外国の人じたい、見たこともなくて、その……」

　エリィカはマールシュにぎこちなく謝った。

「もういい。さ、次いくぞ、次」

　モスカは歩き出し、エリィカは後を追った。途中、振り返ってマールシュにペコッ、と頭を下げた。

「やさしいんだな」

「いえ、あたしが悪かったんです。肌の色のことを……」

「整備兵なんて、奴隷のようだと思ってるパイロットもいる。あんまりやさしすぎてもなめられるぞ」

「奴隷だなんて。自分の機体を整備してくれる仲間じゃないですか。それに、やさしいっていえば、モスカ曹そう長ちようだって」

「モスカでいいって。オレはちょうど今、退屈だったからさ。パイロットなんて、みんな偏屈だったり変人だったり、ジコチューなヤツらばかりだよ。イリューシが特別ってわけでもない」

「はい。気にしてません、あたし」

「そうそう。で、あれが戦闘指揮所ってヤツ。その隣の家が宿舎。オレたちが寝泊まりするところだ。向こうが牛舎。牛のヤツら、追い払ってもまた戻ってきちまう。せっかく、精肉中隊が来る前に、逃がしてやろうと思ったのに」

「牛……肉になっちゃうんだ」

「あの牛舎を改造して、整備兵たちの宿舎になってる。向こうにあるのが燃料タンク。牽けん引いんトラクターや隊の連絡車、オートバイなんかの駐車場と。こんなもんかな。じゃあ、指揮所に行って、着任の報告ってヤツだ。けど、その前に、その服装をなんとかしたほうがいいな」

「荷物が、飛行機の胴体の中に」

「じゃあ、さっそく着替えだ。そのひどい顔も頭も、洗って、な」



　着替えが終わって、宿舎からの道をモスカについて歩いていたときだった。

　立ち木の向こうに人影がある。ガサッ、と動いて、わかった。

「誰だれ！」

　思わず緊張するエリィカを、モスカが抑えた。

「おい、おまえらだろ？　ジャッド、メープル、出てこいよ」

　モスカが声をかけると、木の向こうから出てきたのは二人の子どもだった。少年と少女、まだ十歳にもならないくらいだろう。

「あ、子どもだ！」

　エリィカが声を上げる。

　地元の子どもだろうか。身なりは悪くない。しかしどちらも、警戒したような顔を向けてこちらを睨にらんでいた。

「あ、あのー」

　苦笑したのはエリィカだ。モスカがそれをさえぎり、

「おまえら、腹減ってんのか」

　ポケットをゴソゴソとさぐって、何かを取り出した。

「悪いな。いまはこれしかない。また明日来い。缶詰を用意しておいてやるよ」

　モスカの差し出したのは、平たいチョコレートだった。ジャッドは渋しぶ面つらを作り、メープルが手を差し出した。チョコレートを受け取ると、二人はサッ、と走り出した。すぐに木の向こうに見えなくなる。

「なあーに、あの子たち。お礼も言わないで行っちゃうなんて」

　エリィカが憤慨した声を出した。続けて、

「モスカ先輩も、あんな子たちにお菓子あげることないですよ。普通、何かもらったら、ありがとう、って礼くらい……」

「まあ、そのくらいにしておけよ。別に礼を言われるようなことはしてないしな」

「でも」

「いいって。それより、ここが戦闘指揮所さ」

　いつのまにか、櫓やぐらのついた平屋の建物の前まで来ていた。モスカがエリィカを招いて、扉を開く。

「まあ！　ようこそ、いらっしゃい！」

　中は、真新しい木の匂においのする小部屋だった。

　エリィカを見て、テーブルについていた将校が立ち上がった。緩やかにウエーブしたセミロングの、明るいブルネットを揺らして駆け寄って来る。

「歓迎します！　あら、かわいい！」

　強く、抱きつかれる。フワッとやさしい匂いが香った。

「あ……わ！」

　密着されて、エリィカは驚くよりうろたえた。なぜか頬ほほがポーッと赤らむ。

「フルマー中尉です。あなたがエリィカ候補生ですね。連絡は届いていますよ。さあ、どうぞ、エリィカ。女神中隊へようこそ！」

「女、神……？」

　フルマーの柔らかい胸から顔を上げて、エリィカは耳慣れない言葉を聞き返した。

「この中隊のコードネーム」

　フルマーといっしょにいた少女が言った。やはり飛行服を着たパイロットだ。小柄でメガネをかけ、赤っぽい金色の髪を振り分け荷物のような二つ編みに結んでいた。

「私は、ウーメラ、准じゆ尉んいだよ」

　小柄な少女、ウーメラが、立ち上がって柔らかく敬礼した。

「普通、航空団ゲシユヴアーダー所属の飛行隊グルツペでコードネームってのが与えられるんだ。ツバメ、とか、妖よう精せいとかな、あと、飛行隊は女性パイロットがほとんどだから、魔女、バルキリーなんてのもある」

　モスカが説明した。

「うちは独立した飛行中隊シユタツフエルなので、中隊だけどコードネームが与えられているの」

「中隊って規模でもないけどな。それにしても、女神、ってのはなあ」

「私たちにぴったり、ですね！」

　微笑ほほえみを絶やさないフルマー。どうやらジョークではなく、本気で言っているようだった。それも人柄、である。

　フルマーは、エリィカに椅い子すを勧めた。エリィカが席につくと、ウーメラがお茶を入れてくれた。

「ねえねえ、エリィカはどっちから来たの？　ウーメラはホルテン出身だよ」

　ウーメラはエリィカよりも若く、というより幼く見える。微笑ほほえむ姿はまだ中等学校の生徒のようだ。しかしエリィカより一歳年上の十七歳だった。

　フルマーのやさしい微笑みは、それこそ女神のようだし、ウーメラはかわいらしい。モスカも口は悪いがボーイッシュで魅力的だ。そういえば、さっき会ったイリューシも、一度見たら目に焼きついてしまうほどのエキゾチックな美少女だった。

「……なんか、あたしだけ超場違いな感じ……」

　つい肩を落とすエリィカ。

「まあ、ウチの中隊のパイロットっていったら、こんなもんかな。だいたい全員に会ったことになる」

「え、これだけ？」

　思わずエリィカが尋ねた。

　モスカ、イリューシ、それにフルマーとウーメラ、五人にしか会っていない。マールシュは整備員だからパイロットではない。となると、エリィカを入れても五人にしかならないではないか。

「あとは、中隊長シユタツフエルカピテンがいるよ」

　ウーメラの言葉を、フルマーが引き取った。



    

  
    
      



    

  
    
      「大尉のところには、あとで私がお連れします。まあ、お茶をどうぞ。クッキー、私が焼いたのよ。一一一中隊はこんなふうに、定員も充足していない小所帯なの。だから、みんな家族みたいなものね。みんな仲良く、エリィカもすぐに慣れると思います」

「家族、か……ははは！」

　モスカが笑った。

「なんです、モスカ、お行儀が悪いですよ」

「いや、ごめん。いいよ。ついでだ。オレが大尉のところに案内する。そのお茶、早く飲めよ」

「え、は、はい」

「あ、エリィカ、もっとゆっくりしていっていいんですよ。もう、モスカは慌あわただしいんですから！」
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　けっきょく、エリィカ、モスカ、それにフルマーの三人で戦闘指揮所を出た。フルマーはちょっと待って、と言い、小さなバスケットにきれいに詰めたクッキーを持ってくる。

「さ、こちらよ」

　中隊長の部屋は、パイロットたちの宿舎になっている母おも屋やから渡り廊下で繋つながれた離れにあった。

　廊下をギシギシと歩く。

　突き当たりにあるドアをフルマーがノックした。

「フルマー中尉です、入ります」

　返事はない。数秒待って、フルマーがドアを開けた。

　そう広い部屋ではなかった。

　北向きのせいか、日差しが入らず、暗い。

　大きな窓に面した机に向かって、ドアに背を向けている女性が一人いた。ゆっくりと椅い子すを回してこちらを振り返る。

　真っ黒な髪が乱れたようにうねっている。虚無的な眼まな差ざしはフルマーのほうを向いているが、その瞳ひとみには誰だれも映っていないかのようだ。どこか、退廃した雰囲気が漂う。かなりの美人だが、まるで生気がないかのような表情。

　その瞳が自分の上を一瞬通り過ぎたとき、エリィカの心臓がドクッ、と大きく脈打った。

　机の上は、散乱した書類、それに、アルコールらしいビンとグラスが置かれている。ワインなどではない、もっと強い酒だ。

「ミラージュ大尉、こちらは、エリィカ。新任の士官候補生です。今日着任の連絡が届いています」

　フルマーはそう言って、エリィカのほうを振り返った。あとはエリィカが敬礼して名乗ればいい。しかし……。

　エリィカは動けなかった。フルマーがミラージュの名を口にしたときからだった。唇が震え出す。不ぶ躾しつけなまでの視線をミラージュに注いだまま硬直していた。

　その異様なありさまに、ミラージュのほうが気づいた。

「……何だ」

「あ、あの……ミラージュって……」

「どうしたの？　エリィカ候補生、中隊長に着任の挨あい拶さつを」

　フルマーが気を遣って言葉をかける。しかしエリィカはまだ固まったように動かない。

「……挨拶もできないのか。航空士官学校で何をやってきた。口が利きけないなら、私の隊には必要ない」

　それだけ言うと、ミラージュは再び椅い子すを回して背を向けた。その背中に向かって、エリィカが言う。

「シャールロッテ……」

「……！」

　ミラージュが顔を傾けた。目が、エリィカを見る。

「シャールロッテ中尉を、おぼえて、いますか……」

　エリィカを見るミラージュの目が険しくなる。

「なぜおまえが、シャールロッテのことを知っている。おまえは、誰だれだ」

「……シャールロッテは……あたしの、お姉さ……姉、です」

「……何だと」

「シャールロッテ・マンフレート中尉は、あたしの、ただ一人の姉です。いえ、でした……」

「でもおまえ」

　モスカが思わず口走る。

「はい、あたしはエリィカ・キンスキー。今は姓が違います。あたしは、二年前に、養子に出されて」

「シャールロッテ中尉って、大尉の昔の……あ、ごめんなさい」

　フルマーの言葉に、ミラージュはエリィカから目を離した。口の端に、どことなく笑いにも似た形が宿った。

「ああ、そうだ。私のかつての、列機だった。二年前までは……」

「お、教えてください！　姉は、お姉さまは、なぜ死んだんですか！　なぜ、撃墜されたんですか！　あのとき、なぜ、お姉さまは！」

　エリィカの声は震えていた。

　フルマーもモスカも、ことの成り行きに驚き、そして待った。ミラージュの次の言葉を。

「……すまなかった」

　しかしミラージュはそれだけ言うと、また机の上に視線を戻した。エリィカたちには再び背を向ける。

「言ってください！　何か、何でもいいんです。お姉さまの、撃墜されたときのことを、教えてください！　あのときの空戦は、味方が有利だったと、聞いています。戦死したのは、姉だけです。なぜなんですか！」

　エリィカは歩み寄ると、ミラージュの肩をつかんだ。フルマーが止めようとする暇もなかった。

「答えてください！」

　ミラージュに食い下がるエリィカを、モスカが背後から押さえた。

「やめろエリィカ！」

「かまわない」

　ミラージュが机の端をつかんで立ち上がった。肩にかけられた、エリィカの腕を取る。まっすぐに目を見つめた。

「それだけ知っているなら、もう言うことはない。私の責任だ。列機を失うことは、すべて編隊長ケツテフユーラーの責任だ」

　目を伏せた。

「ち、違う……」

　エリィカは、ミラージュに取られた手を引くと、一歩、下がった。

「あたしが聞きたいのは、そんなことじゃない！　お姉さまが、どうやって死んだのか、それが知りたい！」

「もう、いいでしょう、エリィカ」

　フルマーがエリィカを連れて部屋を出ようとする。ドアを出るところで、エリィカは叫んだ。

「やっぱり、そうなんですね！　お姉さまを見殺しにしたって！　あなたが！」

「おい、やめろ！」

　モスカがエリィカの腕を取って、部屋から引きずり出そうとした。それを制するように、ミラージュが片手をわずかに上げる。そして言った。

「謝れと言うなら、どんなふうにも謝ろう。殴りたいなら、殴ってくれていい。殺したいなら……」

　机の上にあったホルスターをつかむ。エリィカに差し出した。

「あ、あたしが、やらないと思ってるから！」

　エリィカは叫ぶと、モスカの手を振り切ってホルスターを奪うように取った。が、中から拳けん銃じゆうを出す前に、フルマーに叩たたき落とされた。

「エリィカ！」

「フルマー……中尉」

「ミラージュ大尉を撃ちたいなら、まずわたしをお撃ちなさい！」

「あたしは、そんな……！」

「いいですか。戦いの中で、仲間を失うことがどれだけ辛つらいか、あなたにはわかっているの？　列機を失って、自分だけ生き残っても、辛つらいだけなのよ。自分が死んだほうが、ずっとましだ、って、そう思うのよ！」

　フルマーの言葉に、エリィカはがっくりと頭を垂れた。

　力を失ったように、膝ひざをつく。握り締めた拳こぶしが震えていた。堪こらえきれない激情は嗚お咽えつとなって漏れた。

　フルマーもモスカも、一瞬手を出しかねている中、そのエリィカの側を通り過ぎると、ミラージュは部屋を出ていった。振り返ることもなかった。
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　その夜。

　遅く部屋に戻ってきたミラージュは、明かりも点つけず崩れるように椅い子すにかけたまま、長いこと動かなかった。

　グラスの中の強い酒は忘れられたように琥こ珀はく色いろを廃すたらせていた。

　不意に顔を出した月齢の若い月が青白い光を投げかけ、強いコントラストをミラージュの顔に落とした。

「来た……のか。まさか、ここに来るとはな」

　つぶやく声が唇から漏れた。その唇が、そのままキュッと結ばれる。

　ミラージュの視線が、机の上に降りた。グラスを通り過ぎ、一点に注がれる。

　手を伸ばしかけて、思いとどまった。じっと見つめる。

「ロッテ……」

　グラスをつかむ。強く力を込めた。拳が白くなるほど強く握り締めると、グラスの中の液体が大きく波立った。

「どうすればいい、私は……」

　ようやくミラージュは手を開くと、その手で顔を覆った。まるで何かから隠れるように、自分の顔をつかむ指が強こわ張ばった。

「……わかっている。あと少し、私が生きるなら、しておかなければならないことがある」

　そのときだった。

　背後のドアが、コツコツ、と叩たたかれた。ミラージュはドアの向こうの人物を知っているかのように、動かない。やがて開いた闇やみの向こうから現れたのは、フルマーだった。

「戻って、らしたのですね」

　ミラージュの返事を待たずに、フルマーが続ける。背にしたドアは、まだ完全に閉じてはいなかった。

「あの子、エリィカですけれど。どうなさる、おつもりですの」

　フルマーの問いのあとに、長い沈黙があった。月が隠れるほどのあとに、ミラージュがつぶやいた。

「あれは……激しすぎる……あのままでは、確実に墜おとされる」

「はい。でも、あの子の素質にも、興味を持っていらっしゃる」

　フルマーの視線の先にある、机の上に広げられたいくつかの書類。副長であるフルマーも目にした、エリィカに対する航空士官学校の評価レポートだった。

「確か、こうでした。卓越した視力。特筆に価する平衡感覚、速度感覚……。操縦技能そのものはぎりぎりの及第なのに、この手放しの評価。よほど教官も、成績をつけかねたのですね」

「ああ」

「同時に、こうもありました。ときに著しく情緒的不安定、欠如が見られ、大いに注意、指導を要す。ウフッ、ここに、一一一中隊に送られてくる、はずですね」

　フルマーは部屋の中へ、一歩踏み出した。ミラージュは相変わらず横顔を向けたままだ。その椅い子すの背後へ、立つ。

「やはり、改革派の、マンフレート元帥の血筋でしょうか。どこか……」

「それは、関係ない。姉は……」

　そこまで言って、ミラージュは言葉を途切れさせた。紛らわすように、続けた。

「あの娘……ものにならないようなら、私が、空から降ろす……」

「……それが、大尉の、シャールロッテ中尉への、贖しよく罪ざい、なのですか……」

　あえてとも言える、フルマーの、心の表面に刺さる言葉にも、ミラージュは表情を変えなかった。もうこれ以上話す言葉は出てきそうもない。

　フルマーがミラージュの首に腕を回した。身体からだを寄せる。ミラージュの頭に、フルマーの顔が柔らかく押し付けられる。黒い髪とブルネットの髪が、交じり合った。

「私では、ダメなんですか……」

　動かないミラージュの体温を確かめるように、フルマーがわずかに身じろぎした。やがてミラージュは首に回されたフルマーの腕に自分の手を重ねた。しかし、その手はフルマーを迎えるのではなく、からんだ腕を解くものだった。

「大尉……ごめんなさい」

　フルマーはそれだけ小さく言うと、ミラージュから離れた。ドアへと後ずさる。

「エリィカのことは、私からも、よく言っておくようにします……」

　それから少し言葉を切った。

「……お身体に障ります。お酒は……」

　発せられるはずのないミラージュの言葉を待ってか、フルマーはわずかにドアを閉める手を留とめた。

　しかしミラージュの唇は開くことはなく、やがて背後でドアの閉じる音がした。

　一人になったミラージュの、再び月を見るその目は、暗く、深い色を映していた。



　……同じ頃ころ、エリィカは、同じ月をベッドの中から見上げていた。

　部屋は余っているのか、一人部屋があてがわれている。しかしこんなときは、一人でいることを持て余しそうになった。

「お姉さま、ここまで来ました……ようやく空まで……お姉さまのように戦闘機に乗って、敵を倒して、お姉さまの仇かたきを、必ず討ってみせます」

　だがその前に、姉シャールロッテの姿の前に、エリィカの脳裏に浮かんでくるのは暗い瞳ひとみのミラージュの姿だった。

「大尉は、何かを知ってる。知っていて、隠してる。それが、お姉さまの最期に、どんなふうに関係があるのか、それが……知りたい。ううん。絶対に、知るんだ」

　エリィカは前髪をギュッとつかんだ。眉まゆの間に皺しわが刻まれる。

「そのためには、何だって……隊長だからって、もし、お姉さまの……」

　声が途切れる。不意にこみ上げてくるものを、無理に抑えつけた。

「見ていて、お姉さま。エリィカを、導いて、ください……！」

　エリィカとミラージュ、二人が見る月が雲に隠れていく。

　後には見通せぬ暗くら闇やみだけが残った。
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「編隊も組めないのか！　航空学校で何を勉強してきた！」

　青空に、ミラージュの声が響き渡る。

　エリィカの着任から数日を経へた晴天の日。

　ミラージュ、エリィカ、それにウーメラはそれぞれ、各機体のコクピットの中で、高度千メートルの空を飛んでいた。

　戦闘機の編隊は三機一組の小隊ケツテが最小単位だった。この三機で連携しながら敵と戦うのである。

　三機のうち、編隊長がリーダーとなって戦闘のイニシアチブを取る。他の二機は、編隊長の列機として、攻撃の補佐、周囲の警戒、撃墜の確認などを行った。

　しかしこれらは建前で、実際には戦闘に入ると、編隊を崩してバラバラに敵に対することが多かった。

　空の戦いには騎士道精神が生きており、戦闘機どうしの戦いは一対一の決闘、という性格を持っていた。そのため、わざと、正反対の方向から飛び合って真正面から対たい峙じし、それを合図に一対一の戦いに入る、ということもまだまだ多かった。

　チームプレーが有効なのはわかっていたが、その利を活いかして多数で一機の敵に当たる、などということは好まれなかった。まして、敵の隙すきを突いて不意打ちを食らわせ、一気に逃走する一撃離脱戦法などは、卑ひき怯ようなふるまいとまでいわれた。

　しかし、戦闘機の性能が上がるに連れて、一撃離脱戦法を用もちいるパイロットや部隊はあったし、それは確実に増えていたから、空の戦いは混迷と熾し烈れつさを増しつつあった。このように、戦法もまた、航空機の速度や攻撃力の増大、上昇力や機体剛性の向上など、技術の発達と密接な関係があったのである。

　エリィカは大声で叫んでいた。

「ちょっと、そっちじゃない、もう！　あたしはまっすぐ飛びたいのよ！　まっすぐ、ああ、もう、この！」

　エリィカの機はフラフラと蛇行するように飛び、ミラージュを先頭にした三機編隊が組めないのだ。

　エリィカの乗っているのは、本来ミラージュの予備の機体だった。

　機体不足なのか、それともこんな小さな基地の、それも新米パイロットに新造機など贅ぜい沢たくというわけなのか、乗ってきた連絡機まで壊してしまったエリィカに、使える機体はこれしかなかったのだ。

「あの中隊長の飛行機だから、あたしと相性が悪いんだ、きっと！」

　文句を言うエリィカ。

　業を煮やしたミラージュが、スーッと後ろへ下がると、エリィカの機体に近づいた。手を上げる。

「私の斜め後方に付け！　水平旋回九十度！」

　左手を上に上げ、左へ旋回する、と合図する。各戦闘機どうしの無線などもないから、コミュニケーションはこうして手真ま似ねで合図するしかない。

「りょうかい！」

　エリィカは叫んだ。見届けると、ミラージュはまた先頭の位置に戻る。

　エリィカ機は三機編隊の左後方にあった。右斜め前にはミラージュ機、右横にはウーメラ機がある。

　ミラージュ機が左旋回を始めた。水平旋回だから、機体の傾きは十五度程度だ。

　飛行機を操る要素は簡単にいえば三つ。垂直尾翼の方向舵と、主翼の翼端に左右それぞれある補助翼。それに水平尾翼の昇降しようこう舵だだ。

　昇降舵は機体を上下動させる装置。操そう縦じゆう桿かんを前後させて動かす。

　方向舵は足元のフットペダルと連動している。フットペダルを踏み込んだほうへ方向舵が向き、その方向へ機体は機首を向ける。

　しかし方向舵だけでは、機体はほとんど旋回しない。多少は曲がるものの、機首を傾けたまま、斜めに飛んでいくことになる。これを横滑りスキツドという。

　これとは別に、操縦桿によって補助翼を操作すると、機体は横に傾くバンク。

　操縦桿を左に倒せば、左側主翼の補助翼が上がって左側の主翼は下がる。反対に、右側主翼の補助翼は下がって、右の主翼を上げようとする。結果、機体は左へ傾くのだ。

　バンクだけでも機体を旋回させることができた。というより、旋回にバンクはつき物である。自動車が高速コーナーを容易に曲がれるように、高速道路などに付けられたバンク（傾斜角）と原理は同じだ。

「左旋回！」

　エリィカは左のフットペダルを踏むと同時に、操そう縦じゆう桿かんを左へ倒した。機体は左側へバンクし、コクピットから見える水平線が右側へ傾いていく。

　エリィカ機が左旋回すると同時に、エリィカの右側のウーメラも左旋回を始めている。

　このとき重要なのは、空中でウーメラ機とすれ違うところだ。

　三角形を描えがいた三機の編隊が、編隊を保ったまま右か左かどちらかへ旋回する。このとき、中央のリーダーは基点なので変わらないが、アウト側の機体は、旋回は緩やかだが飛ぶ距離は長くなる。反対に、イン側はその逆になる。

　結果、九十度なりの旋回をこなして水平直線飛行に戻ったときに、アウト側は遅れてしまうし、イン側はリーダーに並びかけるくらいに先行してしまう。回転角は同じでも、アウトとインの周回距離の違いが原因だ。

　これを防ぐために、旋回時には、アウトとインの機体が空中で入れ替わる。つまり、ミラージュの左後方にいるエリィカは、旋回が終わるとウーメラと位置が入れ替わり、ミラージュの右後方になるのだ。

　これで、三機編隊のすべての機体が、同じ角度、同じ飛行距離の旋回をこなし、旋回を終わったときにもきれいな三機編隊が保たれている、ということになる。ところが……。

「わ、わ、わ！」

　エリィカはあわてて操縦桿を左へ倒した。ウーメラ機が、すぐ右に見えて、接触しそうになったのだ。ウーメラも、右へ回避する。

　結果、編隊はバラバラになってしまった。

　コースが交差するといっても、実際には、左旋回なら編隊の左側に位置するエリィカが先行するので、ウーメラとはぶつかるはずがない。なのに、なぜこんなことになってしまったのか。

「なんで！　どうしてよ。こんなの、おかしいよ！」

　高度まで下がってしまった。エリィカは上昇し、ミラージュと編隊を組みなおそうとする。しかしミラージュは大きく翼を振ると、降下していってしまった。そのまま着陸する。

「あ～あ、怒られるんだ……」

　エリィカはがっくり肩を落とし、着陸の姿勢に入った。



　パン！

　乾いた音が響いた。

　エリィカは叩たたかれた頬ほほを手で押さえた。

　牧草地の飛行場。着陸するなり、ミラージュが歩み寄ってきた。整備員の手を借りて機体から降り立ったエリィカは、ゴーグルをはずす間もなく、平手打ちを食らった。

「あ、な……！」

　何すんのよ！　と心の中では叫んでいた。しかし、ここは軍隊だ。エリィカは頬ほほを手で押さえるだけで、言葉を飲み込んだ。

「何をしている！　水平旋回も満足にできないのか。あやうくウーメラを殺すところだったぞ」

　そのウーメラは、たったいま着陸したところで、地上をタキシング低速走行しながらこちらへ向かって来ていた。

「申しわけ、ありません……その」

　なぜ、旋回に遅れてしまったのか。

　ミラージュが旋回すると同時に、方向舵と操そう縦じゆう桿かんを操作した。遅れはなかったはずだ。

「なぜ遅れて、衝突しそうになったのか、わからない、という顔だな。そんなことでは、危なくて編隊飛行などできない。今日の訓練は中止する。反省して考えろ。夜までに、私の部屋へ、報告書を持ってくること」

　ミラージュは、それだけ言うとクルッ、ときびすを返して歩み去った。整備兵たちが見ている中、エリィカだけが取り残された。

「飛行機が故障してたのかな。ありえない、ありえない！　きっとあたしが何か、ミスをしたんだ。何だろう。思い出せ、思い出せ！」

　頭を叩たたいた。

「あまり頭叩くと、バカになっちゃうよ」

「へ？」

　ある意味的確だが場の空気をブチ壊すような発言。

　振り返ると、飛行服のウーメラがにこやかに笑いながら立っていた。



「さ、どうぞ、入って」

　ウーメラは笑顔で自分の部屋のドアを開ける。

「うわあ、すごい！」

　部屋に入って、エリィカはため息した。

　部屋中に溢あふれるばかりの縫いぐるみ。ベッドの回りはもちろん、床、出窓、戸棚、それに飽き足らずテーブルの上まで、色とりどりの縫いぐるみに占領されていたからだ。

　エリィカはその一つ、大きなクマを持ち上げると、抱きしめた。

「フワフワだー」

「ウフ、いいでしょお。ウーメラ、かわいい縫いぐるみ、大好き！」

　ウーメラは微笑ほほえむと、自分も一つを抱き上げ、頬ほお擦ずりした。

「こうしてると、すごおく安心できるんだ。動物さんたちにいっぱい囲まれているような気がして」

　目を閉じ、頬擦りを繰り返す姿は、夢見心地の少女を思わせる。事実、小柄なウーメラは飛行服よりもフレアのスカートや膨らんだ袖そでのドレスがよく似合うだろう。

「だったら、本物の犬かネコを飼ったら？　一匹くらい、誰だれも怒らないでしょう」

　エリィカが言うと、ウーメラの表情が変わった。目を伏せて、首を振る。

「本物はダメ。いつか死ぬから……」

「それは、そうだけど……」

「あ、ごめんなさい。お茶、いま、入れるね。それともコーヒーがいい？　おいしいコーヒーも、買ってあるんだ」

「ホント？　コーヒーなんて、ひさしぶり！」

「じゃあ、コーヒーね！」



「今日は、危ない目に遭わせて、ごめん……あ、いや、申しわけ、ありませんでした」

　コーヒーが芳こうばしい香りを立てるカップを両手で包むように持ちながら、エリィカが言った。ウーメラは先任だし、准じゆ尉んいと階級も上だし、そのうえ歳としまで上だしで、こんなふうに座ったまま話をするような相手ではない。だが、目の前の童顔のウーメラを前にすると、どうしても同年代のように話しかけてしまう。

「ううん。いいよ。それに、ちっとも危ないところ、なかったよ」

「危なくなかった？　ぶつかりそうになったのに？」

「ウーメラ、ぶつかるはずないと思ってたもの。じつは、ずっとエリィカのこと、見てたの。だから、あんなふうに近づいてくるのは、わかってた」

「え！　そうなの？　ウーメラは、見ているだけでわかったのね。うーん、大尉の言ってた答えが、最初からわかっちゃってたのか」

「言おっか」

「待って！　自分で考えないと、進歩ないから。ええと、あのとき、フットペダルを踏んで、操そう縦じゆう桿かんを倒して……うーん、ミラージュ大尉に遅れないように……遅れないよう……あ、そうか！」

　エリィカは突然、理解した。

「スロットルを、開けるのを忘れたんだ」

「ピンポオン！　正解ぃ」

　ウーメラが笑った。

　旋回するときには、空気の抵抗が大きくなるのでどうしても速度が落ちる。そのため、スピードにもよるが、旋回時にはスロットルを開けてエンジンの回転速度を増し、機体のスピードが落ちないようにしなくてはならない。

　これは、自動車のコーナリングとは根本的に異なる考え方だった。

　自動車の場合、コーナーに入る前に十分速度を落とし、脱出するときにアクセルをオンにする。これは、クルマがタイヤで地面に常に接していて、二次元の感覚で曲がっているからだ。

　飛行機の場合、空気抵抗が増して速度が落ちる、ということはそのまま高度が下がることに繋つながる。そのため、水平旋回では旋回時に速度を上げてやらなければならないのだ。エリィカの場合、五パーセントほどスロットルを開けるべきだった。

「そうかあ。航空学校で、あんなに習ったのに！」

　エリィカは、クマを抱いて、ため息をついた。顔をガクッ、と縫いぐるみに埋める。

「誰だれでも最初は緊張して、覚えていたことを忘れちゃうの。そのうちに慣れて、身体からだが勝手に動くようになるから」

「そうかなあ。自信、ないなあ」

　ウーメラは、十メートル以上離れたところからエリィカを見ていて、スロットル操作をしていないことを見破ったことになる。これもすごい。

「大丈夫だよ。それに、この部隊は、おそらく実戦に出ることは、あまりないと思うし」

「……え？　それは、どういうこと？」

　エリィカが真顔になる。

「知らなかったの？　……ここは、いろいろあって」

「いろいろって、どういうこと？」

「あ、ウーメラ、また余計なこと言っちゃった。……あのね、この部隊は、ほかの部隊にいられなくなった人や、追い出されたようなパイロットばっかりを集めて作った、はみ出し部隊なんだあ」

「なんで？　だって、機体の撃墜マークを見たら、みんなすごいじゃない」

　エリィカは今日はじめて、駐機場の機体をゆっくり見ることができた。そして驚いたのだ。すべての機体に、十機以上の撃墜マークが描えがかれている。

　空軍では、十機撃墜でエースを名乗ることを許された。いわばこの一一一中隊は、エースパイロットの集まりだったのだ。

「うん。みんな腕は超一流だよ。ミラージュ大尉は、六十二機撃墜の、トップエースだし」

「六十二……！」

　舌を巻いた。確かに、ミラージュの機体には、大きな六つの星が描かれている。あれは、一つが十機分だったのだ。

「次はイリューシ准じゆ尉んいの、五十一機、フルマー中尉の、二十六機と、モスカ曹そう長ちようの十六機……」

「ウーメラも……ウーメラ准尉も、そのくらい？」

「ウーメラは、十一機だけど」

「すごい！　すごいよ。どうしてそんなに……ああ、ごめんなさい！　いままでさんざん失礼な態度を取っちゃって」

　エリィカはベッドの上で、両脚を閉じ合わせた。

「ううん。ちっともすごくないよ。それに、もう空戦はしたくないって思うし」

「なぜ!?　信じられない。だって、飛行機に乗りたいからパイロットになったんでしょう？　あたしは、とにかくパイロットになりたかった。それも、戦闘機パイロットになって、敵を撃ち落として、お姉さまの仇かたきを取りたい。だから、一機でも多くの敵を、落としたいの！」

「そうなんだ……」

　興奮のせいか、エリィカはウーメラの翳かげった瞳ひとみに気がつかなかった。

「お姉さまを撃墜したのは、翼に黒い三本のストライプの入った機体だというの」

「それは……きっと敵の、共和国空軍のギンヌメール大尉だと思う。敵の、トップエースだもん」

「トップエース……」

「それにギンヌメール大尉は、ミラージュ大尉のライバルっていわれている人なの。二年前のラシオン大会戦では、空の果たし合いのような戦いをして、どちらも譲らなくて、弾丸がなくなって引き分けになったんだよ」

「弾切れで、引き分け……」

　エリィカの顔に失望ともとれない複雑な感情が渦巻いた。

　その戦いで、ミラージュがギンヌメールを撃墜していれば、のちに姉のシャールロッテが死ぬことはなかったのだ。

　無理を求めている、とわかっても、ミラージュに対する気持ちは激しさを増してしまう。

「で、でも、エースばかりが集まった、すごい部隊だもの。絶対、出撃する機会はあるよね！　エースばかりが……でも、ほかの部隊を追い出されたって、本当なの？　だって、あんなやさしいフルマー中尉が……」

「フルマー中尉のことは、ウーメラわからないけど、でも、この中隊だけ、大きな戦闘航空団の飛行隊に所属しない、独立部隊なんだよ。そういうところも、ここだけの特別なの」

「ウーメラは、何でこの部隊に来たの？」

「ウーメラはね……パイロットよりも、整備兵とか、技術者になりたいんだ。だから飛行機を降りたかったの。けど、それもさせてもらえなくて」

「えー！　パイロットをやめるなんて、もったいない！　せっかく、一生懸命勉強して、訓練を積んで、何度も試験にパスして、ここまで来たのに、やめちゃうなんて、それに、ウーメラは敵を十一機も撃墜してるのに！」

「うん。だから、もういいかな、って。人を殺すのは、もういいかなって……」

「人を……だって、それは……」

　エリィカは言いかけて、飲み込んだ。

　部屋の中に沈黙が訪れた。空気が重く留とどまる。

「あ、ごめーん！　ウーメラ、これだからダメなんだ。ね。コーヒー、もういっぱい、いかが？」

　ウーメラはそう言って立ち上がろうとした。

「ううん。もういい……あたし、もう行くね。今日は、おいしいコーヒーをありがとう」

　エリィカは笑顔を作ってウーメラに礼を言うと、部屋を辞した。宿舎の階段を下りて、外へ出る。

　ウーメラの言葉が、まだ生々しく胸に残っていた。エリィカは首を振った。

「あたしは違う。あたしは、敵を何人殺しても……絶対、後悔しない。お姉さまの仇かたきを討つまで、何人だって……！」



７



『お姉さま！　ファルツ通りの新しいお菓子屋さんを見に行きませんこと？』

『お姉さま、授業の帰りに泳ぎに行きますの？　私も行きたい！　連れて行ってください！』

『このリボン、お姉さまにすごく似合うと思いますの』

『あの、お姉さま、今夜、いっしょに、寝てもいいですか……？』

『お姉さまが軍に志願するのでしたら、私も！　絶対、空軍に入って、パイロットになります！　そして、お姉さまと、編隊を組んで、空を飛んでみたい！』

『お姉さま！　お姉さま！　……！』

「ヒッ！　うっ……あ……」

　突然、意識が断ち切られるようにイメージが暗転したのをきっかけに、エリィカは目を覚ました。

　心臓がドキドキ脈打っている。頬ほほが、身体からだが熱いのは、服を着たまま眠ってしまったせいではなかった。

　気の進まないミラージュへの報告をなんとか終えて部屋へ戻ると、一日の疲れが急に出たのか、睡魔に襲われてベッドに横になった。夕食にはまだ時間があったから、ほんの少しだけ、と思って目を閉じるうちに、そのまま浅い眠りに落ちていた。

「はぁ、あ……」

　頬に手を当てて、冷まそうと思っても掌てのひらに熱が伝わってくる。熱いのは肌だけではなかった。掌をかざしてみると、はっきりと濡ぬれていた。

　涙だった。エリィカは眠りながら、涙を流していた。

　浅い眠りは、夢を連れてくる。

　夢はエリィカを十歳の少女に、あるいはそれ以前に戻していた。

　六歳年上の姉、シャールロッテとの日々。

　毎日、姉にまとわりついて、乳う母ばに叱しかられたことも日常だった。

　何もわからず、ただ姉にくっついていった頃ころ。長じて、何でもできる姉、容姿端麗で、成績も優秀、そんな姉に嫉しつ妬とするどころか、ただただ好きで、尊敬して、少しでも話をしたい、いっしょの空間にいたい、いっしょの時間を共有したい、実の姉妹なのに、そんなふうに願っていた。

　シャールロッテが興味をおぼえるものは、エリィカもすぐに好きになった。何でもいい。姉が好きなものは、エリィカの好きなものだった。

　最初のうち、わからないことは質問を繰り返していたが、シャールロッテにほめられたくて、勉強も一生懸命にするようになった。それでも、姉より秀でることはなかった。

『エリィカ、勉強するのはいいことよ。ものを知らない人は、人生を貧しくするわ』

『あなたももう少し落ち着きを身につけなくてはね。レディー失格になるわよ』

『空はいいわ。人間が到達できる、最後のすばらしい世界よ！』

　シャールロッテが空軍を志願したとき、エリィカにあったのは憧あこがれだけだった。

　当時空軍は、女性にとって最先端の世界だった。その華々しい活躍は、賞賛に満ちて、全女性の憧れの的だったのである。ことに、もっとも若い選えりすぐりのパイロットを集めた戦闘機隊は、エリート中のエリートとして、花形の存在だった。

　マンフレート家は代々軍人の家系。女性であっても、その伝統は揺るがない。シャールロッテが空軍に志願したのも、父、マンフレート元帥の意向が影響していた。将来、娘が空軍幹部になることを嘱望したのだ。

「私も絶対に空軍に！　戦闘機パイロットになる！」

　エリィカは誓った。しかしいつもエリィカがついてくるのを厭いとわなかったシャールロッテも、今度ばかりは違った。

『戦闘機パイロットだけが帝国に貢献する道ではないわ。そうね、空を飛ぶ、もっと違う仕事もいいのじゃないかしら』

　それは、シャールロッテが実戦を経験し、いつしかエースパイロットとして名声を得ていくうちに、もっとはっきりしたものになった。

『あなたに戦闘機パイロットは向かないわ、エリィカ。もっと別の仕事を探しなさい。ううん。仕事なんかせずに、ステキな男性と恋をして、結婚するのも、とてもいいこと、幸せな未来なのよ』

「お姉さま、私はお姉さまといっしょに飛びたいんです。私は絶対に……！」

　しかしエリィカのその願いは終生かなえられなかった。

　エリィカが航空学校へ入学できる適正年齢の十五歳になるまえに、シャールロッテは戦死した。

　美しい姉の遺体は、ついに家へ帰ってくることはなかった。軍関係者によると、おそらく敵の兵士が埋葬したのだろう、ということだった。

　その後エリィカは養子に出された……。

「お姉さま……ぐ、ぅ……お姉さまぁ！」

　拭ぬぐったのに再び溢あふれてくる涙。

　エリィカは目を拳こぶしで覆って、堪こらえようとした。しかし涙は拳の隙すき間まからこぼれて、頬ほほを伝って落ちた。

「うう……ぅ……」

　ベッドの上で、エリィカは身を折って泣き続けた。



　ようやくベッドから下りたエリィカは、しばらく飛行場という名の牧場の周りをあてどもなく歩いていた。変な時間に眠ってしまったので目が冴さえてしまっている。幸い、夜風も温かい。

「あの中隊長、お姉さまのことであたしがつっかかったから、絶対根に持ってるんだ。そりゃあ、あたしはお姉さまより出来が悪いですよ！　お姉さまみたいにアタマもよくないし、だからって……あー、明日もあの中隊長と訓練かあ、う～、憂ゆう鬱うつう～」

　がっくりと頭を垂れるエリィカ。

　そうだ、こんなときは、飛行機を見に行こう。愛機をチェックして明日の訓練に備えるのだ！　そう、思って駐機場の方へ向かおうとしたとき、庭の立ち木の向こう、兵舎の灯あかりの側にモスカを見つけた。

「あれ、モス……カ」

　呼ぼうとする途中で、モスカといっしょにいる二人の子どもをエリィカは見つけた。例の、ジャッドとメープル、だったか。

「あのかわいくない子ども！　だけど……」

　ジャッドとメープルが笑っていた。モスカと談笑しているのだ。二人は手を広げたり、何かを指し示したりと夢中だった。いろんな話をしているらしい。

「ふうん、あんな顔もするんだ」

　なんだか邪魔をしてはいけない気になって、エリィカは引き返そうとした。そのとき、落ちていた木切れを踏んでしまった。

　パキッ。

　突然の音に、二人の子どもが顔を上げる。モスカも振り向いた。

「あ、ごめん。はは。驚かせちゃったかな～。はろ～、じゃなくて、ぼじゅ～る、あはは、はあ……」

　愛あい想そ笑いをするエリィカの努力も空むなしく、見る見る子どもたちの表情は硬くなり、睨にらみつけるまでになった。サッ、ときびすを返して、走り去ってしまう。二人とも、手に大き目の袋を提さげていた。

「行っちゃった、か……。ごめんなさい、モスカ。邪魔する気はなかったんだけど」

「かまわないよ。そろそろオレも、行こうかと思ってたんだ」

「そっか」

「それより、今日の訓練、いや、練習ってとこかな、見てたぞ。ヘマやったな」

　モスカが笑う。

「あー、言わないで！　もう原因もわかったし、十分反省してるんだから」

「まあ、最初は誰だれでも緊張して、頭に血が上っちゃって、普段できることの半分もできなくなっちまう。ようは、慣れ、さ」

「うん、わかった」

　二人で少し歩いた。

「あたし、戦闘機って、あんなに敏感なんだと思わなかった。ほとんど練習機しか乗ったことなかったから」

「そうだな。練習機は、ひよっ子が乗るもんだからな。安定性が高いように作られてる。でも安定性が高いってことは、まっすぐ飛ぶ旅客機なんかにはいいけど、戦闘機には向いてない。安定してるってことは、曲がったり、急降下したり、急激な機動はしにくいってことだからな」

「安定を崩して、曲がったりするんだものね」

「そうそう。だからといって安定性がなさすぎると、まっすぐ飛ぶことも難しくなる。まっすぐにも安定して飛べて、で、すぐに安定を崩してバンクしたり上昇したりできるのがいちばんいい戦闘機なんだろうけど、そう全部、あれもこれも性能を実現するのは難しいからな」

「うん」

　モスカの戦闘機ガイダンスを聞いて、エリィカも自分の思っていたことと同じだと納得した。

　戦闘機は練習機とは大違いだ。まして旅客機ではない。

　舵かじをちょっと切ればすぐにバンクし、横滑りする。スロットルの操作にも敏感だ。風の影響も受ける。下手をすればまっすぐ飛ばすのも難しい、ということになる。

　しかし、その戦闘機を操って戦い、さらに敵を撃墜しなくてはならないのだ。エリィカは急に自信がしぼんでいくような気がした。

「まあ、気にするなって。それより晩メシ、食べてないんだろ。食堂へ行けばまだ何かあるぞ」

　そうだった。つい眠ってしまって、夕飯を食べていないのだった。しかし、不思議と空腹感はない。泣きすぎたからだろうか。

「うん……でも、大丈夫」

「ダメだ。明日また訓練だろう。ちゃんと食べておかないと、体力なくしちゃうぞ。パイロットって、それでなくても体調にすごく影響されるんだからな」

「ありがとう、でも、ホントに大丈夫。もう」

「ダメだって。じゃあ、牛乳とか、そういうものだけでも摂とっておけよ。それに、ビスケットくらいなら、喉のどを通るだろ」

「モスカ……」

　単に、ちょっとした親切心なのかと思った。しかし、二度もエリィカに断られて、それでもこれだけ言ってくれるなど、ただのお節介ではない。

「あたしのこと、好きなの？」

「はあ!?　お、おまえ、何言って！　……いや、嫌いじゃねえけ、ど……」

　なぜか、とたんに耳まで真っ赤になるモスカ。汗がタラッと滲にじむところまで見てしまって、エリィカは、プッ、と吹き出した。

「あ、ははは、あ、ごめんごめん……急に、おかしくて」

「ひどいヤツだな、けっこう、おまえ」

「ごめん、ってば、あはは！」

　突然、笑いの妖よう精せいが降りてきたようだった。

　それまでの、涙と、奇妙な感情から解放されたように、エリィカは笑った。あまり笑いすぎるので、モスカは最初憤慨し、そのあとで、心配そうな顔にまでなった。

「あ……あ～あ、はは、笑いすぎちゃった。はぁ、お腹、空すいたね」



「こっちが、部隊作業員向けの食堂。酒も飲める。まあ、サロンみたいなものかな」

　宿舎になっている棟の地下に、炊事場兼食堂があった。そう広くはないが、十人が一度に座れるような大きなテーブルと、三、四人がけの小さなテーブルが二つ。

　今は彼らの時間なのか、整備兵や、中隊付きの連絡員の兵隊などが食事をとったり、飲み物を手に談笑したりと、なかなか賑にぎやかだ。

「そっか。飛行中隊っていっても、パイロットだけじゃないんだよね。こっちのほうが、気楽でいいな」

　パイロット一人、つまり戦闘機一機について、最低二人の専属の整備兵がいる。そのほかに、こうした食事を作る給仕係、補給物資を管理したり、事務処理などで基地全体を運営する人員を含めれば、わずかパイロット六人の中隊といえど、総勢は三十名を下らないのだ。

「でも、女所帯だよな」

　整備員や基地作業員もほとんど女性。男性がいないわけではなかったが、わずかに三人ほどが小さなテーブルを囲んでいるだけだった。しかも、みな初老といったふうな年齢。

「悪い虫がつかないようにね、なってるのさ。あんた、新入りだね。何か食べるかい」

「あ、はい！」

　厨ちゆう房ぼうから声をかけてきたのは、恰かつ幅ぷくのいい中年の女性だった。

「炊事兵の、イソッタ伍ごち長よう。こちらは、先日着任した、エリィカ士官候補生」

　モスカが二人を紹介する。

　その後も、モスカは知っている顔にエリィカを紹介して回った。

　考えてみれば、こんなふうに基地のみんなと顔を合わせるのは初めてだった。

　エリィカたちパイロット、つまり士官はふだん、士官だけで食事を取る。場所も宿舎の一階、日差しがたっぷり入るリビングダイニングで。昨日の夕食も今日の朝食も、パイロットどうしで席について、そこへ給仕される形だったから、顔は知っていても他の兵士たちを紹介されることはなかったのだ。

「じゃあ、あたし、そこの鍋なべのシチューと、骨付き肉と、サラダとパンと……！」

「ずいぶん食うな、おい……」



「まあ、パイロットなんて、みんな貴族か、そういう特権階級の出だからな。もとは庶民の一般兵士と、何かと区別されたがるのは無理ないさ」

「庶民……ねえ」

　食事のあとの紅茶を飲みながら、エリィカはため息をついた。

「ミラージュ大尉やフルマー中尉は爵位を持ってるし、イリューシやウーメラんとこは帝国の高級官かん吏り、だったかな」

「モスカの家は？」

「うち？　うちは……まあ、ちょっと商売をやってて、な」

「ふうん」

　エリィカが食事している間、ずっと飲んでいたビールのせいで少々口の軽くなったモスカだった。その話を、エリィカは適当に相あい槌づちを打ちながら聞いている。聞きながら、ウーメラに聞かされたモスカの撃墜記録を思い出した。そして同時に、

『ここは、他の部隊から追い出されたようなパイロットを、集めて作った部隊だから……』という言葉。

「あの、モスカは、どうしてこの部隊に、来たの？　その、何か、問題でも……だって、すごい撃墜数のエースじゃない」

「ははあ、誰だれかに聞いたんだな。おしゃべりは、ウーメラか」

「あ、ウーメラは、モスカのことは何も言ってないよ」

「わかってる。オレもウーメラの話はしない。ひとのことは、他人がとやかく言うことじゃないからな」

「そう、だね」

「……オレは……」

　ちょっと言葉を切った。

「捕まったのさ。盗みでね。マヌケな話。軍警察に捕まっちまってさ」

「盗み？」

「まあ、詳しく話す気はないよ。盗みは盗み。はは、ガキの頃ころから手癖が悪くてね。でまあ、軍に入っても、それが抜けなくて、つい、な」

「そんな、盗みなんて！」

「ああ、軽けい蔑べつしてくれていいぜ。まあ、後悔してもはじまらない。オレが、エリィカより年上なのに、曹そう長ちようっていうのも、略式裁判で降格させられたからさ。元は、少尉だったんだぜ」

「それで……でも、なんで泥棒なんて！　人のものを盗むなんて絶対……！」

「人のもの、か。そうだよな。まあ、もうやめとこう。それより、エリィカ、おまえのその……いや、言いたくなければ、いいんだけどな」

「え？　あは、バレちゃってたね。そう、うちも元は、名門軍人の家系っていうの？　ちょっとした貴族なんかよりずっといい身分、だったかなあ。でも、お母さまは、あたしが生まれるのと引き換えに亡くなっちゃったし、父は、ずっといろんな赴任地を転任して、偉くなってからも、家になんて帰ってこなくて、だから、ずっとお姉さまと……」

「ふうん……」

「でも父が失脚して、お姉さまが……戦死してからは、もう、全然ダメ。あたしも、遠縁の家に預けられちゃうし……いや、それがさあ！　すっごいイヤなオヤジと、そこのバカ息子がいてさあ！　もう、意地悪ばっか。いじめっていうの!?　よくそんなこと考え付くよね、っていうくらい、低レベルないじめでねー。はは！」

「エリィカ？」

　急に躁そう状態のように、早口で勢い込んでしゃべり出すエリィカに、モスカは戸惑ったような顔を向けた。そういえば、エリィカの顔が赤い。目も、トロンとしている。

「え！　なんだ、それ、ただの紅茶だよな。……おい！　まさか、紅茶に入れたブランデー？　でも、そんなの、耳みみ掻かき一杯くらいの、香り付け……あーっ！　エリィカ！」

「だーいじょうぶ！　いい？　あたしの話を聞きなさいってば！　あのねー、食事だって言われて、食堂に行くじゃない。あたしの席がないのよー。でね、あたしは給仕なんだって。それで、残ったものだけ、食べていいんだってー。ああ、食べさせていただきましたよ！ってばさ！　それにさ、あのデブのバカ息子、あたしの教科書とか、文房具とか、隠しやがって！　そのくせさー、あたしがお風ふ呂ろ入るの、覗のぞいてやんだぜー！　ちー！　見たいなら、見せてやるってんだ！　ほらーって！　でもさあ、こっちはまだ十三とか四歳だし、向こうは高等専門学校の十八とかだしさあ、かなわないのよー！」

「お、おい、もう、いいよ」

「バッカやろー！　これからだっつーの！　でさあー、あたし、思ったのよー。ここにいたら、もう絶対ダメになるって。ダメに決まってんじゃん。だからさあ、頼んだの……あの大嫌いな、イヤらしいオヤジに……頭を床につけてさ、航空学校に入れてくれって、パイロットになるために、航空学校に入れてください、その費用を出してくださいって……だって、本当は、うちの父の財産を、あたしが成人するまでっていうことで、あいつらが管理してたんだよ。それが建前なのに、自分のものみたいに……」

「エリィカ……」

「もちろん、ダメだって。そんなところに入れられないって。本当は、お金が惜しいからよ。あたしのお金なのに……でも、怒っても、キレても、どうにもならない。ただの子どもだから。だから、一生懸命、お願いした。ひれ伏すだけじゃなくて、どんな言葉でも、口にした。何でもします。何でも、言うとおりにしますから、お願いですって。そうしたら、あいつ、何て言ったと思う？」

　エリィカの口元が笑っていた。笑い顔の形を作っていた。しかし、顔を上げてモスカを見たその目は、笑っていなかった。いまにも溢あふれそうな涙を、いっぱいに湛たたえていた。

「もう、いいって、エリィカ！」

　モスカは立ち上がると、テーブルの向こうのエリィカに駆け寄った。その肩を、抱きしめる。

「だいたい、お母さまが死んだのだって、あたしのせいだって、生まれてからずっと言われてきて、だからあたしはずーっとお父さまに触れられたこともなくて……」

「エリィカ、もういいんだ。もう。エリィカはパイロットになったんだ。もう、立派なパイロットじゃないか」

　周りの女性兵士が、驚いたようにモスカとエリィカを見る。

「あ～～～ん、ちくしょう！　ちく……」

　テーブルに突っ伏して肩を震わせるエリィカを抱いて、モスカは辛抱強くその背中を撫なでてやった。いたわるように、エリィカを、あやすようだった。

　ガタ……。

　背後で椅い子すを引く音がした。

　エリィカと背中合わせに座っていた女性が、席を立ったのだ。

　浅黒い肌に、きわめて短く刈り込んだ銀色の髪。イリューシだった。フード付きの部屋着を着て、フードを目ま深ぶかに被かぶっていたのでわからなかった。

　イリューシはそれまで飲んでいたウオッカのグラスを厨ちゆう房ぼうに戻すと、その脚で食堂を後にした。ドアを閉める寸前、モスカとエリィカを、瞬間、見下ろした。



８



「今日は、編隊を組んで離陸。そのまま三千メートルまで上昇。宙返り、反転から急反転、それに、インメルマンターンを連続だ。これを繰り返して、最後は編隊で着陸する」

「はい！」

「はい……」

　いまひとつ歯切れの悪い返事はエリィカである。

　びっくりするくらい雲ひとつない青空。絶好の飛行日和びよりの中、飛行服に身を固めたミラージュ、ウーメラ、エリィカが滑走路にいる。ミラージュの話を聞いて、さあ離陸、というところなのだが。

「ぅ～、なんか、気持ち、悪い……」

　小声でつぶやくのはエリィカだった。

「あの、エリィカ、だいじょうぶ？」

　やはり小声で、隣のウーメラが聞いてくる。

「うん。なんとか。アタマがガンガンして、吐き気するけど、だいじょうぶ」

「だいじょうぶじゃないよお。昨日、どれくらい飲んじゃったの？」

「え、飲んでないよ。お酒なんて、飲んでない飲んでない」

　もちろん、紅茶に入れた二、三ccのブランデーで、二日酔いである。

「エリィカ候補生！」

「え！」

　ミラージュに名前を呼ばれ、エリィカは飛び上がった。

　まさか、二日酔いがばれたのでは、と青くなる。もっとも、エリィカ自身、これが二日酔いだとは思っていないのだが。

「どうした、気分でも悪いのか」

「い、いいえ！　全然、で、あります」

「空で吐かないように、気をつけるんだな。コクピットを掃除する整備兵が気の毒だ。もっとも、それだけで済めばいいが」

　ミラージュの冷ややかな表情。まるで昨晩のエリィカの行状をすべて把握しているかのようだ。

「そんなこと、しません！」

　黙って聞いていればいいものを、つい反発してしまう。ミラージュの視線を跳ね返す勢いで睨にらみ返す。

「エリィカ、もうやめないとだよ」

　ウーメラが割って入った。ウーメラを挟んで、ミラージュとエリィカが睨み合う。また平手打ちが来るか、とエリィカが身構えたところで、ミラージュはきびすを返した。

　自分の飛行機に向かって歩き始める。ふと歩みを止めると、振り返って言った。

「文句を言いたかったら、まず自分がエースになって、それから言うことだ。エースになれば、誰だれも何も言わない。自分の小隊、中隊を作って、それから大きなことを言うんだな。搭乗！」

「はい」

　ウーメラが答礼する。エリィカを見た。

「……はい！」

　ここは、従うしかない。

　エリィカはミラージュ隊の一員。上官はミラージュだ。

　一度パイロットになると決めたのだ。そのために、これまで耐えてきた。それをふいにするわけにはいかない。

　エースになること。敵を撃墜してエースパイロットになる。そして、翼に黒いストライプの敵機を撃ち落とす！

　いまのエリィカの腕では、どんな幸運があっても、それは不可能だ。訓練。訓練しかない。

　エリィカは機体に駆け寄った。

「搭乗！」

　叫ぶ。エリィカ付きの整備員、リースとマウアーがついていた。マウアーはエリィカがコクピットを登るのを助ける。

　すでにエリィカたちは、搭乗前の機体外部点検を終えていた。

　コクピットのシートに納まると、エリィカは額ひたいに上げていたゴーグルを下ろした。

「始動！」

　エンジンの点火スイッチをオンにする。スロットルの確認。同時に、機体の前に付いていたリースが、両手で思い切りプロペラを回す。

　バラ、ラッ、バララララララ……！

　エンジンが点火した。プロペラが勢いよく回転し始める。排はい気き管から黒い煙がパッ、と吐き出された。

「エースになる。エースになるんだ」

　エリィカは呪じゆ文もんのようにつぶやきながら、コクピットの中を点検した。

　目の前の計器をチェック。

　燃料計、速度計、高度計、方向計、回転計、それに姿勢儀……。これだけのメーターが整然と並んでいる。それに各種のスイッチ。レバーが加わる。

　エリィカは後ろを振り返りながらフットペダルを右、左と踏んで、方向舵の動きを見た。続いて、操そう縦じゆう桿かんを前後に動かし、昇降しようこう舵だの利ききを確かめる。また、左右に振って、補助翼がパタパタと動くのを確認した。

「○七三号機、発進する！」

　スロットルを絞る。急発進しないよう、操縦桿をいっぱいに引く。

　リースが、車輪止めを外す。機体がスルスルと動き出した。

　すでにミラージュとウーメラの機は動き出している。エリィカは慎重に機を進めてミラージュの左後方になんとかついた。

　もともと牧草地の滑走路は舗装などされていない。

　滑走路といっても、だから一本の道があるわけではなく、広場のようなだだっぴろい場所があればそこが飛行場だった。つまり、広場にてんでに飛行機が降りたり、離陸したりするのである。だから平たい土地なら、牧草地などで十分だった。

　ミラージュ機が風に向かって針路を定め、増速した。エリィカもコクピット左側に設けられたスロットルレバーを開けて、エンジンの回転を速める。右手ではしっかり操縦桿を握っていた。

　舗装路ではないので、微妙な地面の凹凸がある。機体は絶えず小さく振られるから、それを操縦桿や方向舵で修正してやらなくてはならない。これがうまくいかないと、機体は思わぬ方向へ曲がっていって、戻すことができなくなる。

「離陸！」

　ミラージュが叫ぶ声はエンジンの音で聞こえない。しかし片手を大きく振るのが見えた。

　ミラージュ機が速度を増す。エリィカも、ウーメラもスピードを上げた。

　ガタガタ、ゴトゴトと機体を突き上げる音。スピードが上がると、さらにショックは強くなる。機体に当たる風が増して、操縦桿がブルブルと震えた。

　このとき、自分の機体の動きだけを見ていては思わぬ修正のミスをして、機体がふらついたり、ヘタをすると横転することがある。進行方向、なるべく遠くに一点を見定め、それをランドマークとして向かっていくことで、針路修正するのがいい。

「あれね！」

　エリィカは牧場の外れにある高い木を目標にして、針路を修正した。スロットルをいっぱいに上げる。

　まず操そう縦じゆう桿かんを軽く倒した。これで機首が下を向こうとする。つまり尾部が持ち上がるので、水平になったところで操縦桿も水平に戻す。

　機体は、主翼の下の前輪、それに機尾の尾び橇そりの三点で地上に接している。このうち、まず尾部を持ち上げ、二個の前輪だけで滑走速度を高めていく。

　目の前のミラージュ機が、地面を離れた。それを見ているエリィカは、自分の機が下がったように感じる。ここで今度は、操縦桿を軽く引いた。昇降しようこう舵だが下がって、機首が一瞬上を向く。

　操縦桿を引きすぎると、尾橇がまた地面についてしまう。もうスピードは十分だ。翼を通り過ぎる風が揚力を発生させる。

　機体はフワッと浮かび上がった。

　瞬間、ゴトゴトと地面を走っていた無粋な振動と音が止やんだ。

　一気に機体が軽くなる。

　地上にいたときに感じた鈍重さはまったくない。重く大きなコートを脱ぎ捨て、手足をいっぱいに伸ばしたような……。

「あ」

　エリィカはこの瞬間が好きだった。

　飛行機が、地上という不自由な世界から解き放たれ、本来の空へと還かえった瞬間なのだ。

　エリィカはスウッ、と大きく息を吸い込んだ。

　エンジンオイルの匂においが混じった空気も、このときは芳かんばしい。

　コクピットで風を受けていると、それまでの気分の悪さもたちまち溶けるように消えてしまった。

「……お姉さま、空はやっぱり、いいところです。お姉さまの住まう、ヴァルハラにきっと近い……」

　しかし余韻に浸っている余裕はなかった。目の前で、ミラージュ機が急上昇していく。

「よおし！」

　操縦桿をグッと引っ張る。身体からだに引きつけた。

　機首が持ち上がった。あとは、最大スロットルの力でぐんぐん上昇していく。

　右横を見ると、ウーメラ機がいた。編隊を保ったままの滑走、離陸、そして上昇。上出来だ。

　こうしてわざわざ編隊を組んで離陸するのは、緊急離陸の訓練だった。

　多くの航空機が飛行場から次々離陸するのに、時間を節約するためである。たった六機しか戦闘機のない一一一飛行中隊では無用ともいえるが、わざと高度な編隊離陸を要求するのがミラージュの意図だともいえる。

　約三十度という急角度で、編隊は上昇を続けた。

　千五百メートル……二千メートル……二千五百メートル……。

　ついに三千メートルに達した。

　ここまで約五分。

　複葉機としては、この辺りが上昇高度の限界に近かった。

　高度が増すと空気の密度が下がるのでエンジンの出力が下がる。内燃機関のエンジンは空気と燃料の混合気に点火してピストンを動かす。空気が少なくなれば燃焼効率が下がって、それだけ馬力が落ちてしまうのだ。

　これを解消するため、空気を無理やりシリンダー内に押し込むための過給機や排はい気きタービン過給機は、原理は研究されているもののまだ開発されていない。

「どこまで上がるのよー！　うぅ～！」

　エリィカは毒づいた。

　すでにエンジンの出力は、本来の百六十馬力の半分も出ていない。ときどき、バララッ、と息をつくのは、不等間隔爆発を起こしている証拠だ。

　高度計はすでに限界の三千五百メートル付近を指している。

　エリィカは凍える手でスロットルと操そう縦じゆう桿かんを押さえ続けていた。

「寒ぅぅぅぅ」

　高い山が夏でも頂いただきに雪を乗せているように、高空へ行くほど気温は低くなる。

　だいたい、千メートルで六度程度下がる。三千五百メートルだと、二十度は低い。地上が摂氏二十度でも、三千五百メートルの空では零度を下回っているのだ。さらに、時速百二十～百三十キロのスピードが加わっている。肩の辺りまで曝さらした開放式のコクピットでは、風が容赦なく体温を奪っていく。

　このため、パイロットは革の飛行帽、ジャケットあるいはハーフコートの飛行服に、手袋が欠かせない。制服、あるいは分厚いセーターの上から飛行服を着る。飛行服の襟元にはウサギの毛のボアが付けられるようになっていた。

　首元にはシルクのマフラーを巻いた。防寒のためだが、シルクなのは理由がある。パイロットは敵機を捜すために絶えず頭をめぐらせていなければいけないため、滑らかな素材でなければ首の肌を傷つけてしまうのだ。贅ぜい沢たくではない。

　高空の空気密度の薄さは、エンジンだけでなく、パイロットも苦しめた。

　空気が薄いせいで呼吸が辛つらくなる。その状態を長く続けると、酸素不足で脳にも影響を及ぼしてしまうのだ。酸素吸入器などは装備されていなかった。

　前のミラージュ機がようやく水平飛行に移った。エリィカもホッとして操縦桿を戻す。下を見ると、地面がまるで地図のようだ。

「縮尺は、二百分の一、くらいってところかな。小さいなあ」

　わずかな霧のような雲を透かして、地上が見える。もう飛行場から、十キロは遠ざかっていた。

　あの地面の上に、人がいる。生活があって、人生がある。

　そして、この空には……何があるのだろう。

　日常の生活でないとすれば、それは……。

　エリィカのつかの間の思考を断ち切ったのは、ミラージュの合図だった。片手を大きく突き出し、クルクルと輪を描かいた後、地面を指差した。

「錐きりもみ降下、行くのね」

　思った瞬間、ミラージュ機が鋭く左バンクした。ほとんど垂直に近い鋭さだ。腹を見せて一回転。一気に百メートル以上も降下する。それから急激なスピンが始まった。一回、二回、三回……。二千メートル近く降下した。

　四回目のスピンでミラージュ機は回復した。再び上昇を始める。

「よーし、行くわよー！」

　隣のウーメラ機に合図を送った。ウーメラが手を上げる。

　エリィカがスロットルを絞る。同時に操そう縦じゆう桿かんを左に倒した。機が鋭く左にロールする。空がクルッと反転して、地面が頭の上に来る。

　二機同時に、左右にロールした。

　一回転したところで、ぶつからないよう間隔を開けながら、降下のスピードを利用して錐もみに入る。

「ええい！」

　エリィカはフットペダルを急激に踏み込んだ。方向舵がガクッと動いて機首が横を向く。しかしスピードが速いので、そのまま機体は斜めに滑って行く。このとき、操縦桿を手前までいっぱいに引いた。

　昇降しようこう舵だが働いて、機首が上を向こうとする。しかし降下のスピードが速く、スロットルは絞られているからエンジンの回転数は上がらない。

　こうなると、方向舵のせいで横滑りしている機体に主翼の自転作用が加わる。機体はグルッと弧を描いた。

　これが単なる旋回でないのは、尾部が大きくスライドしているところからもわかる。機体はまるで木の葉のようにクルクル回りながら、急速に落ちていく。

　一回、二回、三回……。

　景色がビュンビュン飛び去っていく。しかしエリィカの鋭い平衡感覚と動体視力は、決して幻惑されない。

　四回。これでミラージュの回数と並んだ。

　五回！

「いまだ！」

　旋回計を見なくても、五回の旋回がわかった。エリィカは反対側のフットペダルを蹴け飛ばし、同時に操そう縦じゆう桿かんを前方へ押しやった。

　空気の流れが一気に変わった。機体が押し戻される。半ば失速していた翼に、空気が再びまとわり付いてくる。

　揚力を得た機体が、エリィカの腕に還かえってきた。空が、ピタッと頭上に停止する。エリィカはスロットルを開け、フットバーを戻す。再び操縦桿を引いて、上昇に移った。

「うわ～、心臓ドキドキ～！」

　高度計を見てびっくりした。五百メートル。一瞬にして、三千メートル近くも下がっている。あと一回スピンをしたら、危なかった。

　すでにスピンを終えたウーメラ機が、ミラージュ機に並ぼうとしている。

「まずいまずい！」

　エリィカは増速して追いかけた。

　なんとか並びかけると、ミラージュはエリィカを振り返って左手を上げた。

「ほめられた……んじゃないよね……怒ってるぽいなあ」

　ミラージュの手は、拳こぶしの形になっていた。

　しかし再び空を指差す。

　上昇。今度は千五百メートルまで上がって水平飛行。そこから急降下して反転のサイン。

　今度は三機いっせいの急降下だ。編隊を広めにとって、三十度から四十度の急降下。

「行くぞー！」

　エリィカはスロットルを絞る。地面が視界に入った。どんどんスピードが上がる。頬ほほを過ぎる風は冷たく、強くなっていく。

　横転！　操縦桿を思い切り横に倒す。右の上翼端の補助翼が上がり、左の上翼端の補助翼が下がる。クルッ、と回転する機体。地面が頭の上になる。

「それ！」

　ミラージュ機が引き起こすのを見て、エリィカもまた操縦桿をいっぱいに引いた。スピードが落ちる。機首が上がり、機体が引っ張られる。

　水平に戻った。スロットルを再び開ける。

　エリィカの反転降下の半径は、ウーメラよりも小さかった。したがってウーメラよりも前に、ミラージュ機にグッと近づく。これが空戦だったら、ずっとエリィカのほうが有利だ。

「ははぁ！　アクロバットは得意なんだ！」

　エリィカは笑った。

　曲芸飛行はエリィカの得意科目だった。しかし、いつもやりすぎて、教官に叱しかられた。飛行機を操っていると、どんどん気持ちが高まってきて、我を忘れてしまうのだ。

　そんなとき、エリィカは飛行機と一体になっていた。

　機体の隅々まで神経が行き渡る。

　まるで自分が飛行機の機体そのものになったようだった。

　例えるなら、左右の翼端は広げた両手の指の先、機尾はまっすぐ伸ばした脚の先。プロペラスピナーの先端は、オデコの生え際だ。

　ミラージュが今度は上昇急反転を指示する。

　これも難なくこなした。

　そして、インメルマンターンだ。

　インメルマンターンは、つまりひねり上方反転だ。そのままひねり下方反転を加えることもある。ミラージュは突き出した左手で、大きく縦に円を描かいた。

「宙返り、いや、インメルマンね」

　ミラージュ機が増速する。上昇、そして百八十度ひねり。宙返りの頂点で、再び下降、再びひねりを加えて、機を戻す。

　インメルマンターンは、敵機に追尾されたときにこれをかわし、また、逆に敵の背後につくための戦法だった。

　元は、宙返りから半横転までを称したが、その後、急降下反転、半横転までを加えてインメルマンターンと呼ぶようになった。前者は敵機を振り切るために、後者は敵機の背後につくのに有効だ。

　インメルマンターンを終わって再び上昇した。

　二千メートルまで上ったとき、エリィカは左方向に光る機影を発見した。

「あれ……何だろう。あっちは、十時方向。でも味方の地域だし」

　翼を振ってミラージュとウーメラに知らせる。さらに手で合図した。

　ミラージュは青空を見つめたが、近づいてくる機影をなかなか見つけることはできなかった。

「わあ、味方の編隊だ！　あれは……フルマー中尉の、それに、モスカと、イリューシ准じゆ尉んい！」

　エリィカは機から身を乗り出し、手を振った。ようやくミラージュとウーメラも確認したようだった。翼を振る。

　フルマー機も気づいて翼を振り返した。コクピットから手を振っている。三機編隊どうしが、すれ違った。

「フルマー中尉、がんばってー！」

　遠ざかっていくフルマー機に、エリィカが振り返って叫んだ。声が届くわけはないが、何度も手を振った。

「何をやっている、あいつ」

　見ていたミラージュがため息をついた。

「曲芸飛行の腕はなかなかのものだが、実際の戦いでは……。試すしかないか」

　ミラージュはスロットルをやや絞り、エリィカ機に並びかけた。エリィカがこちらを見る。

「模も擬ぎ空戦をやる」

　手を上げ、エリィカと自分を指差し、さらに両手の指を交差させた。

　コクピットのエリィカが大きく頷うなずいた。

　ウーメラにもそれがわかったのだろう。大きく上昇していく。そこで旋回して、二機の模擬戦を見学する態勢だ。

「始める」

　ミラージュが再び手を上に向け、下へ振った。それを合図に、ミラージュとエリィカの機体は、それぞれ左と右へ大きくバンクした。

　下降し、反転する。向かい合う形になった。真正面からすれ違う。

　ゥァァアアアアアァァァン！

　音がするどく飛び過ぎていく。これがスタートだった。

　ここから先は、相手の機に照準したほうが、勝ちになる。

　訓練とはいえ機関銃も積んでいるが、もちろん撃つことはない。なので、明らかに照準をつけた、つけられたと感じる、後方からの追尾射撃の形を作ったほうが勝ちだった。

「本当の戦いは、アクロバットとは違うことを……！」

　ミラージュは、後方を振り返りながら、緩やかに上昇反転し、九十度旋回したところで水平飛行に移った。わざとゆっくりと飛ぶ。

　すぐにエリィカ機が食いついてきた。後ろに迫ってくる。

「来たか」

　ミラージュ機は、右へ左へと機体を揺らす。後ろからの照準をつけにくくするためだ。しかしエリィカは、巧みに機体を操りながら、ぴったりと付いてくる。その差はグングン縮まり、二百メートルから百メートル、そして五十メートルに近づいた。

　もう射程距離だ。あとは照準を正確につけるだけ……。

　ミラージュは後ろを振り返り、距離を確かめると、操そう縦じゆう桿かんを引いた。機体がフワッと持ち上がる。

「ここだ！」

　本来なら上昇するところだ。追尾されているこの状況なら、上昇反転が考えられる。しかしミラージュは、わざとスロットルを絞って速度を落とし、同時に叩たたきつけるようにフットバーを踏んだ。さらに操縦桿をグッと倒す。

　機体が鋭く横転した。

　しかも速度を失っているために、斜めに滑りながら旋回していく。つまり、錐きりもみ旋回の応用だった。

　エリィカのほうからは、一瞬何が起こったのかよくわからなかった。

　後方にぴったりついて、あとはさらに距離を詰めるだけ、と思っていた矢先、突然ミラージュ機が消えた。

　上昇する、と見えたから、エリィカも上昇しようとした。しかし、突然バンクしたミラージュの機体は、エリィカの視界から消えた。

「しまった！」

　後を追おうとしたが、エリィカ機はすでに上昇に入ってスロットルを開けている。いきなりの小半径旋回、錐きりもみ旋回は無理だった。

　いってみれば、エリィカはミラージュの、上昇する、と見せかけたフェイントに乗せられ、上昇態勢に移ったところを、急降下で逃げられたのだ。

「ええい、なら！」

　そのままスロットルを維持して、反転上昇。機体を水平に戻して、急降下。

　と思ったが、ミラージュ機がいない。

「え、え、どこ!?」

　辺りを見回す。上下、左右、そして左右の後方を捜すが、見当たらない。

「ということは、まさか……」

　まさか、だった。緩えん降下しつつあるエリィカ機の後方に、ミラージュ機がヌーッと上昇してきた。

「やはり上昇反転したな。予想どおりだ」

　ミラージュがかすかに笑う。

　ミラージュ機は錐もみで下降旋回したあと、上昇に移った。エリィカは上昇反転したが、スピードがついているのでその旋回半径は大きくなった。錐もみ旋回でコンパクトに旋回したミラージュに、容易に後ろにつかれてしまったのだ。

　エリィカはそのうえ、ミラージュ機を見失ってしまった。

　ミラージュはエリィカの後こう下か方ほうに占せん位いしながら、その位置を保って上昇した。後下方はパイロットにとってもっとも見づらい位置である。自機の胴体で死角になるし、真下に近ければ下翼も邪魔になる。

　死角からスルスルと近寄ったミラージュは、エリィカを窮地に追い込んだ。

「じゃあ、こっちも！」

　エリィカは一気にスロットルを絞ると、方向舵と操そう縦じゆう桿かんを過激に動かし、錐もみ旋回に移った。

　しかし完全にミラージュによまれていた。

　ミラージュはやや離れたものの、完全に追従してくる。錐もみに錐もみで付いてくるとは！　普通ならば考えられない高度なテクニックだった。

　四回、五回。

「ダメ！」

　エリィカが機首を引き起こす。もう高度は三百メートルを割っていた。その行動も、ミラージュはよんでいたように、エリィカよりも小さい半径で上昇に移って、ピタリと後方につけてみせた。

　こうなると、もうどうにも引き離せなかった。

　エリィカは必死に、上昇しながらの旋回、そして、下方旋回でミラージュの後ろにつこうとした。こうしたことはけっきょく、より小さい旋回半径で回ったほうがイニシアチブをとる。エリィカとミラージュは一歩も譲らず、何度も旋回し、上昇と下降を繰り返した。

「いいかげんに諦あきらめることだ」

　しかしミラージュのほうも、エリィカの後ろにつきながら、五十メートルより近づくことができなかった。もちろんこの位置でも絶対的に有利である。とはいえ、射撃が完かん璧ぺきに有効な距離からはやや遠い。さらに近づこうとするが、エリィカは右へ左への機動で、それをかろうじてかわす。

「ああー！　まだ付いてくる!!」

　エリィカもまた、動きを見切られて振りほどくことができない。

　審判による採点があるなら、ミラージュの勝利、となることは確実だった。それも、大量点の勝ちだ。エリィカとしては、一発ＫＯを狙ねらうしかない。

　それに、さっきからの全速力の旋回がボディーブローのように効いていた。

　旋回によるＧは、パイロットの肉体に大きな負担をもたらす。Ｇに対抗するために全身の筋力を使うのはもちろん、血液が身体からだの一方向に寄ってしまうことで、一時的な貧血を起こしてしまうのだ。

　脳の血液が下に偏ると、視界が暗くなってついには真っ暗になるブラックアウト、上に偏ると、視界が真っ赤に染まるレッドアウトと呼ばれる現象を引き起こす。どちらも、脳や眼球に対する負担が大きく、長い時間続けると重大な結果をもたらした。左右へのＧも、視界を狭めるなどの影響があった。

　脳に負担がかかると、判断力や思考能力にも影響が及ぶ。考えることがおぼつかなくなれば、結果的に、運動能力も低下することになる。

　瞬発力に加え、こうした体力、耐久力的な部分からもパイロット、特に戦闘機パイロットには大きな負担がかかる。戦闘機パイロットが、全パイロット中もっとも若いのも、こんなところに理由があった。

「ううううぅ……！」

　それでも旋回を続けるエリィカ。ここで諦めたら、完全にミラージュの勝ちになる。

「もう、いいかげんに！」

　ミラージュも付いていくが、身体は限界に近づいていく。

　空の上で、我慢比べが続いた。

　このままエリィカがミラージュをしのぎきることも不可能ではないように見えた。

　しかし、燃料という決定的な要素がある。

　訓練のため、燃料はフルタンクではない。巡航で一時間分程度が入れられているだけだ。そして、激しい機動をすれば、巡航の三倍、四倍をあっと言う間に使ってしまうことは常識だった。

　燃料計の針が残量の乏とぼしさを示している。

　残りの燃料は巡航で十分程度しかない。すぐに着陸場所を見つけなくてはならない。

「諦あきらめろ！　降りるぞ！」

　ミラージュが叫んだ。しかしエリィカ機は、最後の上昇を見せる。

「あれしかない。もう、あれしか！」

　エリィカはフルスロットルで、上昇を続ける。操そう縦じゆう桿かんを目いっぱい引いていた。上昇角度がどんどんきつくなっていく。二十度、三十度、四十度……。

　四十五度の上昇角を越えると、人間の感覚ではほとんど垂直に上っているに等しい。

「何をやるつもりだ」

　ミラージュも追いかける。五十度を越える頃ころには、もう傾斜計は見なくなった。ただ太陽に向かって、フルスロットルで上っていく。高度は四千メートル近い。

「……まさか！」

　そのまさか、を、エリィカはいまやろうとしていた。

「ここで！」

　エリィカがエンジンのスイッチを切る。

　ロロロロロ……ブロロ……ガスン、ガスン……キュルルルル。

　エンジンが止まり、プロペラが止まった。あとは、ここまでの勢いで残りを上昇するだけ。

　プロペラはいまや風を受けて回っている。そのプロペラが、しだいに遅くなり、二枚のプロペラブレードをはっきり見せて停止した。

　一瞬、空が静止する。

　と、ガクッ、と下がった。空が、遠ざかっていく。プロペラが、逆に回転し出した。下から上への風……。

　落ちているのだ。

　エンジンを切ったエリィカ機は、機首を空に向けたまま、機尾から下へ落ちている！

「うううううっ！」

　エリィカは歯を食いしばった。

　どんなに激しい機動でも、それが推進方向に向かっているものならば、Ｇがかかっていても耐えられる。身体からだがＧを予想して備えるからだ。

　しかし、失速して機尾から落ちていくのは、耐えられない感覚だった。恐怖と、不快なマイナスＧがパイロットを苛さいなむ。

「ま、まだ！」

　エリィカは叫んだ。

　そのとき、機体がクルッ、と反転した。機首が下を向く。

　飛行機の機体でいちばん重いのはエンジンだ。

　エンジンが止まり、プロペラが機体を牽けん引いんできなくなったらどうなるか。バランスが崩れ、機首にエンジンを積んだタイプでは、エンジンのある機首が下を向く。機首から落ちていく。

　まっすぐ落ちていくエリィカ機が、上昇してくるミラージュ機と空中で垂直に向かい合った。

　このとき、エリィカとミラージュの間は、人と人の距離で十メートルもなかった。お互いの顔が、表情まではっきりと見えた。

「!!」

「！」

　ミラージュは幸運にも、エリィカの意図に途中で気づいた。

　一瞬早く、回避行動をとることができた。

　素早く操そう縦じゆう桿かんを倒し、スロットルを極限まで絞る。

　間一髪、ミラージュ機はエリィカ機をかわした。そうしなければ衝突するところだった。

　ミラージュ機はロールしながら降下していく。エリィカ機に腹を見せる格好になった。

「そこ！」

　エリィカは叫ぶと、機銃発射レバーに手をかけた。グッと握る。

「！　いけない……！」

　幸い、機銃には安全装置がかかっていた。機銃弾は発射されなかった。発射されていたら、一連射でも確実にミラージュ機の底部を貫いていただろう。

「勝った……勝ったー!!」

　大声で叫ぶエリィカ。その声が空中に消えていく。



　パン！

「痛っ！　何を！」

　ミラージュの平手が、エリィカの頬ほほに弾はじけたのだ。頬を押さえて、炎のようにミラージュを睨にらむエリィカ。

　飛行場の端。

　エリィカが着陸するやいなや、先に着陸していたミラージュがツカツカと歩み寄ってきた。そして、いきなりの平手打ち。

「誰だれがあんな危ないことをしろと言った！」

「勝つためです！」

「もう少しで、空中衝突するところだった。二人とも、死ぬところだ。模も擬ぎ戦を本気で戦ってどうする！」

「本気で戦わなければ、勝てません！」

「バカ、な……！」

　ミラージュの右手が瞬間、振り上げられる。しかしエリィカは、目をつぶろうともせず、まっすぐにミラージュを見据えたまま動かなかった。

　二人の間に電撃のような緊張がみなぎる。

　それはミラージュの吐き出す息で、かろうじてかわされた。

「……もう、いい。夜までに報告書を書いて提出しろ」

　ミラージュはそれだけ言うと、きびすを返して立ち去っていった。

　赤くなった頬ほほを恥ずかしそうに隠しながら、エリィカは近寄ってきたウーメラに向き直った。

「また怒られちゃった。ウーメラもあたしのこと、バカだって思う？」

「ううん。そんなことない。でも、あんなことしたら、危ないと思う。模も擬ぎ戦で命を落としたりしたら、何にもならないよ」

「……うん。それはわかってる。でも……勝たなきゃ、意味がないのよ。勝たなきゃ、勝って、撃墜しなきゃ！」

　エリィカはそこまで言って、黙った。

「そうか。エリィカには、自分を犠牲にしてでも、倒したい相手がいるんだね」

「……」



９



　夕食も、パイロットだけ、つまり士官だけで取った。

　場を和やかにしようとしてか、フルマーがあれこれ話題を振り、主にウーメラやモスカがそれに応じる。イリューシはたまに何かを聞かれても、一言答えるだけで会話に参加しようとはしない。

　士官の食事は豪華だった。

　肉料理が必ず出る。夕食にはワインもついた。もっとも、エリィカはアルコールには手をつけないが。

　そのほかに、スープ、サラダ、パン、と、ほとんど一般家庭の食事と変わらない。

　朝や昼は簡単なものだったが、それでも卵料理やミルクが必ずついた。

　これは士官の食事であると同時に、パイロットの特別糧食が加えられているせいだった。航空機の操縦、特に戦闘機は、恐おそろしいほどの体力を必要とする。

　吹き曝さらしのコクピットで二千メートル以上の高度を飛び、激しい機動で身体からだも脳もＧに耐えなくてはならない。そのため、体力の維持は絶対の条件だった。体調不良というだけで、戦闘機の搭乗には適さないのである。風邪や腹痛でもダメなのだ。

　そのため、どこの軍でもパイロットには特別な配慮がなされるのが普通だった。

　ミラージュは、この食事の場にいなかった。

　そういえば食事のとき、いつも姿が見えない。自室に運ばせているようなのだが、ほかのパイロットたちといっしょに食事をしない理由があるのだろうか。

　エリィカは気になってフルマーに尋ねた。

「あの、ミラージュ大尉は、いっしょに食事は取らないのかな、なんて」

「言葉遣いは正確にね、エリィカ。上官に向かって話す言葉ではありませんよ」

　いつものやわらかい笑顔のまま、フルマーがやんわりと釘くぎを刺す。エリィカはあわてて言い直した。

「すいません。ミラージュ大尉は、いずこ、でありましょうや？」

　急に敬語を使おうとすると、言葉自体が怪しくなった。

「大尉は、今日から所用で、航空団本部へ行っています。何か、新しい作戦が始まるのかも……」

「新しい作戦！　じゃあ、実戦があるんですね！」

　エリィカは、思わず席を立っていた。全員の視線が集まる。

「あ……」

　赤面して着席するエリィカに、モスカが口の中にパンを頬ほお張ばりながら言う。

「作戦ったって、俺おれらの中隊に出番はねえさ。どうせはみ出しの半端もんだからな」

「モスカ」

　フルマーがたしなめる。エリィカは納得できない。

「どうしてなんですか!?　空軍は、空で戦うのが任務なのに。戦闘機隊は、敵機を撃墜するのが使命ですよね！」

　エリィカが力説すると、テーブルに重い空気が流れた。

「……そうねえ。お給料をいただいているのですし、ねえ」

　フルマーが場を執り成そうと冗談を言っても、誰だれも笑わない。

「なんで！　なぜ、出撃しようとしないんですか!?」

「ウーメラは戦うよりも……」

　エリィカに言おうとしたウーメラの言葉をさえぎる者があった。

「あなたの言うとおり。戦闘機パイロットは、敵を撃ち落とすのが仕事」

　イリューシだった。

　それだけ言うと、席を立つ。立つ前に一瞬、胸の前に手を当て、その手を素早く動かすのが見えた。見たことのない、おそらくは異教の聖なる印を結ぶしぐさだ。

　場が静まり返った。

　モスカもウーメラも、フルマーも思わず緊張した表情になった。イリューシが食堂を出て行くドアの音を待っていたように、食事が再開された。食器の触れ合う音、パンをちぎる音がなぜだかとても大きく感じる。

　エリィカも驚き、ドキドキしていた。

「イリューシ准じゆ尉んいの声……初めて聞いた」



　天候にもよるが、日常の訓練は午前中だけだった。それも、燃料の都合があるので、二時間ほど飛んでは一度給油に戻り、また飛び立つのだ。

　午後には、使用した機体を整備したり、不具合があればそれを修理する時間に当てられる。もちろん、それは整備兵の仕事で、パイロットはよほどでない限り手伝うことはない。

　午後は訓練もないので、ほかに仕事がなければ、エリィカたちは自室で過ごしたり、報告書を書いたりして過ごす。戦闘指揮所の当番だったらそれも交代でこなすが、こんな辺へん鄙ぴな基地ではただの留守番と大差なかった。

　けっきょく、町へ買い物に出たり、パイロットどうし、おしゃべりやカードゲームに興じたり、昼寝をするなどして思い思いに時間を使うしかない。

　一日たった四時間程度の訓練で仕事のすべてが済んでしまうのは、傍はた目めにはいい身分としか言いようがないかもしれない。が、あまりに激しい訓練で根を詰めすぎても、体力をいたずらに消耗するだけだし、機体も損耗する。

「これじゃ、航空学校のほうがずっと忙しかったよ」

　午前午後とも訓練と学科がぎっしり詰まった航空学校のほうが、よほど厳しかった。

　そう思いながら、昼食後の心地よさもあって、エリィカはいつのまにか午睡に落ちてしまう。

　夕方までも寝て、夕食を取り、昼間たっぷり寝たせいで、夜は目が冴さえて眠れない……かと思いきや、またもやぐっすり眠った。ひたすら健康なエリィカだった。

　そしてまた朝六時起床。七時から訓練。

　この訓練も、天候によっては行われない。

　雨、激しい風、雲の低い曇どん天てんは、訓練中止だった。雨なら飛行機は飛べない。風も強すぎると危険が伴う。曇天なら飛行は可能だが、中、低高度を使った縦の訓練ができないため、これも見合わせ、あるいは、離着陸訓練などに切り替えられることが多かった。

　ここフランボース基地へ赴任してから一週間。

　憧あこがれの戦闘機パイロットになったはずなのに、エリィカの日々は、むしろ単調に停滞しつつあった。



    

  
    
      

２章　空と地上
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「編隊を組んで、目的地まで水平飛行の訓練を行う」

　ミラージュに言い渡されたとき、エリィカは正直うんざりした。心の中で、え～！と声がした。横のウーメラの顔を思わず見る。ウーメラは微笑を崩さない。

　単に、燃料いっぱいを使って、水平飛行するだけなのだ。

　いちおう航法の訓練も兼ねて、編隊長機を持ち回りでこなす。

　編隊長の役になれば、目的地まで、地図と首っ引きで、速力、方位、それに風力や風ふう向こうを計算しながら飛ばなくてはならないから、これは忙しかった。燃料にも十分気を配らなくてはならない。二機の列機の分まで責任を背負い込んで、気も張る作業だ。

　しかし、列機のほうになってしまえば、ただ編隊長機についていくだけでいい。いちおう自分でも航法をやって確かめるのだが、やはり編隊長機役でなければおざなりになる。実戦ならともかく、訓練だと思うとなおさらだった。

　長時間、密度の高い編隊を組んで飛ぶことだけが、面倒で気の張る作業だった。わずかな気の緩みが、お互いの機体を接触させたりする事故に繋つながる。

　この日は、ウーメラが編隊長の役目になって、三角点飛行の訓練だった。

　まず一点へ、約四十分飛ぶ。次に方向を変えて四十分、さらに変えて四十分飛び、元の基地へ戻る。つまり、正三角形を描えがくように飛ぶのだ。

　飛行目標地点は、それぞれ地図上で村、川などが定めてあった。

「う～、寒～……」

　エリィカはコクピットで飛行服の前をかき合わせた。

　革の飛行服は風を通さないが、長時間じっと座っているだけではやはり寒さがこたえる。それでも前部にあるエンジンの熱がコクピット内に入ってくるので、足先などは暖かかった。ストーブに足を当てているようなかっこうだ。

「ええと、ここは……ポンメル村の辺りかな。あー、なんか起こらないかなー。眠くなってきちゃう」

　飛行地図を見ながら不謹慎な独り言。ときどきあちこち頭を動かしたりしていないと、横に並んだミラージュにチェックされ、航法をしていなかった、とあとで怒られる。それに、何かしていないと本当に眠くなってしまいそうなのだ。

「あ～あ、空中戦がしたいなあ。本物の……」

　エリィカの頭に、ミラージュとの模も擬ぎ空戦が蘇よみがえった。

　あのとき、失速反転でガンサイト内に大きくミラージュ機を捉とらえたエリィカは、無意識に機銃の発射レバーを握っていた。それほど気持ちが入り込んでいた。

　あのときの高揚感！

　自分がエンジンストップで墜つい落らくするかも……それ以前に、追いかけてきたミラージュと空中衝突するかもしれない、そんな危険も、まったくエリィカを止める理由にはならなかった。

　敵と戦いたい。敵を撃ち落としたい！

　強烈な動機がエリィカを支えていた。

「あ？」

　大きく頭をめぐらせたエリィカは、二時方向の上方にチラッと光るものを見つけた。

　キラキラ光る、というほど大きくはない。しかしエリィカは確信した。

「飛行機だ！」

　おそらくは、機体の一部分が太陽の光線に反射しているのだろう。ウーメラもミラージュも、まだ気づいていない。

　エリィカは翼を振って、合図した。手を伸ばして、方向を指示する。しかしそのほうをミラージュたちが見ても、機影を発見できない。

「何してんのよ！　あそこだよ、あそこ！」

　恐おそるべき、エリィカの視力だった。

　視力はパイロットに不可欠な資質だ。攻撃するときも、逃げるときも、敵を真っ先に発見できれば、確実に有利になる。

　その点で、エリィカは戦闘機パイロットになるべく生まれついたような者と言っても過言ではなかった。

　航空学校で、学科が落第スレスレだったことも、飛行訓練ではいつも教官の指示より過激な飛び方をして大目玉を食っていたことも、航空学校を卒業したのに、士官にもなれず、いまだ士官候補生のままでいることも、ほめられたものではない。

　しかし、決して地上部隊などへ回されなかったことは、教官がこの優れたエリィカの資質を見抜いていたとしか思えないところがあった。

「ああ、もうじれったい！」

　エリィカは独断で機首をめぐらせた。機影を追うのだ。

　この辺りの空域に敵がいる？　いや、味方かもしれない。しかし敵である確率が少しでもある、と思うと、エリィカはもう我慢できなかった。

「あいつは、また勝手なことを！」

　編隊を崩して独断行動に出たエリィカを、ミラージュが追った。ウーメラも後に続く。

「エリィカ、無茶したら、怒られるよお……」

　機影はエリィカたちの編隊と逆方向を向いていた。エリィカは百八十度近い回頭を行って機影を追う。

「フルスロットルで、追いつけるか」

　エリィカは目を凝らしながら、機影の後こう下か方ほうにつけた。

　この位置なら向こうから発見されにくい。すぐに追いつけないなら、こうして気づかれずに少しずつ接近するのがいい。

「あれは……」

　やがてミラージュたちにも機影が見え始めた。しかし、まだ機種や国籍などまでは判別できない。

　五分……十分。

　少しずつ機影との距離が近づいていく。距離はようやく千メートルくらい。機体の形がはっきり見え始める頃ころだった。

「あと少し……あと少し……！」

　エリィカは夢中で追いかける。スロットルを握る手がグローブの中で汗ばんでいた。

　ミラージュは推理をめぐらせた。

「この辺りをたった一機で飛んでいる味方機……変だね。それに向かっている方向は西、敵の前線だわ。とすると……」

「敵の、偵察機！」

　ウーメラも、ほぼ同時にミラージュの考えに思い至っていた。そして目のいいエリィカは、早くも機体の特徴から、味方機でないことを確信した。

「これが、敵！」

　夢にまで見た、憎い敵だった。それが、前上方をゆうゆうと飛んでいる。もう少しで追いついて、機銃弾を浴びせられる！

「敵だ！　ミラージュ大尉、敵です！」

　エリィカはしきりに翼を振った。

「もう敵を撃墜したつもりか……いけない。ここはもう」

　ミラージュは飛行地図を取り出して確認した。予定の飛行ルートからまったく違ったところを飛んできたせいで、敵の前線に近づきすぎている。

「このままだと、あと数分で敵の支配地域に飛び込んでしまう。だいいち、もう燃料が残り少ない」

　ミラージュは逆に翼を振り返した。手振りで、Ｕターンを指示する。

「戻るぞ！」

　しかしエリィカは信じられない、という思いでミラージュを振り返った。

「戻る!?　冗談！　もう少しで手の届くところに敵がいるのに！　戻るだなんて、あたしは絶対にイヤ！」

　スロットルを握り締めた。

「戻れ！　エリィカ！」

　ミラージュは叫ぶが、その声はもちろんエリィカに届かない。エリィカ機はどんどん敵に接近していく。

「あのバカ！」

　ミラージュは増速して追いつこうとした。が、スロットルを開けた瞬間、エンジンがひどい振動を起こした。

「！」

　ガクッ、と出力が落ちる。同時に、回転式ロータリーエンジンがその回転を止めた。どうやら取り付け基部に何らかの異常が起きたらしい。

　回転式エンジンとは、プロペラだけでなく星型エンジン自体も回転するものだ。潤滑油や、自然の空気の流れだけでは冷却しきれず、エンジンが焼きつくことが多かったため、エンジン自体を回転させて冷却する。

　このままではエンジンが止まるのは時間の問題だ。それ以前に、完全に壊れて破砕する恐おそれがあった。

「戻る！」

　ミラージュは大きくバンクして機首をめぐらせた。

「ミラージュ大尉!?　エリィカ！」

　ウーメラは逡巡しゆんじゆんしながらも、ミラージュに従うほかなかった。

　エリィカは後続の二機が離脱したのを知っても、ちっとも動揺しなかった。かまわないと思った。

「どうせ相手も一機。必ず仕留めてやる！」

　すでに、フルスロットルで二十分近く飛んでいる。エンジンの負荷も限界だった。



    

  
    
      



    

  
    
      　コクピットの先にあるエンジンが、白い煙を薄く吐いている。オーバーヒートの兆候だ。

　エリィカはスロットルを少し絞った。エンジンが故障してはどうにもならない。それに、白煙をなびかせていると敵のパイロットから気づかれる恐おそれがある。

「もう少し、もう少し……」

　すでに、敵機との距離は二百メートルを切っている。エリィカは五十メートル以下に接近して、一気に上昇。後方から機銃を浴びせて離脱しようと思った。

　そのとき、敵機が突然速度を増した。エリィカ機に気づいたのだ。

「しまった！」

　あと一歩、というところだった。エリィカも再びフルスロットルに増速する。

　ここまで追いついてしまえば、ダッシュ力で勝る戦闘機に分がある。エリィカは操縦そうじゆう桿かんを引いて上昇した。敵との距離約三十メートル。

　敵機の真後ろに出る。

「あ!?」

　エリィカの視界に、後ろを向いている敵の後部銃手の姿が飛び込んできた。エリィカと、向かい合う。

　このとき初めて気がついた。敵機は、後部に偵察員兼銃手を乗せた副座タイプの機体だったのだ。

　しかし、もう攻撃を躊ちゆう躇ちよさせるにはタイミングが遅すぎる。

　敵の顔がはっきり見えた。髭ひげが生えている。男だった。偵察員だから、女性ではなく男性兵士を乗せていたのだろう。手に抱えた機銃が、エリィカのほうを向いていた。

　一瞬一瞬が、止まった時間のコマ落としのように見える。

「なめるなー！」

　なぜか、エリィカはそう叫んだ。

　機銃発射レバーを引いた。

　……しかし、銃弾が出ない。

「え!!」

　パパパパパ！

　発射音は敵の機銃だ。エリィカは思わず身体からだをすくめた。

　ブッ、バッ……カン！

　敵の銃弾が機体に当たった音だ。

　数発が翼の羽は布ふに穴を空あけ、一発がエンジンかカウリングに当たったらしい。

「くっ！」

　思わず、操縦桿を倒した。フットペダルを踏む。バンクして下降し、逃れた。スロットルを絞る。

　機銃を確かめる。安全装置が解除されていなかった。

「あー!!　あぅ!!」

　エリィカは叫んだ。口くち惜おしさと歯がゆさと、自分への叱しつ責せきの気持ちで叫ばずにいられなかった。

　ミラージュを撃とうとしたときと同じだ。

　あのときは、ロックがかかっていたから撃たずによかったものの、そのことを一度経験していながらこのざまだ。

「バカバカバカ!!」

　自分を半殺しにしたいほどだった。

　手を伸ばし、二丁の機銃の安全レバーを解除する。初弾を送り込んだ。

「今度こそ！」

　上を見上げる。敵は一散に逃げていく。再びフルスロットル！

　やはりスピードはこっちが上だ。徐々に差が縮まる。

「また後ろに出たら、後ろの銃手に撃たれる。どうしたら……」

　向かってくる敵ならば、戦うことができる。しかしひたすら逃げる相手に対しては……。

「やってみる！」

　エリィカは操そう縦じゆう桿かんを軽く引いて、上昇を開始した。敵機の予想未来位置に向かって上昇する。これで差を詰めれば、下から撃てる。

　難しい後こう下か方ほうからの攻撃だ。しかし、敵の防御はない。

　差を詰めた。今度はいける！

　バババッ！

　最初の連射。しかし、敵は読んでいたように、パッとダイブした。エリィカよりも下へ潜る。そして反撃が来る。

「もう！」

　またエリィカはバンクして避けた。

　敵は後ろに銃手がいる。だから、後上方や、真横なら撃ってくる。つまり、エリィカよりも前下方に専位したほうが有利なのだ。

　それなら、と、エリィカは真上に上がった。

　しかしこれではエリィカからも攻撃はできない。前へ回りこんで攻撃できるほど、速度差はなかった。

　辛抱強く前に出て、それから反転するという手もないではなかったが……。

「もう燃料が、ない……！」

　ミラージュが言ったとおりになった。燃料計の針が残量〇ゼロを示す辺りで揺れている。

　しかも、敵の支配地域に入っていた。

「もう、待てない！」

　エリィカは決意した。

　高度を落とす。敵機に向かって降下した。

　敵機のパイロットは不意をつかれた。ほぼ、真上から、同速でエリィカの機が降ってくる。後部銃手も真上は撃てない。

　あわてて針路を変えようとした。スロットルを絞って降下しようとする。が、エリィカが速かった。難しい直下の敵に対して、翼を斜めに振りながらしっかりと真下を見据え、正確に降下した。

　ドス！　バキッ！

　機体が激突した。

　エリィカ機の前輪が、敵機の上翼を突き破る。桁けたが吹き飛び、木材の破片が飛び散った。

「きゃあああ！」

　そのときエリィカは、はっきり敵パイロットの声を聞いた。

　女性の、悲鳴だった。

「うおおお！」

　そしておそらくもう一人、偵察員の男性兵士の声。

　プロペラが絡んだりしなかったのは幸いだった。二機はまるで合体したように、まだ飛び続けていた。

「落ちないの！　落ちろ、落ちろ！　この！」

　エリィカはコクピットから身を乗り出すと、機体のボディーをドン、ドンと叩たたいた。

　パン！

　その側を、銃弾がかすめた。

　見ると、後部座席の男が拳けん銃じゆうをエリィカに向けている。

　機体に装備された機銃は、エリィカ機がのしかかるように塞ふさいでしまった結果、使えなくなったようだ。手元の拳銃を抜いて、撃ってくる。

　男の座席自体が、エリィカ機に半ば粉砕されてしまっているせいで、かろうじて機体の裂け目から身を乗り出している。

「この！」

　エリィカもまた、拳銃を捜した。

　敵地に不時着したときなどのために、護身用の拳銃がコクピット後部に収められている。それを引っ張り出し、相手めがけて撃った。

　グッ……。

　トリガーが引けない。

「あ、また！　あああ、もおおおおお!!」

　またも安全装置がかかったままだった。安全装置はエリィカの鬼門らしい。

　ようやく安全装置を解除して、敵を撃とうとコクピットから身を乗り出したときだった。

　ガコッ！

　大きな音とともに、両方の機体が離れた。

　いや、正確には、下になっている敵機が、落ち始めたのだ。上翼を粉砕されて揚力が減少したせいだろう。おそらくは舵かじも利きかなくなっていたのだ。

　ユラッ、と機体が揺れた。破片とともに、敵機がゆっくりと落ちていく。

「×××！　×××××！」

　男性兵士が共和国語で何か叫んでいる。しかしそれに答える女性パイロットの声はない。エリィカからは、真下で見えなかったが、衝突の衝撃で女性パイロットは重症を負っていたのかもしれない。

　いっぽう、エリィカ機は前輪とその支柱の辺りすべてを破壊され、失っていた。片方の車輪だけが残ざん骸がいのようにぶら下がっている。しかし、下翼が無傷だったのは幸いだった。

「まだ、動く……」

　プロペラはまだ回っている。エリィカ機は逆に上昇していた。

　エリィカは下を見た。

　どんどん小さくなっていく敵機。しかも反対側へ流されている。エンジンはまだ動いているし、怪け我がをしながらもパイロットが必死に操っているのかもしれない。エリィカの、帝国側の支配地域のほうへ向かっていた。

「やった！　このままいってくれれば……！」

　エリィカは注意深く、機体を降下させた。敵機を追う。

　敵機は時速百キロくらいの低速で、どんどん降下していた。滑空するように、高度が落ちていく。高度はもう五百メートルを切っていた。

「このままいけば、あの森の向こうの平地へ、降りられるかも。あ！　いけない、あたしの脚！」

　そう。エリィカ機は前輪を失っている。このままでは胴体着陸しかない。

　ギコッ！

　運がいいのか悪いのか、残った片側の車輪の残骸も、剥はがれて落ちていった。

　ともかく、エリィカは敵機に並びかけようとした。うまく誘導して基地へ戻ることができれば、敵機を強制着陸させて、パイロットたちを捕虜にできる。そうなれば、エリィカは一躍英雄だった。

「そうよ、そうよね!!」

　ミラージュや、フルマーや、ほかのパイロットたち、基地作業員たち全員の目の前で、敵機を伴って凱がい旋せんし、見事、敵の兵士を捕虜にする。これ以上の栄誉はほかにない。

　敵機にはもう抵抗する力はない。エリィカはいつでも敵を撃墜できる。敵の背後上方にぴったりついて、威嚇しながら誘導すればいい。

　エリィカが機体を敵機に近づけよう、としたそのときだった。

　ガン！

　決して大きな音ではなかった。しかし、致命的な音。

　おそらくは、残った主翼の構造材が折れる音だったのだろう。

　敵機は、かろうじて残っていた上翼の一部が吹き飛び、唯一健在だった下翼が剥がれた。同時に、機体も中央付近から折れた。

　まるで、折り紙がクシャッ、と潰つぶれるようだった。

　敵機は空を飛ぶものから、突然、薄っぺらい鋼板や木材の断片や、ボロ雑ぞう巾きんのような羽は布ふの残ざん骸がいになって、空から落ちていった。飛べないものは空にいる資格を失って、地上へ叩たたきつけられる。

「ああ!?」

　エリィカの目の前で、敵機が墜つい落らくした。それまでよろよろとでも飛んでいたものが、あんなふうに一瞬で、石のように落ちるなど、信じられなかった。

　敵機は森の中へ、落ちた。爆発もなかった。まるで森の中に飲み込まれたように、何も見えなくなった。

　そして空には、エリィカしかいなくなった。

「ウソだ……そんな……！」

　あの機体には、まだ二人が乗っていた。パイロットは怪け我がをしながらも必死で機体を操っていたに違いない。でなければ、損傷した機体があんなふうに飛べるわけはない。

「あの人たち……」

　彼らは……彼女は、助かっただろうか。勇敢にエリィカに拳けん銃じゆうを撃ってきた、偵察員の男のほうは？

　エリィカは高度計を見た。五百メートルをわずかに切っている。こんな高度から落ちて、パラシュートも開かなかった。機体から飛び出すこともできなかっただろう。

「無理、だよね」

　エリィカはつぶやいた。

　二人は死んだのだ。死んだ……殺した。エリィカが殺したのか。

「あたしは、敵を撃墜しようとして、それで体当たりして……でも、彼らはまだ飛んでた。だから、誘導して着陸させようとしたのに……、なんで、どうして！　どうして、死ぬのよ！　どうして、勝手に!!」

　振り返りながら、叫んでいた。

　しかし、エリィカ機も燃料が切れかかっていた。これ以上現場に留とどまることはできない。それに損傷している以上、いつ、敵機のように、突然墜落するとも限らないのだ。

「帰らなきゃ……基地に……帰らなきゃ……」

　うわ言のように繰り返しながら、エリィカは機首を、基地の方角と思おぼしき方角へ向けた。しかし夢中で敵を追ってきたこと、さらに空中戦で航法を失い、おおまかな方向しかわからない。

　加えて、燃料はほぼカラになっていた。

　ブロロ……パラッ、パ……。

　エンジンの燃焼にバラつきが出始める。

　エリィカは機体を右に左に揺すった。燃料タンクにわずかに残ったガソリンでも、送油管に導き、エンジンへ送ろうとした。

　しかし、五分も飛んだところで、ついにエンジンは停止してしまった。

「あー、もう！」

　あとは、何度点火イグニツシヨンスイッチを入れなおしても、もうエンジンは動かなかった。プロペラは向かってくる空気で回っている。

　もう基地へ戻ることは不可能だった。

　エリィカは滑空しながら、降りる場所を探した。森を抜けたところに、道路があった。

「ここに降りるしか！」

　もうエンジンは止まっている。失敗しても再アプローチは許されなかった。慎重に、操そう縦じゆう桿かんとフットペダルを操る。

　見る見る、地面が迫ってきた。

「ここで……着地！」

　ギリギリまで、失速寸前まで我慢して、操縦桿をグッと引いた。失速。機体が地面に触れる。

　と、思ったら、触れなかった。

　前輪がないのを、エリィカは忘れていた。あ、と思った次の瞬間、ドン！と落ちた。前輪の高さの分だけ、普段より高いところから落ちたのだ。

「うううーっ！」

　エリィカは閉じたくなる目を必死で開け、前を見た。機体はドン、ドン、と二回弾んだあと、腹をこすって滑った。足元の床が剥はがれて、地面が見えた。エリィカは思わず足をフットペダルから離した。

　しかし、機体はそれ以上暴れることもなく、停止した。

　今度こそ本当の静寂。

　エンジンから出たわずかな白い煙が、目の前を上っていった。

　エリィカは、ハーネスを外すと、コクピットから這はい出た。ゴーグルを外し、飛行帽を脱ぐ。空を仰いだ。

「また墜つい落らくかあ……」
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　フランボース基地へエリィカが辿たどり着いたとき、すでに時刻は夕方になっていた。

「あ、おじさん、ここでいいよ。サンキュー、ありがとー、メルシー、グラッチェ、ダンケ・シェーン！」

　人のよさそうな農夫が運転する古めかしいトラクターの荷台から飛び降りたエリィカは、驚く基地作業員たちに手を振りながら、戦闘指揮所へ走っていった。

　エリィカが不時着した地点から、この基地まで、直線距離でおよそ五十キロ離れていた。ノロノロ走るトラクターをようやく捕まえて乗せてもらい、途中、農夫の仕事に合わせて寄り道していたら、こんな時間になってしまったのだ。

　バン！

　ドアを開けて、戦闘指揮所に飛び込んだ。

「エリィカ士官候補生、敵機一機を撃墜しました！」

　大声で、晴れ晴れと報告する。

　が、一瞬の沈黙のあと、返ってきたのは、轟ごう々ごうたる非難の嵐あらし、それに叱しつ責せきだった。

「いままでどこに行っていた！」

　ミラージュは、これまでにもない口調でエリィカに詰め寄った。右手をふりかぶる。しかし、それを予期していたエリィカは、平手打ちより先に身を翻した。

「何のつもりだ！」

　そのミラージュを止めながら、ウーメラはそれでもエリィカに抗議した。

「そうだよ。みんなすごく心配していたんだよ。一人で敵を追ってくなんて」

「あー、心配かけちゃったみたいで、すいません。てゆーか、ごめんなさい。でも、あはは、ほら、ね！　全然大丈夫だし、それに、しっかり敵機を撃墜しました！　あたしの撃墜、確認が入ってませんか。陸軍から」

　エリィカの問いに、しかしほかに指揮所にいたフルマーとモスカが首を振った。

「ええ!?　おかしいなあ。そんなの、変ですよ。あたし、本当に撃墜しましたから。敵機が森へ落ちるのを、確かに見ました」

「そんなことより、自分の機はどうした」

　ミラージュの問いに、エリィカはグッと詰まった。

「それ、は……燃料切れで、ちょっと、前輪も壊れちゃって、それで、不時着、しました……そうだ。あたしの飛行機も回収してもらわないと」

　パン！

　エリィカの言葉をさえぎったのは、頬ほほに弾はじけた平手打ちの乾いた音だった。

　しかし、驚いたのはエリィカよりも、ミラージュだったかもしれない。

　エリィカを叩たたいたのは、フルマーだったからである。

「フルマー、中尉……？」

　周りのパイロットたちが目をしばたかせる前で、フルマーが声を荒あららげた。

「あなたは！　なんていう人なんですか！　勝手なことをして、みんながどれほど心配したか、わかっているの!?」

「そ、それは謝ります、けど、あ、飛行機を壊しちゃったことも、謝ります。でも、敵を撃墜してきたんです！　あたしは、敵を一機、撃墜しました。あたしの機体に撃墜マークを描かけるんです。あたしは、敵をやっつけて……！」

「敵を撃墜しろなんて、誰だれが言ったのですか！　あなたは、まだ慣熟訓練の最中のはずです。敵を追いかけて、撃墜するなんて、命令されてもいないことをやって、そのうえ自分を危険に曝さらすなんて！」

「なぜ！　なぜですか！　なぜいけないんですか。戦争で、敵を撃墜して、どこがいけないの!?　あたしは、敵を一機でも多く撃墜するために、パイロットになったんだ！　それが戦闘機パイロットの使命だから！」

　エリィカも言い返す。しかしフルマーは、無言で首を振った。

「戦闘機パイロットは……帝国空軍の戦闘機パイロットは、人殺しではありません。パイロットは、命令に従って、作戦を完遂すること、それが使命です。命令を勝手に無視して、敵の命を奪うなんて、強盗以下の、人殺しよ」

「ひとごろ、し……？」

　エリィカは爆発した。

「じゃあ！　殺された者はどうなるんですか！　敵に殺された者は！　命令を守ったって、空の騎士道だとかきれいごとを言って、殺された者が帰ってくるの!?　敵を一人でも殺さなければ、味方がそれだけ殺されるんだ！　そうでしょう！」

　指揮所の中が静まり返った。

　フルマーのあとを引き取るように、ミラージュが静かに言った。

「……エリィカ、おまえは、当分の間飛行禁止だ」

「飛行禁止……そんな！」

　リリリリリリ！

　そのとき、指揮所の中の電話が鳴った。ウーメラが受話器をとる。

「……はい。ええ。わかりました。はい。ありがとうございます。ご苦労様でした」

　ウーメラは受話器を置くと、エリィカとミラージュのほうに向き直った。

「陸軍部隊からでした。やっぱり、今日の午後に、墜つい落らくした敵機はない、って……」

「ウソだ！」

　エリィカが叫んだ。

「あたしは、絶対に見た！　森の中へ墜落するところを！　絶対に、撃墜したんだ！　あたしが！」

「撃墜の確定に地上部隊の確認は不可欠だ。おまえの撃墜は未確認。スコアにはならない」

　撃墜戦果を確定するためには、僚機のパイロットの証言、地上部隊の証言、それに撃墜した機体の残ざん骸がいの一部が必要だった。最低でも、このうち二つが得られないと、撃墜とは認められない。

「そんなわけない！　そんな……！」

　エリィカは呆ぼう然ぜんとして言葉を失った。

　がっくりと肩が落ちる。背中が震えていた。

　その肩に、ウーメラが触れようとした。しかしエリィカは立ち上がると、猛然と指揮所を飛び出した。

「あ、エリィカ！」

「仕方ないですね。やりたいように、一度させてみるしか……。いずれは誰だれもが、わかることですから」

　フルマーがポツリとつぶやいた。



　指揮所から走り出たエリィカは、目に付いた整備兵に走り寄ると、勢い込んで尋ねた。

「自動車はどこ!?　部隊の自動車は！」

「納屋の、中ですけれど……」

「ありがとう！」

「あの！　でも許可がないと、あぁ……」

　整備兵の少女の言葉を最後まで聞かずに、エリィカは納屋へ走っていく。

　納屋とは、もともとの牧場から納屋として使われていた建物で、今は部隊の連絡用自動車などのガレージ、それに物置として使われていた。

「あった！　これで！」

　エリィカは置いてあったトラックの運転席によじ登った。

　シートに座り、ドアを閉める。小さなドアは座ったエリィカの肩の下辺りまでしかなく、側面の窓はなかった。

「撃墜した敵の機体の一部を持って来てやる！　それならミラージュ大尉も、フルマー中尉だって、納得するはず……させるんだから！」

　エリィカは勢い込んでハンドルを握った。アクセルペダルを押し込む。

「エンジンのスタートボタンは……エンジンの……あれ？」

　エリィカは運転席を見回して気づいた。

「あたし、自動車って運転したことなかった……」

　飛行機は操縦できても、自動車は運転したことがない。どうりで、運転しようにも違和感があるはずである。

「大丈夫！　飛行機だって操縦できるんだもの、自動車なんて、おもちゃみたいなもの！　できるできる！　そうだ。自動車は墜つい落らくしないんだ。安全安全！」

　エリィカは言いながら、自動車の運転を思い出そうとした。他人が運転している姿なら、横でいつも見ている。その通りにすればいい。

「エンジンのスタートは……そうか、クランク棒でエンジンを、動かすんだっけ、ええと、ミクスチャーを入れて、スタートのための……」

　ここで、重大なことに気がついた。

「あ―――！　キーがない！　キーがないよおおお！」

　ドン、ドン！とコンソールを叩たたく。

　キーがなければ、自動車は動かない。キーは、戦闘指揮所にあった。

「がー！　自動車、終了！」

　エリィカはトラックから飛び降りた。

　納屋を物色する。壁際に立てかけられているものを見つけた。

「これだ！」



　すぐに、納屋から猛然と自転車で飛び出してくるエリィカの姿があった。

「どいてどいて！　危ないわよ！」

　懸命にペダルを漕こぐ。エリィカの自転車は基地の中を走り抜けた。

　表の一本道へ出る。

「とにかく、あの飛行機の墜つい落らくしたところへ行かないと」

　ガッシャガッシャガッシャガッシャ……。

　十分も走ると、前方に、エリィカを連れて来てくれた農夫のトラクターを見つけた。

「さっきの……しめた！」

　エリィカは走り寄る。

「おじさん！　おじさんてば！　さっきはありがとう。部隊からお礼、もらってくれた？　ね、あたしを拾ってくれたところって、どっちのほう？　そうだ！　もう一回さあ、そこまで、乗せて行ってくれない？　自転車、後ろに積んでいい？」

　驚いて、農夫が目をパチパチさせていると、背後から別のエンジン音が近づいてきた。

「あれ？」

　土煙とともに、トラクターの側に止まったのは、サイドカー付きのオートバイだった。

　そして、こちらを振り返る、オートバイに跨またがった運転者の顔に、エリィカは驚かされた。

「イリューシ、准じゆ尉んい……」

　オートバイを運転していたのは、イリューシだったのだ。

「地図も持たないで、どうやって捜すつもり。それに、そんな自転車では、すぐに日が暮れてしまう」

　イリューシはゴーグルを上げてエリィカを見ている。エリィカは目をしばたかせた。

　これまでまともに話したこともない、そのイリューシがなぜ？

　イリューシはオートバイを止めたまま、動かない。そしてオートバイの傍らのサイドカーは、エリィカを招いている。

「そう……そうだよね！　うん！」

　エリィカは自転車を放り出すと、サイドカーに飛び乗った。

「おじさん、ごめん！　この自転車、基地にもう一度返しておいて！　お願いね！」

　再び、目をパチパチする農夫を後しり目めに、エリィカを乗せたサイドカーは土煙を立てて発進していった。
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「この辺り、だと思うんですけど……」

　勢い込んで出てきたエリィカだったが、実際の機体捜索は困難を極めた。

　だいいち、エリィカが正確な墜つい落らく場所をおぼえていない。

　遮二無二追跡し、戦闘し、さらには空中でぶつかって一時は方位もわからず流された。けっきょく敵機は墜落したが、エリィカもその後不時着したので、ますます彼ひ我がの場所の特定が難しくなってしまったのだ。

　エリィカとイリューシは、オートバイから降りて、森の中を歩き続けていた。

　もう日が暮れてきている。わずかに残った太陽の光も森の中にはほとんど届かない。イリューシが持ってきた懐中電灯の光を頼りに、歩き回るしかなかった。

「このへん……だと思うんだけどなあ……」

　正直、エリィカにも確信などなかった。

　上空から見た森も、地上からではまるで印象が違う。

　飛行機ならばわずか数分の距離が、二本の足で歩くと数十分、一時間とかかってしまう。さらに地上では、歩く場所に高低差があったり、小川があったり、ぬかるみや草地、柵さくや突然のくぼ地と、障害に満ちている。空に比べて、いかに不自由か、と痛感する。

　不思議なのはイリューシだった。

　ほとんど口も利きかず、ただエリィカと行動を共にするだけ。懐中電灯を照らし、もくもくと歩き続ける。

「あ、雨……降ってきましたね」

「……」

　そこから先は、ただひたすら歩くだけだった。

「森の中を歩いて捜すなんて、無理……なのかな」

「でも、方法はこれしかない」

「そうですね。せめて、燃えたりしていれば、もう少し……」

　捜しやすいのに、そう考えている自分に気づいて、エリィカはハッとした。

「ダメだ。何考えてんだ、あたし……」

　雨に濡ぬれ、すっかり暗くなって気温も下がってきた。歩き続けた疲れが、急にのしかかってくるようだった。

「あの、今さら、なんですけど、イリューシ准じゆ尉んいは、なぜあたしにつきあって……手伝ってくれているんですか？」

　エリィカは、ようやく疑問に思っていたことを口に出すことができた。だがイリューシの答えは、

「……さぁ」

　と一言。

「あ、あの……」

「気にしないで。私は私のしたいことをしているだけだから」

　意外に高い、鈴のように細い声だった。エリィカがそっとうかがう横顔は、肌こそ褐色に色づいているが、彫りの深い眼がん窩かや尖とがった鼻びり梁ようが美しい。

「……撃墜、したんでしょう」

「え？　あ、はい」

　いつのまにかイリューシに言われて、エリィカはあわてて返事をした。

「私は、撃墜した機体を確認するだけ。戦闘機パイロットは敵を撃墜すればいい。それだけ……」

「あ、はあ……」

　唯一、会話と言えるものが途切れると、二人ともまた無口になっていた。

　さらに十分ほども歩いたところで、イリューシが立ち止まった。地図とコンパスを取り出し、懐中電灯で照らす。



    

  
    
      



    

  
    
      「前線に近づきすぎてる。これ以上行くと、敵の支配地域に入ることになる」

「もうちょっと。もうちょっとだけ！　イリューシ准じゆ尉んいは戻ってくれても……あたしだけでも、もう少し先まで……！」

　そのときだった。森の向こうから、声がした。続いて、ザッ、ザッ、と下生えをかき分ける音。数人が歩いてくるふうだ。

「……！」

　エリィカとイリューシは顔を見合わせた。急いで懐中電灯を消す。

　エリィカは武器を持っていない。拳けん銃じゆうを支給されているが、考えずに飛び出してきたので、いまは丸腰だった。イリューシは腰にホルスターを吊つるしていたが、それで撃ち合いなどできるわけがない。

「どうしよう、イリューシ准じゆ尉んい……」

「……逃げるしかないと思う」

「そ、そうですよね。でも、もう少し……！　空からみた地形に、なんとなく似ているような気がして……」

　エリィカは話しているうちに誤って枯れ木の一つを踏み折ってしまった。

　パキッ、と乾いた音が静まった森の中にやけに響いた。

「××××！」

　突然、声が飛んできた。共和国語だった。エリィカが落とした機に乗っていた、あの男がしゃべっていたのと同じ言葉。

「気づかれた。隠れて！」

　イリューシは、エリィカを押し倒すように地面に伏せさせた。その上に覆いかぶさる。

「……ぅー」

　エリィカはイリューシの下で、うめいた。

「イリューシ准……」

「黙って」

　イリューシの言葉と同時に、身体からだの上を強い光がなめた。大型の懐中電灯だ。

　言葉といい、明らかに敵の兵士か住民だろう。二人か、三人か。

　それから長い間、じっとしていた。

　敵が行ってしまうまで、動けない。

　雨はその間も降り続け、エリィカとイリューシの身体を濡ぬらした。雨で、湿った草の蒼あおが漏れ出して、つっぷした鼻先に匂におってくる。地面がぬかるんで、エリィカの手や頬ほほを汚した。

　五分が過ぎ、十分が過ぎたろうか。腕時計を見ることもできない。もっと、長い時間が経たったように思えた。

　ただ、イリューシの身体の重さと、わずかに伝わってくる体温だけが、まるで生きている証あかしのようだった。

「もう行ったみたい。私たちも行こう」

「あ……う、はい」

　ようやく、濡れた地面から離れることができた。それがうれしいはずなのに、イリューシと離れるのが、エリィカはなんとなく寂しく感じた。

「あの、イリューシ准尉」

「なに」

「……さっきの人たち、もしかしたら、あたしたちみたいに、敵の、つまり自分たちの飛行機の残ざん骸がいを捜していたのじゃないですか？　だったら、やっぱりこの近くに」

「どちらにしろ、もう暗くて、捜すのは無理。また明日以降にでも……」

　そこまで言ったときだった。

「××！」

　今度こそ、はっきりと聞こえた。光が、こっちへ向かってくる。

「わ、まずい！」

「こっちへ！」

　エリィカとイリューシは走り出した。

　もう音がすることをかまってはいられない。下草を蹴けり飛ばし、懸命に走る。

　明かりがつけられないので、どうしても全速力が出せない。それがまた焦りを呼ぶ。背中に冷たい汗が流れた。

　パン、パン！

　時折、破裂するような音がする。小銃の音だ。やはり敵の兵士だったのだ。

　泥に足をとられ、露出している木の根につまずいた。転んでも、それを痛がっている暇はなかった。エリィカが転ぶと、イリューシが手を引いて起こした。いつのまにか、二人で手を繋つなぎ合って、走っていた。

　それから暗くら闇やみの中をどれだけ走ったろうか。

　気がつくと森の外れに出ていた。それでもまだ草原が広がっている。膝ひざまである雑草をかきわけ、小さな丘を登り越した。

　そこで膝がくじけた。

「わあ！」

　足がもつれて転び、そのままエリィカとイリューシは転がりながら丘を下った。

「あ、あ、あああああーぅぅぅぅぅー……！」

　ようやく止まったときには、走り続けの疲れもあって、二人とも草地に投げ出されたまま動けなかった。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……」

　いつのまにか雨は止やんでいた。

　エリィカは仰向けになって動かなかった。息をするたび胸が上下した。しだいに呼吸は治まっていく。

「……い、イリューシ、准じゆ尉んい」

「ここ」

　少し離れたところから声がした。イリューシもさすがに疲れて動けなかったらしい。

「もう、大丈夫でしょうか」

「たぶん。もう。この辺りは、帝国軍の前線の内側だと思うから」

「そっか……」

　助かった、と思うと安あん堵ど感が身体からだを包んだ。しかし、不思議にうれしさは感じなかった。雨は止やんでいたが、空は塗りつぶしたように星も見えない。

　顔も身体も、汗と泥、それに雨で汚れていた。制服のズボンはところどころ切れ、手や顔にも細かい傷ができて、血が滲にじんでいた。

「ふう」

　エリィカは起き上がった。雨を含んだ前髪から水が滴したたって、顔にこぼれた。

「帰りましょう、か……」

「それがいいと思う」

　イリューシも起き上がった。

　二人は顔を見合わせることもなく、少し離れて歩き出した。

　どっちがオートバイを置いてきた方向なのかもよくわからない。辺りに街灯などというしゃれた設備があるわけもなく、雨空で星も見えなければ、ほとんど自分の足もよく見えない闇やみなのだ。

　足を引きずるように少し歩いた頃ころ、突然、雲が晴れて月が出た。

　満月に近い、月齢の大きな月だった。とたんに、周りの風景が輪郭を伴って浮かび上がってきた。

　イリューシが先に気づいた。

「あれ」

「え、オートバイ、あったんで……あ」

　エリィカはイリューシの指差す先を見て、立ち尽くした。ややあって、気を取り戻したように、駆け寄った。

　飛行機だった。

　エリィカの、不時着した戦闘機。アルバトロスＤⅢ。

　道路に降りたままにしておいたのを、おそらく、あとから通りかかった自動車の者か誰だれかが、動かしたのだろう。道の端に、寄せられていた。

「あたしの、飛行機……」

　エリィカは機体の羽は布ふに触れた。

　敵機の後部機銃に撃たれたときの、穴がいくつか開いていた。

　下翼と胴体は、胴体着陸の衝撃でゆがみ、穴が開いている。張線はたわみ、一部は切れていた。

「こんなに、なっちゃった……」

　エリィカは誰に言うとでもなくつぶやいて、機体を撫なで回した。

　長い間雨に打たれていた機体の羽布は、水を含んでじっとりと湿っている。垂直尾翼の下からは、ポツポツと雫しずくが滴っていた。

「あたし、何やってるんだろう、あたし……」

　エリィカは機体の胴体を抱くように、ぴったりと寄り添った。

　いつのまにか涙がこぼれていた。

「飛行機に乗れれば……戦闘機パイロットになれば、お姉さまのようになれると思ったのに……お姉さまのような、立派な、女性に……みんなに愛されて、尊敬されて、慕われて、そんな人に、なりたかったのに……」

「……」

「あたしは、一人で、何をしてるの……あたしは、誰だれの役にも立たない、誰にも、好かれない、誰も、あたしを……ぅぅ」

　エリィカは目を固くつぶり、歯を食い締めて、息を殺すように、泣いた。それでも声が漏れて、グローブで口を覆った。

「ぅぅ……く、ぅぅ……」

　肩を震わせて泣くエリィカを、イリューシは静かに背後で見つめていた。
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　エリィカとイリューシがそれからオートバイを見つけて、ようやく基地へ帰り着いたのは、もう深夜の十二時を回った頃ころだった。

　イリューシとは基地の前で別れた。エリィカはイリューシにこれ以上迷惑をかけられないと思ったからだ。

　別れ際にイリューシはオートバイのシートから腰を上げて言った。

「あなたが敵を落としたのか、私にはどうでもよかった。ただ……」

「……」

「いまは、撃墜したと思っている」

　イリューシの言葉に、エリィカは顔を伏せて小さく頷うなずくことしかできなかった。

　戦闘指揮所にはエリィカとイリューシ以外の、パイロット全員が集まっていた。エリィカの帰りを待っていたのである。

　ようやくエリィカが戻ると、驚きが全員を包んだ。

「エリ……！」

「エリィカ!?」

「無事だったのか、おい！」

　モスカが駆け寄った。しかし、エリィカの泥だらけでぐしょ濡ぬれ、ところどころ傷も負ったその姿に、立ち尽くした。

「……エリィカ士官候補生。撃墜確認に出向きましたが、撃墜機は……確認できません、でした……」

　それだけ言うと、エリィカは寒さに震える指で敬礼し、きびすを返した。

「待って。お待ちなさい、エリィカ。その怪け我がは、どうしたの？　どこまで、行ったのですか？」

　フルマーが問いただす。

「前線近くまで、行きました。そこで敵兵とおぼしき数人に、遭遇して……。あたしの機体は、発見しました。明日、引き取りに行きます」

「おい、敵と撃ちあったのか！」

「いえ、逃げるのが精一杯でした。ただ、逃げてきた、だけです」

　エリィカはそう言ってうなだれた。

「そうか……ま、いいじゃねえか。こうして戻ってこれたんだ。敵の飛行機なんざいくらでもいるんだからな。そのうち、誰だれもが認める立派な撃墜てのだって、できるって。まあ、それまでゆっくり練習でもするんだな。軍隊ってのは、仕事がなくたって、メシを食わせてくれる。給料だってくれるんだ。いいとこだぜ」

　モスカは、エリィカを慰めようとして軽口を叩たたいた。が、それがエリィカの気持ちに刺さった。

「モスカは……」

「ん？」

「モスカは、軍隊を、そういうところだと思っているからいいでしょうけど！　あたしは、違うんです！　あたしは、敵を撃墜して、お姉さまの……!!　あなたみたいな、泥棒とは違うんだ！」

　エリィカの叫びが、戦闘指揮所を凍りつかせた。

「あたしは……！」

　唇が、震える。それ以上何も言えず、肩をめぐらせると、エリィカは指揮所を飛び出していった。

「エリィカ！　……嫌われちゃったみたい、だな」

　モスカは、フルマーたちを振り返って、手を広げた。弱々しい笑いが、浮かんでいた。



　戦闘指揮所を飛び出したエリィカは、木立の前まで来て、歩みを止めた。がっくりと膝ひざをつく。

　もう終わりだ。

　そう思うと身体からだから力が抜けて立ち上がることもできない。命令に反して敵を撃墜し、そのうえ勝手に確認に赴いて、成果もなく戻ってきたのだ。

「あたし……お姉さまに……」

「エリィカ」

　背後から声がした。エリィカが振り返る。

　戦闘指揮所から出てきたのは、フルマーでもミラージュでも、モスカでもない。ウーメラだった。

「エリィカ、ひどいよ。あんなこと、モスカ曹そう長ちように」

　ウーメラに言われて、エリィカはつい先ほどの激しい感情が戻ってきた。

「だって！　あの人は、空軍をバカにしてるもの！　気楽にやればいいだなんて。あたしは、お金がほしくてパイロットになったわけじゃない！　そのうえ、盗みまでして、降格になったなんて、戦闘機パイロットを何だと思ってるの！　あんな人、いなくていい！　パイロットの恥だ！　あたしの前から消えて欲しいよ！」

「エリィカ、全然わかってないよ。モスカ曹そう長ちようは、そんな人じゃない」

「なによ」

「モスカ曹長がね、いつもかまっている二人の子どもを知ってるでしょ？」

「ああ、あのかわいくない……どうせ、子どものスリか何かじゃない。モスカに物をもらいに来るなんて」

「エリィカ！」

　ウーメラは声を荒あららげた。しかしすぐに、気を静めて言った。

「あの子どもたちね。ここの家の子だよ」

「え？」

「ここ」

　ウーメラが指差したのは、フランボース基地。フランボース基地と呼ばれる、元牧場の家だった。

「ここ、って……」

　エリィカが振り返った。声が震えている。

「そう。この家の子。もともと牧場だったこの家を、牧草地が飛行場に使えていいからって、軍が、徴発したの。徴発って、わかるよね」

「それって、まさか……」

「ひとの家に勝手にやってきて、自分たち軍隊が使うから、出て行けって。家の人を追い出したの。物置にしている納屋も、飛行機の駐機場も。私たちが宿舎にしている家、あれがあの子たちの家」

「そんな！　でも、ちゃんと代わりの家を……」

「あげるわけないよ。帝国の国民ならともかく、あの人たちは、敵の、共和国の人たち、ここはもともと共和国の土地だもの。ただ、追い出しただけ」

　被占領地の住民は、こうしてときに、徴発という名目で強制的な協力を余儀なくされた。協力とは名ばかりの、強制である。ときに代価が支払われる場合もあったが、それはごくまれだった。

「じゃあ、あの子たちは、いま、どうしてるの？　どうやって……」

「モスカ曹長の話では、近くの、両親の知り合いの家に、引き取られているらしいけど」

「両親は」

「いっしょに住む余裕はないらしくて、街で、二人とも別々に働いてるんだって。ときどきしか、こっちへは帰って来れないみたい」

「そんな……」

　エリィカは声を落とした。

　顔を上げられなかった。モスカを非難した自分が、とても醜く、ちっぽけに思えて、それがまたエリィカを打ちのめした。

　モスカがときおり子どもたちに食べ物や菓子を与えていたのは、そういう理由があったからなのだ。そんなことも知らずに、エリィカはモスカを、泥棒呼ばわりした。子どもたちを、スリのようだと決めつけた。

「ひどい……あたしって、最低だ」

　エリィカは子どもたちを想おもった。

　知り合いの家に預けられているという子どもたち。

　それはどんな気持ちなのだろう。居心地がいいわけはない。疎まれ、邪魔にされているからこそ、彼らはときどき、モスカのところへ来るのではないのか。

　家に居場所がなくて、自分の家じゃなくて、バカにされて、いじめられて……。

　それはかつてのエリィカといっしょではないのか。

　軍が、彼らの生活を破壊した。両親と子どもたちを、離れ離れにして、子どもたちも親も、苦しめて……。

　そんな非道を躊躇ためらいもなく行うのが、エリィカの、光栄ある空軍だった！

「モスカが、軍の物資を横領して捕まったのだってそうだよ。ナムソスの街を空軍が爆撃して、多くの人が死んだり、家を失って、苦しんでた。食べるものもなくて、それで死ぬ人も出た。モスカは、軍の補給所から、トラックにいっぱい食料を積んで、避難民のキャンプに持って行ったの。それがもとで、軍警察に捕まって、裁判。少尉だったのが、降格になったって」

「もういい……もういいよ！」

　エリィカは泣いていた。

　この涙は、なんだろう。なんのために、誰だれのために泣いているのか。

　子どもたちへの同情なのか。自分への叱しつ責せきか。エリィカの空軍が、エリィカの世界が、理想からかけ離れ、地に堕おちて、踏みにじられたからなのか。

　泥に汚れた顔を、幾筋もの涙が伝った。

「言えばいいじゃない！　言ってくれればいいじゃない！　言ってくれないと、わかんないよ!!」

　そのとき、後ろの戦闘指揮所から出てくる人影があった。フルマーだった。歩いてくる。

　フルマーはエリィカの姿を見て、察したようだった。ウーメラに頷うなずく。エリィカに顔を向けた。

「エリィカ。あなたには、命令不服従と独断専行の罪で、三日間の営えい倉そう入りを申し渡します。また、この件は航空団司令部に報告しなくてはなりません。司令部の決定を待って、正式な処分とします」

　フルマーの声が、たんたんと夜の闇やみに響いた。

　エリィカは返事をすることもできずに、ただうつむくだけだった。その腕を、近づいてきた作業員の女性兵士が二人、両側から取ると、促して歩き出した。

　宿舎ではなく、納屋のほうの建物へ向かう。途中、エリィカは振り返った。そして叫んだ。

「あたしは！　もっと飛行機にうまく乗れる！　もっと上手に、飛行機に乗って、戦える！　あたしから、飛行機を取らないで！　あたしの飛行機を……空を！」

　しかし、エリィカの叫びは闇に吸い込まれて、引き立てる二人の女性兵士は止まろうともしなかった。やがてその姿は、納屋の奥へ、見えなくなった。

「バカな……」

　エリィカの声を、ミラージュは戦闘指揮所で聞いた。そしてつぶやいていた。しかしそれは、いつもの怒りの言葉ではなく、どこか悲しい響きを伴っていた。



    

  
    
      

３章　強行偵察ミッション



１



　エリィカは一人で、壁際にうずくまっていた。

　周りには干草が積まれている。枯れ草の臭においが、始終鼻孔を塞ふさいだ。

　ここは、納屋の一角を、板で仕切った部屋だった。部屋、というほどでもない。元は、家畜が入れられていたのか、その飼料でも置いておくところだったのか。

　窓などはなく、板の一部を切り取った小さな穴から、太陽が差し込んで昼と夜の区別を伝えた。

　エリィカの営えい倉そう入りは二日目に入っていた。

　営倉という名の、納屋の隅で、毎日言葉もなく過ごした。

　誰だれも訪ねてこない。

　ウーメラも、フルマーも、モスカも、もちろん、ミラージュやイリューシなど。

　これは、正当な用件があって許可が与えられなければ、営倉に入れられた者とは面会できない規則になっているからだ。

　食事や水は与えられるが、シャワーや風ふ呂ろは使えない。

　食事には最初から一度も手をつけていない。別に反抗しているわけではなかった。食べる気にならないだけだ。

　朝と晩に、洗面器一杯の水で顔を洗うことが許される。トイレは、部屋の隅に置かれている便器にすませる。当番の兵士が取り替えてくれるのだが、エリィカはほとんど使っていなかった。

「……髪も身体からだも、ベトベトだ……」

　汚れがこびりついた前髪を触って、つぶやく。下着も替えていない。

「不潔なエリィカさん。お姉さまに嫌われちゃうぞ……」

　傾いた陽ひが、明るい色の筋になって壁に模様を作っていた。エリィカはその壁に、子どもが描かいたらしい、落書きのような絵があるのを、すでに見つけていた。

「ふふん……へたくそ……」

　そうしてまた横になった。両脚を抱え込むようにして、目を閉じた。

　営えい倉そうに入っているエリィカ。汚いままのエリィカ。罰を受けているエリィカ。

　そんな自分がいるのが信じられない。許せない。

「お姉さまなら……こんなこと、ありえない。やっぱりあたしはダメなんだ。ダメな子、ダメな娘……」

　目を閉じたエリィカの口から、うわ言のように声が漏れた。



    

  
    
      



    

  
    
      「あたしはあたしが嫌い……あたしはあたしが、嫌いだよ……」

　あまりにも違いすぎる姉と自分。そんな想おもいが、エリィカをどこまでも苛さいなみ、痛めつける。

「……死んじゃえばいいのに……あたし……死んじゃえば……」



　その夜。

　エリィカは身体からだを丸めて、干草の上に横になっていた。毛布は与えられているが、ベッドはない。寒くはないのに、身体が震えた。歯がカチカチ鳴った。

　一晩中、目が覚めていた。ときおり、浅い眠りに落ちる。しかしすぐに目が覚め、ときには飛び起きることもあった。そんなときは心臓が壊れるくらい強く打っていた。汗が滲にじんでいるのに、身体の震えが止まらなかった。

　暗くら闇やみが薄くなっていく。

　まだ太陽は昇っていない。しかし、夜明けが近い。

　誰だれかが来る……。

　チャッ、カチャ……。

　金属的な小さな音。続いて、営えい倉そうのドアが開く、錆さびた蝶番ちようつがいのきしんだ音。

　こんな時間に食事が来るわけがない。

　エリィカは鈍く目を開けて、入ってきた人影を見た。

「……誰……？」

　思わず、身体を起こした。

　ドアのところに立っていた人物、それは、ミラージュだった。

「……何をしている」

「何をって、見ればわかるんじゃないですか」

　ミラージュが営倉の中を見回した。便器などを見られるのに、エリィカは赤面する。自分の汚い格好にも。

「何の、用なんですか。営倉の中の、汚い罪人を見に来ただけですか」

「おまえに対する、処分が出ている」

「え!?　それは……」

　エリィカは息を呑のんだ。

　処分。この一一一中隊の上部組織にあたる、戦闘航空団司令部が下したものだ。これで、エリィカの空軍パイロットとしての将来が決まる。

「処分って……どんなものなんですか。あたしは、飛行機にもう乗れないんですか？　戦闘機に！」

　もう飛行機に乗れないかもしれない。ここでパイロットの資格剥はく奪だつの処分が決まれば、もう軍で飛ぶことはできない。それは、一生飛ぶことができないのと同じだ。

　どんなことをしてでも、犠牲を払っても、手に入れたかった。寝る間も惜しんで努力して、ようやくつかんだエリィカの世界が、取り上げられる。姉のシャールロッテに憧あこがれて、追いかけて、いまは仇かたきを討つという、エリィカの生きるための意味が、ここで終わる。そしてもう二度と、届かない。

　エリィカはいつのまにか目に涙さえ滲にじませていた。

「答えて！　早く、答えてください！」

　無言で見下ろすミラージュに、エリィカは叫んだ。

　ミラージュの黒い髪、黒い瞳ひとみ。きっちりと制服を着込み、その上に黒いコートを羽織っている。まるで夜の一部が切り取られてきたようだった。

　エリィカは冷たいものが背中に走るようで、ゾクッと肩を震わせた。不吉な、そんな何かが意識の底を走ったのだ。

「……一任だ」

　短く言ったミラージュの一言は、エリィカの耳に届いて、その意味を疑わせた。

「私の判断に、一任だ」

　ミラージュは、繰り返した。

「大尉の、判断に……だったら、どうするんですか。あたしを、この部隊から追い出すんですか？　目障りでしょうね。お姉さ……姉のことを、いつまでも責めるような、妹がいたら、目障りですよね！」

　言い募るエリィカから、しかしミラージュは、視線を外した。一言、つぶやく。

「来るか」

「え？」

「任務がある。私といっしょに、飛ぶか」

　ミラージュの言葉は、一瞬エリィカを混乱させた。しかし、飛ぶ、という一言が、意識に突き刺さった。

「飛べるなら……行きます！」

「そうか」

　それだけ言うと、もう用は済んだ、とばかりにミラージュはきびすを返した。背中が去っていく。エリィカのほうが、驚いて声をかけた。

「待って！　なぜ、なんで、あたしに……いいやっかい払いになるはずじゃ、なかったんですか。なぜ、あたしと飛ぶなんて」

　わずかに、ミラージュが振り向いた。エリィカは、瞬間、思った。

「まさか、あたしも……！」

「飛びたいからだ」

　エリィカの言葉にかぶさるように、ミラージュの短い一言。そして、続いた一言が、エリィカを驚かせた。

「シャールロッテの妹だ。飛ぶ理由がある」

「……あ！」

　硬直するエリィカに、ミラージュは背中で言った。

「ここから出るんだな。一時間後に発たつ。シャワーを浴びて、着替えておけ」

　それだけ言うと、出て行った。

　ドアは開いたままだった。エリィカは、営えい倉そうを出ることを許されたのだ。

「任務……」

　飛行任務。それが、どんな任務かはわからない。が、どんな任務でもかまわなかった。初めての実戦で、ミラージュと飛ぶ。

「飛べるんだ……あたしは、飛んで……」

　狭い営倉の木戸をくぐり抜けた。

　まだ暗い空を、一条の矢のような光が、切り裂いていた。山の稜線りようせんにわずかに顔を覗のぞかせた、太陽の最初の光だ。たちまち空を、夜から朝へと染めていく。

「お姉さま……あたし、やります、きっと……！」

　エリィカは唇を噛かみしめた。



２



　エリィカとミラージュは、約百キロ離れた前線基地へ移動するため、鉄道に乗った。

　なぜ鉄道なのか。エリィカが胴体着陸で飛行機を壊してしまったためだった。その機体はけっきょく主構造材が破損し、エンジンや機銃など、使える部分を取り外して再生するほか、機体そのものはスクラップにするほかなかったのだ。ミラージュの話だと、現地で新しい機体を受領するということだった。

　わずか二時間足らずだったが、汽車の旅はエリィカを浮き立たせた。

　すっきりと晴れた朝の光が降り注ぐ高原。

「わ！　あれ、何だ!?　すごい！　いっぱい牛がいる～！」

　窓ガラスにへばりついて、ずっと景色を食い入るように眺める。つい声を上げてしまう。だが、このコンパートメントにいるのはエリィカとミラージュの二人きり。

「あ」

　無関心で雑誌を眺めながらシガーをくゆらせているミラージュを振り返って、エリィカは気まずくなり、また窓の外へ視線を戻す。

　しばらくは大人しくしているのだが。

「えー！　牛が牛を、おんぶしてる！　遊んでるの!?　おかしい～！」

「……交尾」

　ボソっとミラージュが言う。雑誌からは目を上げない。

「え？　コウビって？」

「交尾というのは……んん！　あとは自分で調べろ」

　バサッ、と雑誌を閉じると、シガーをもみ消し、ミラージュは目を閉じてしまった。口元がへの字に結ばれている。寝てしまうのか、寝たふりなのか。

「ふーん」

　エリィカは一人で起きていてもつまらない、と立ち上がった。コンパートメントを出ようとすると、ミラージュの声が背中を叩たたいた。

「どこへ行く」

「コウビを調べてきます」

「……好きにしろ」

「はーい」

　バタン、とドアがエリィカの背後で閉まった。廊下を歩く。

　他のコンパートメントを見るともなく見て歩いた。

　意外に普通の客ばかりだった。旅行者。仕事らしいスーツの紳士。職人。学生。家族連れ。女性だけのグループ。

　軍人は、むしろエリィカとミラージュだけかもしれない。

　本当に戦争中なのか、と疑いたくなる光景ともいえる。しかし戦闘が小康状態であるいま、住民は可能な限り、いつもの、自分たちの生活を続ける。

　戦争といえば、軍人が主役で、軍人以外いないのではないか、と思い勝ちだがそれは違う。たとえ地上部隊が血みどろの戦いを繰り広げているフィールドも、そこは誰だれかの農園であったり土地であって、そこには彼らの生活がある。



    

  
    
      



    

  
    
      　むしろ、エリィカたち軍人のほうが異質なのだ。

　エリィカは最後尾の車しや輌りようまで行くと、ドアを開けた。

　ボオオオオオオオ……。

　あらゆる音が襲ってきた。

　風の音。客車が揺れて立てる音。車輪が軌道を走る音……。

「ふう」

　エリィカは、張り出したバルコニーに立って、空を見上げた。

　雲の少ない青空。街と違って高い建物も間近にない。視界のほとんどが空だった。

「あっちが、フランボース基地、か」

　突然の出立だった。早朝で、まだ誰だれも起きていなかった。目に付くのは小銃をかついだ宿直の男性兵士だけ。

　せめて手紙を、と思ったが、紙とペンを前にしたところで、硬直してしまった。考えてみれば、姉以外に手紙を出したことなどない。

　けっきょく、そのままにしてきてしまった。

「みんなに、謝れなかったな……モスカに……」

　騒音に慣れると、単調なリズムのような汽車の走行音だけが耳に残った。



　汽車は朝のうちに到着した。駅からは迎えの自動車で基地へ向かった。

　そこはこの地域を管轄する戦闘航空団の本拠地だった。

　飛行場には主に戦闘機、戦闘偵察機など、合計百機以上の機体が整然と並べられ、あるいは格納庫に収められていた。

　エリィカは目を見張った。

　圧倒的な規模。

　航空学校でも、これほどの飛行機を一度に見たことはない。

「全部、戦闘機！」

　実際には連絡機や輸送機もあったが、エリィカの目に映ったのは、精せい悍かんな姿の戦闘機ばかりだった。

　そして何よりも目を惹ひくのは、新鋭の三葉機。

「翼が三枚も！　すごい、すごい！」

　フォッカーＤｒドライデツカー．Ⅰ。

　帝国空軍が新たに配備を開始した機体だ。

　特徴的なのは、コンパクトにまとめられた三枚の主翼。複葉機の二枚主翼に、さらに一枚を加えることで、高い揚力と運動性を発揮できる。

　三枚の翼といっても、上下の間隔は狭く、機の全高はこれまでの複葉機とほとんど変わらない。しかし翼の数が増えたことで、翼面加重を変えずに一枚ごとの面積を小さくできる。結果、全幅を狭くし、運動性能の向上に繋つながった。

「これからは、三葉機かあ」

　エリィカは自動車を降りるなり、飛行場の方へ駆け出していた。ミラージュが止める間もない。傷一つない、新型機に近寄る。なめるように眺め回した。

「すごいなあ。これがあたしの飛行機だったら……」

　派手な赤と黒にカラーリングされた機体に触れる。コクピットを覗のぞき込んだ。

「どこもピカピカだあ。精密そうだなあ。これ、何のボタンだろう」

「おい、私の機体に触るな！」

　突然、声が飛んで、エリィカは思わず手を引っ込めた。

「わ、ごめんなさい」

「なんだ、おまえ。どこの部隊だ？」

　声の主は、飛行服の革ジャケットを着込んだ女性だった。女性といっても若い。まだ十代ではないか。

　明るいブルネットの髪を肩より上に、前髪も同じように切りそろえている。切れ長の目は、挑戦的な光を湛たたえていた。

「トリュープ、やめなさいよ。子どもがびっくりしてるじゃない」

　ブルネットの女性パイロット、トリュープと呼ばれる彼女の側に、同じ格好をした二人が集まってきた。みな同じ部隊のようだ。

「最近はパイロット不足が深刻だっていうのは、本当みたいね。こんな中等学校の生徒みたいなのが、パイロット？　これだから共和国空軍になめられるのよ」

　もう一人が言う。長い髪を一方向にたらした、狐きつねのような顔の女性。

「子ども、って、あたしのことですか？」

　エリィカは最初に声をかけてきたトリュープを見上げた。くやしいが、身長も十センチ近く足りない。

　トリュープの飛行服のジャケットに付けられた部隊章が見えた。

　第一戦闘航空団、第一飛行隊。

　エリィカでもその存在は知っている。エリート中のエリート部隊だ。

「ほかにいるのか？　いたら連れてきてほしいな」

　トリュープが見下ろす。視線が交錯した。

「えー、この子、一一一中隊ですって！」

　狐の顔が笑い声を上げた。

「本当!?　あの？」

　もう一人がエリィカの制服に付けられた部隊章を覗き込む。

「やめてください！」

「わ、ホントだ！　あはは」

　エリィカは女性パイロットたちを睨にらんだ。

「なんで笑うんですか！　これ以上あたしの部隊を侮ぶじ辱よくすると、許さない！」

　エリィカの口調に、二人の女性パイロットは顔を硬くしたが、トリュープは逆に不敵な笑いを浮かべた。

「なぜ笑われるのかって？　教えてあげようか」

「もったいぶらないで！」

「こいつ、上官に対する口の利きき方を！」

「いいのよ、マローダ。……教えてあげる。おまえたちの中隊長、それが……」

「私が、どうかしたか」

　不意に飛んできた声に、瞬間、その場の全員が凍りついた。

　三人組の背後に、ミラージュが立っていたのだ。

「大尉！」

「部下が、何か非礼でもしたのか。それとも……」

　ミラージュは三人を前に、

「わたしに言いたいことがあるなら、直接言ったらどうだ」

「……まずいわ。相手が悪い」

　ミラージュに呑のまれて、ひるむ二人の女性パイロット。しかし、トリュープだけは逆にミラージュの間近に進み出た。

「お久しぶりです。ミラージュ大尉。もっとも、いまでは同じ階級ですけれど」

　ミラージュが顔を向けた。

「トリュープか。確かに、久しぶりだ」

「今回の作戦に参加されるのですか。それにしては、中隊の人数が、少ないようですが」

「気にしてもらう必要はない」

「だったらいいのですけど。ところでこの子どもが、まさか、大尉とペアを組むパイロット、というわけではないでしょうね」

「そうだ」

　ミラージュが言うと、トリュープは露骨に笑い出した。

「笑わないでよ！」

　言ったのはエリィカだ。トリュープはしかし、エリィカに水を向けた。

「あなた、忠告しておいてあげる。くれぐれも気をつけたほうがいいわよ。大尉といっしょに飛ぶときは」

「何？　どういうこと？」

　エリィカは、トリュープとミラージュを見比べるように、交互に見つめた。

「心配ない。シャールロッテの妹だ」

「妹、ですって！」

　ミラージュの言葉に、トリュープは真に驚いた声を上げた。エリィカを見る。

「あなた、知ってるの!?　知っていて、彼女についているの!?」

「何を、ですか」

「大尉はね、列機だったシャールロッテを見殺しにしたのよ。あとで、軍の査問会にもかけられているわ」

「ええ!?」

　エリィカは一瞬絶句した。ミラージュを見る。

「そう、なんですか……？」

「……ああ」

「なんで！　どうして！」

　エリィカの狼ろう狽ばいぶりに、トリュープは満足げにあとを続けた。

「やっぱり、知らなかったのね。大尉から何も聞かされていなかったんでしょう。なら、私が教えてあげるわ。シャールロッテを撃墜したのは、共和国空軍のエース、ギンヌメール。大尉は、その前にギンヌメールを撃墜するチャンスがあった。なのに、それをしなかった」

「!!」

　エリィカは凍りついた。ミラージュを見つめる。

「本当……なの」

　ミラージュの答えは短かった。

「……本当、だ」

「な……」

　なぜ、という言葉は途中で途切れた。エリィカは言葉の代わりに、ホルスターから拳けん銃じゆうを抜いていた。ミラージュに突きつける。

「許さない！　お姉さまを……」

　しかし拳銃の先で、ミラージュは微動だにしなかった。

「撃たないと思ってるの！　撃つわよ！　お姉さまの、仇かたき！」

「あらあら、今度は内輪もめ。さすが、はみ出し者ぞろいの中隊ね」

　トリュープが言う。マローダがあとを続けた。

「確か、一一一中隊の副長は、一時、飛行機にも乗れなかったらしいわね。それに、戦場忌避、上官を恐喝しただとか、部隊を追い出された者ばかりをよく集めたものよね。その大尉も、こんなふうで。よくその身体からだで……」

「泥棒もいたっけ。補給所襲って食料盗んだって」

　モスカの話題にエリィカが反応する前に、ミラージュが口を開いた。

「私のことはいい。それ以上言うな」

　静かだが、有う無むを言わせない響きがあった。トリュープが鼻白んだ。

「あれ以来、ほとんど実戦で飛んでいないって、聞いてますけど！　そんなので、重要な任務を遂行できるのかしら」

　ミラージュは何も言わなかった。ユラッ、と歩き出す。

「待って！　あたしの用は終わってない！　動かないで！」

　エリィカは銃を構えたまま叫ぶ。しかしミラージュは冷たい目を向けるだけだった。

「撃ちたければ、撃て。それでおまえの気持ちが晴れるなら、な」

　止まらず、歩き続ける。エリィカの目の前を通り過ぎた。ミラージュのコートが、銃口をかすめた。

「止まって！　あたしの聞きたいことに答えて！　お姉さまの……！」

　しかしミラージュはエリィカを一いち瞥べつすることもなく、背を向けて歩き去ろうとする。

「クッ！」

　エリィカは銃の引ひき鉄がねに触れている指に、力を込めた。

　銃把じゆうはを握っている手は、白く緊張していた。あとほんの少し、力を人差し指に集中すれば、弾丸は銃口を飛び出す。あとほんの少し……卵の殻を壊す程度の……。

　……しかし、引鉄は、引かれなかった。

　ミラージュが歩み去る。コートの後ろ姿が、飛行場の向こうに消えた。

「なんで……！」

　撃てなかったのだろう。

　エリィカはがっくりと拳けん銃じゆうを持つ手を落とした。銃口が下を向く。

「お姉さまの仇かたきも、討てないなんて……」

　それでもホルスターに戻そうとした拳銃を一目見て、息を呑のんだ。

「セーフティがかかってる。まただ……あたしの、バカ、バカ！」

　拳銃で頭を殴りつけたかった。涙が滲にじんだ。

「やれやれ。とんだ茶番だったようね……行くわよ。マローダ、リベレータ」

　消沈するエリィカを後しり目めに、第一飛行隊の面々も飛行場を後にしていく。

　エリィカはいつまでも拳銃を握り締めて、飛行場の土を睨にらみつけていた。
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　その日の晩。

　ベッドに入ってからもエリィカは、明日与えられるという任務について考えていた。

「出撃って、いったい何の……あの、大尉と……」

　ミラージュに対する複雑な思考はいまだ落ち着きを取り戻していない。考えていると、ときおり、発作的ともいえる衝動にかられる。そんなときはベッドから跳ね起きて拳銃をつかみ、ミラージュの宿泊している部屋へ飛んで行きたくなった。

　気がつくと汗が噴き出していた。シーツを思い切り握り締めていた。

　任務を辞退することも考えた。

　そんなことが許されるかどうか、わからない。単なる命令拒否となれば、処罰は免まぬがれない。前回の営えい倉そう入りと併せて、今度こそ空軍を追放されても不思議ではないだろう。

「どうすればいいの。どうすれば……教えて、お姉さま……」

　聡明な姉のシャールロッテならこんなときどうするだろう。

　エリィカは迷ったとき、務めてそう考えるようにしていた。

　しかし、そう思いながらも、けっきょくは自分の感情に任せて行動してしまう。姉のようには生きられないのか、悩んで歯は噛がみすることもあった。

「お姉さま……」

　そうするうちに、いつのまにか、眠りに落ちているエリィカだった。



　翌日。

　朝からあいにくの曇どん天てんだった。

　低く垂れ込めた雲が、飛行を拒んでいる。予報以上に雲量は多かった。雨はないが、飛行任務を行うかどうかは微妙な状況だ。

　朝食の食堂に、ミラージュはいなかった。

　ペアを組むべきリーダーと顔を合わせたのは、その時間、出頭せよと命じられていた作戦司令部だった。

「ここが……」

　エリィカは目を見張った。

　フランボース基地の、ちっぽけな戦闘指揮所とは規模が違う。

　数十人の職員が立ち働き、整然と動いていた。とくに圧巻なのは、巨大なテーブルに設けられた作戦地図で、その上に飛行中隊単位のコマが置かれ、移動や作戦中の経過がすぐに目に見えてわかるようになっていた。

　ミラージュを見つけたエリィカは、身体からだを硬くした。ミラージュは顔も動かさず、座っていた。横にエリィカが座ると、一言。

「眠れたか」

「……はい」

　口く惜やしいが、熟睡している。

　やがて、戦術担当の将校が現れた。たった二人の作戦パイロット、ミラージュとエリィカは、立ち上がって敬礼した。



　作戦とは、一言でいえば偵察飛行だった。

　敵支配地域のうち、一部だけ、どうしても詳細が不明な部分がある。何度偵察機を飛ばしても、撃ち落とされてしまうためだ。そのため写真偵察ができず、帝国軍が集めた航空写真の中で、ぽっかりと開いた穴のように空白になっている。

　強力な対空砲火、配置されている迎撃戦闘機。どちらにしても、この空白部分が、敵にとっても重要な地域であることは間違いない。そして、来きたるべき帝国軍の航空反抗作戦のために、この地域の偵察は絶対に、早急に必要なことだった。

「何度も偵察機が撃墜されている空域……か」

　飛行場の芝を歩きながら、エリィカはつぶやいた。

　作戦を説明されてから、重く暗いものが気持ちを塞ふさいでいた。まるで、今日の空のようだった。

「……私が、志願した」

「え？」

「私が偵察飛行に志願した。一人で飛ぶつもりだったが、二機でなければ作戦を行えないということだったから、おまえを選んだ」

　ミラージュが言う。エリィカを見ず、視線は飛行場の先へ向いている。

「あたしだったら、死んでもかまわない、ということですか」

「降りてもいい。いまなら、まだ間に合う」

「でも、それじゃあ」

「機体の故障。体調不良。なんでもいい。私の命令、ということでもいい。嫌なら、とがめない。どんな理由でも、私が認める」

「じゃあ、何で！」

「……死ぬのは、私だけで十分だ」

「死ぬって！　……それは！　あ……」

　エリィカは、言葉を呑のんだ。言葉よりも、視線の先に見えているものが、エリィカを夢中にした。

「これ！」

　フォッカーＤｒ．Ｉｓ。

　最新鋭の三葉機！

　昨日見た、第一飛行隊のＤｒ．Ｉの偵察機タイプだった。とはいっても、外見はまったく変わらない。

　エリィカは思わず機体に駆け寄った。基地整備兵二人が、機体の調整を行っていた。

「これに、乗れるの!?」

　作業員の一人は男性だった。驚いたようにエリィカを見る。

「ああ。エリィカ、士官候補生ですか？　そうですよ。あなたの、乗機です。ほら」

　整備兵は、機体のコクピット脇わきに書かれた文字を見せた。Erieka Kinski。借り物ではない、正真正銘、エリィカの戦闘機だった。

　三枚の翼を誇らしげに掲げた機体が眩まぶしく輝く。

「あたし、行きます！」

　エリィカは振り返るなり、ミラージュに言った。

「乗り方を教えて！」

　もう一人の整備兵の女性が頷うなずいて、顔を近づけてきた。

「これまでの、アルバトロスと操作は同じです。ただ、翼が三枚もあるので、とにかく舵かじの利ききがいい。もっとハッキリ言えば、過敏なくらいだから気をつけてください。その代わり、上昇力は抜群です！　それから、クセなんですけど……」

「うんうん。それで！」

　促うながされて女性整備兵は笑った。

「トルクの影響がこれまでの機体よりも大きめですね。でも、かなり打ち消してありますけど」

　そう言って、トリムタブを指差した。

　レシプロ機はプロペラを回して推進するという性格上、どうしても回転方向に対して反対のトルクが機体に生じる。プロペラと逆の方向に機体が回転しようとする力が働くのだ。このため、エンジン、プロペラが一組しかない単発機では、垂直尾翼を微妙に傾けたり、尾翼の片面に反対側とは違う曲面をつけたりするのだが、これはエンジンのトルクを空気の流れで打ち消すためだった。

　微妙な操縦性は、垂直尾翼や水平尾翼に取り付けられたトリムタブを調整することでも解決が図られた。これは、翼の後縁からわずかに飛び出した庇ひさしのようなもので、金かな槌づちなどで叩たたいて角度をつけ、それで空気の流れに差をつけて操縦性の改善を図るのである。

「すごい。ありがとう！」

「それから、重要なのは、写真機の操作です。担当官からお聞きになってらっしゃると思いますが」

「はい」

　女性整備兵がコクピットを指差す。エリィカもいっしょになって覗のぞき込んだ。

「ここに、追加された装置が、写真機のレリーズボタンです。押すと、一枚、写真が撮れます。写真機は、機体の中央下の部分にあります。ちょうど、シートの後ろ側、燃料タンクの裏側ですね」

「うふふ」

　技術情報を聞くエリィカは、まるで恋人のささやきを聞いているようだ。幸福そうな微笑は、整備兵にもついつい笑顔を誘う。

「ほらほら、ここですよ。ここにレンズが出てるでしょ」

　今度は機体の下から男性整備兵の声。エリィカはすぐに胴体の足置きから降りて、地面に屈かがみ込こむ。機体を下から見上げると、胴体の下、中心辺りに、黒い写真機がかすかに出っ張っていた。直径五センチ近い大きなレンズが真下を向いている。

　これまでの偵察機は、二人乗りで、後部座席の偵察員が、手持ちのカメラで撮影していた。大型のカメラを持って機体から身を乗り出し、地表を撮影するのである。

　このようにして行われていた偵察飛行だったが、今回の地域では敵の迎撃に抗し得ないことがわかった。つまり、二人乗りの偵察機では、戦闘機に運動性で勝てないし、逃げようとしても追いつかれてしまう場合が多い。

　そこで開発されたのが、この専用の機体だった。

　このため、特別に座席の後方にカメラを設置し、遠隔操作でシャッターを切れるようにした。最新鋭の戦闘偵察機である。武装も積んだままだった。十分、敵戦闘機とも戦うことができる。

　この場合、問題なのはフィルムの巻き上げだったが、これも専用の自動巻き上げ機が開発されて写真機に装着されていた。これなら、パイロットはただシャッターを切るだけに専念できる。フィルムは、百五十枚入りのカートリッジが取り付けられていた。

「いざとなったら、レリーズボタンの横のレバーで、写真機ごと投棄できるようになってますよ。フィルムは残したままね。もっとも、開発したライズ社じゃあ、壊さずに持って帰ってきてほしいって、ことですけどね」

　男性整備兵が笑った。

　カメラの重量はフィルム巻き上げ機を含めて三十キロ近くあった。致命的な重量ではないが、軽いほうが機体の運動性、スピードは向上する。特に、戦うときには。

「燃料も入ってるし、すぐにも出撃できますよ」

「わかったわ！　ミラージュ大尉！」

　エリィカの意気込んだ声は、ミラージュにして、口の端に笑いのようなものを作らせた。しかし答えは、空にあった。

「当分、待機だ」

「やっぱり、そうか……」

　消沈するエリィカに、男性整備兵が聞いた。

「だったら、いまのうちに、あなたのパーソナルマークを機体に描えがいておくってのは、どうです？」

　エリィカの表情が輝いた。

「それ！　やる！」

　機体は一一一中隊のシンボルカラーの赤と白に塗装されていた。国籍マークの、双頭の蛇が絡みついた十字が、主翼、胴体に描かれている。

「パーソナルマークは、何にしますか？」

　エリィカは間髪入れず答えた。

「真っ赤なハート！」
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　午後になっても、厚い雲は取れなかった。

　偵察地域の空も同様なので、エリィカとミラージュは相変わらず待機を強いられる。エリィカ機の真っ赤なハートのパーソナルマークは、すでに描かれ終わっていた。

「真っ赤なハート、か……」

　エリィカから少し離れたところに座ったミラージュがつぶやいた。

　真っ赤なハートのパーソナルマーク、それは忘れもしない、シャールロッテの機体に描かれていたものだった。それがいま、再びミラージュの列機に描かれた。

「あのときと、同じにならなければいいが……」

　ミラージュは瞑めい目もくして腕を組んだ。

　夕方近くになって、もう今日は出撃は無理だ、と思われたときだった。

　突然、雲が切れた。

　西からの濃厚な光が差し込む。

　日没まであと二時間。ミラージュは立ち上がった。横を見ると、すでにエリィカも立ち上がっている。

「回せ！」

　ミラージュとエリィカが、飛行帽を被かぶり、機体に近づいたときには、もうそれぞれの整備兵が横についていた。

「行くね」

　エリィカが自分の機体の整備兵二人に声をかける。

「しっかり！　がんばって」

「帰って来てくださいよ」

　固く握手をした。

　整備兵の手を借りて、機体によじ登る。シートに納まった。ハーネスをはめる。

　一回、二回、深呼吸。ゴーグルを下ろした。

　スロットルを確認。点火スイッチをオン。手を上げて合図。

　男性整備兵がプロペラを、グン、と回した。

　バラッ、バラララ、バロロロロロロ……！

　九気筒回転式エンジンが、神の福ふく音いんのような音を奏でる。

　隣を見ると、ミラージュはいまコクピットに納まったところだった。エリィカは二人の整備兵を呼んだ。

「あなたたちの名前を教えて！」

　エンジン音で、どうしても大声になる。

「フランク！」

「ホルテュス！」

　エリィカはコクピットから親指を突き出した。

　強い風が吹いていた。発進準備の整ったミラージュ機が、風に向かう針路を取る。エリィカはそのすぐ後ろにつけた。

「離陸、よし！」

　スロットルを開く。スルスルと機体が前に出る。

　牧草地だったフランボースの基地に比べると、格段に状態のいい滑走路だ。ほとんど揺れない。二百メートルも走ると、機体はきわめて自然に、大地を離れた。

　スロットルを全開のまま、操そう縦じゆう桿かんを軽く引く。機体はおもしろいほどスルスルと上昇していく。

「すごい！　機体が、軽い！」

　運動性能の違いだった。

　エリィカの機は軽々と飛んで、ミラージュ機を追いかけていく。すぐにも追い越せそうだった。地上を振り返ると、あっと言う間に豆粒のようになってしまったフランクとホルテュスが、それでも懸命に手を振っているのが見えた。



　飛び立ってから千五百メートルまで上昇し、水平飛行に移った。

　雲は完全には取れない。薄い層雲がところどころに漂っている。

　ミラージュ機から十メートルほどの斜め後ろにエリィカはぴったりつけている。ミラージュはエリィカに後方をまかせて飛んでいるのだ。

　あと三十分もしないうちに、敵の支配地域に入る。

「あと、三十分……」

　それまでどうする？　エリィカは自問した。

　このままミラージュの後ろを飛び続けるに決まっている。それが、ミッションだ。

　しかし、と思った。今なら、ミラージュを撃墜するのはたやすい！

　スッ、と真後ろに占せん位いして、七・九二ミリ機関銃二丁を撃ち放つ。

　機関銃は毎分四百発以上の弾丸を吐き出す。携行している弾丸は一丁につき二百発程度だ。ベルト式に機関銃に給弾される。だから三十秒も連続して撃ち続けると、弾丸は尽きてしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      　しかしこの場合は、一連射、左右合計、四十～五十発でかたがつくだろう。

　ミラージュ機は燃料タンクを貫いた弾丸で炎に包まれるか。構造材が弾はじけ飛んで機体がぽっきり折れるか。尾翼や水平板がめくれて揚力を失い、失速して墜つい落らくするか。

　さまざまな映像が、エリィカの脳裏に、まるで見たように映し出された。

「どうするの？　いま、ここでやってしまえば……」

　姉の仇かたきが討てるのか。

「大尉は、お姉さまを、見殺しに……！」

　ミラージュはトリュープの言葉を否定しなかった。

　シャールロッテを撃墜した敵のエース、ギンヌメールを先に撃つチャンスがありながら、見逃したのだと。

　それは姉を殺したのと同じではないのか。

　だったら、いっそ！

　エリィカは昨日、ミラージュに銃を向けたときのことを思い出した。

　あのとき、銃には安全装置がかかっていた。

　だから、ミラージュは銃を向けられても態度を変えなかった。エリィカに背中を向けて、飛行場を後にした。

　あのとき、安全装置がかかっていなかったら、エリィカは撃ったのだろうか。

　手が白くなるほど、グリップを握り締めていた。引ひき鉄がねに置かれた指に力がかかった。その引く指は、安全装置に阻まれたのか。それとも引鉄を絞るほどの力を、エリィカは込めたのか。

　ミラージュは、エリィカが銃に安全装置をかけているのを知っているから、あんなふうに動じなかったのか。

　だったら、ミラージュが泣いて命乞いのちごいでもすれば、エリィカは満足したのか。そのときこそ、自分の意思で撃たなかったのか。

「……違う」

　そのときこそ、エリィカは撃っていただろう。

　それに、ミラージュの位置からは、どうみても、エリィカの銃の安全装置は見えなかった。ロックがかかっていることを確認して行動するような余裕はなかった。

　だったら、なぜ……!?

　エリィカは方向舵を軽く操作し、スルスルとミラージュ機の真後ろにつけた。

　手を伸ばし、二つの機関銃の安全装置を解除する。今度こそ忘れなかった。

　左手で、機関銃発射レバーに手を伸ばした。

　いま、このレバーを軽く握るだけで、ミラージュ機を撃墜できる。ミラージュを殺して、姉シャールロッテの仇が、討てる！

「はぁ……はぁ……」

　エリィカの視線の先には機関銃につけられた照準があり、その十字の中心、照星には間違いなくミラージュ機があった。飛行帽を被かぶった、ミラージュの頭を直接狙ねらうこともできた。

　ミラージュは悠然と飛んでいる。

　背後から、エリィカが照準に捉とらえているということなど、気づきもせずに。気づきもしない……気づいている？

　ミラージュほどの熟練パイロットが、たとえ列機に後ろを預けていても、まったく注意を向けないはずはない。

　まして、エリィカが自分の真後ろ、撃墜コースに入って飛んでいることも。

　知っていながら、後ろを見せているのだ。

　まるで、昨日のエリィカの銃口を前にしているときと同じように。

「撃たないと、思ってるから！」

　……五秒、十秒……。

「はああ……!!」

　エリィカは大きく息をつくと、方向舵を傾け、射線を外した。

　撃てなかった。

　撃とうとすると、シャールロッテの顔が浮かんでくる。

　哀かなしそうな表情だった。

「なぜなの!?　あいつは、お姉さまの仇かたきも同然！」

　いつかギンヌメールも撃墜してみせる。しかし、ミラージュも！

　エリィカは、ハッ、と思った。

　あの目だ。

　ミラージュの暗い色の目。すべてをあの目が知っている。知っていて、何かを隠している。墓場まで持っていこうとしている。

　それが、知りたい！

　エリィカは、姉の仇が討ちたい。が、そのためには、姉の最期が知りたかった。どうしても。

　第一飛行隊のトリュープは、ミラージュが姉を見殺しにしたと言った。

　なぜミラージュは否定しないのか。絶対に、何かがある。それを知るまでは、ミラージュを殺すことはできない。

「いつでも、できる。ここにいれば、それはいつでもできるから」

　エリィカは編隊列機の位置に戻りながら、つぶやいた。

　前方の機で、ミラージュが少し頭を動かした。エリィカの位置を確認するかのように。エリィカは機銃発射レバーから手を離し、ミラージュの後ろを飛び続けた。
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　やがて、偵察空域に侵入した。

　高度を千メートルまで下げる。

　雲はまだ少し残っているが、もう時間がない。太陽が山の稜線りようせんへ沈もうとしている。

　ミラージュ機が翼を振った。エリィカの隣へ近づいてくる。手振りで、二機並んで撮影に入る、と伝えてきた。

「了解！」

　エリィカが頷うなずき、合図の手を振る。そのまま二機は間隔を開けて並び、写真撮影の準備に入った。

　まず、ゆっくり偵察空域を端まで飛び過ぎる。このとき、数秒置きにシャッターを切る。空域自体は、五分もあれば通り抜けてしまう程度の広さだ。それから、目立った目標を撮る。場合によっては、低空飛行をして、詳細を撮らなければならなかった。

　ミラージュ機とエリィカ機は十メートルほどの間隔で並び、時速百キロほどで飛行した。きれいな横列編隊飛行。まるで戦闘機どうしが手を繋つないで、平和な空をデュエットしながら飛んでいるかのようだ。

　しかしコクピットの中では、ミラージュもエリィカも、忙しく動いていた。

　間欠的にレリーズを切り、編隊を崩さないよう、互いの間隔に気を配り、さらに上空警戒、また偵察すべき地形にも注意を払わなくてはならない。

　写真を五十枚も撮ったところで、敵基地と思おぼしき場所の上空にさしかかった。

「わあ！　これがみんな敵!?」

　巨大な野営地が作られている。

　大きなテントが隙すき間まなく並び、その広さは陸上競技のトラック数十枚分の広さだった。さらに、鉄道の引き込み線。そこから運び込まれたと思える、重装備の数々。戦車、重砲、輸送車しや輌りよう……。

「敵が総攻撃を……!?」

　エリィカはつぶやきながら、一心にシャッターを切った。

　一枚を撮っても、フィルムが巻き上げられなければ次のシャッターは切れない。レリーズボタンを押す手がもどかしかった。

　敵が隠そうとしているものはまさにこれだった。エリィカとミラージュの強行偵察隊はすべてをカメラに収めた。

　右手を見ると、ミラージュが手を大きく回している。

　もう一度、旋回して低空から撮る、と言っているのだ。

「はいはい！　了解！」

　エリィカも手で返事を返す。

　初めて見る大規模な敵の部隊に、興奮して心臓が高鳴っている。スロットルレバーを握る手が震えた。しかし、恐怖はない！

　二度目の侵入は、さっきよりも危険だった。奇襲でない分だけ、敵に応酬の時間を与えてしまっている。

　今度は高度五百メートル以下と低空だ。スピードを上げる。

　人の姿がはっきり見える。ミラージュとエリィカ機の侵入に、あわてて右往左往していた。対空陣地に取り付き、機関銃を撃ち上げてくる。

「わああああああ！」

　エリィカは声を上げていた。

　敵の頭上をフルスピードで駆け抜ける。ときおり、シュッ、シュッ、と空気をかすめて機銃弾が飛び過ぎていくのがわかる。

　恐おそろしいほどの高揚感。叫ばずにはいられない！

　シャッターを切りまくって、基地上空を飛び抜けた。そして上昇。一気に千五百メートルまで。

　偵察は成功だ。あとはフィルムを基地へ持ち帰るだけ。

「大尉！　もう一度ですか!?」

　エリィカがミラージュを振り返った。

　が、隣に位置するはずのミラージュ機は、突如単独で急降下すると、敵基地をなめるような超低空で飛んでいく。

「え？」

　エリィカは追いかけようとして、一瞬迷った。こんなことは事前の打ち合わせにはない。ミラージュ機に何か起こったのか。

　敵基地上空を大きく一回りしたミラージュ機は、やがて急上昇すると戻ってきた。エリィカ機に並びかける。

「どうしたの？　大尉、何か……上？」

　ミラージュは上空を指差していた。そして、合図のバンク。

　エリィカは空を仰いだ。すでに陽ひが落ちかけてきている。また雲が出てきていた。その空に、

「いる！」

　黒い点が動いている。見る見る、大きくなってきた。

　エリィカは操そう縦じゆう桿かんを倒し、フットペダルを踏んだ。

　半横転でかわす。

　エリィカがかわしたのと、タタタタ、という音が通り過ぎるのがいっしょだった。機体のすぐ横を、シュン、シュン、と赤い矢のようなものがかすめていった。

　五発に一発入っている曳えい光こう弾だんがエリィカの横を過ぎていったのだ。そして降下反転しながら見た。地面を上にした視界の中を、敵の戦闘機が通り過ぎていく。

　翼に黒い三本のストライプ。

「!!」

　瞬間、エリィカは自分を失った。カッ、と頭に血が上った。降下反転のＧのせいではない。目を見開いていた。

　ギンヌメール！

「お姉さまの、仇かたきだ!!」

　これこそ、正真正銘、姉の仇の機体だった。

　エリィカは機体を戻すと、フルスロットルで上昇した。

「あれを、落とす！」

　ギンヌメールはエリィカを一撃したあと、降下から上昇に転じている。大きな弧を描かきながら、ゆっくりと上昇していた。

「遅い！」

　エリィカは鋭くバンクして小さな回転半径で旋回すると、ギンヌメール機の背後につこうとした。

　ギンヌメールの機体はスパッドⅤⅡ。トップスピードと機体の耐久度に優れる、共和国空軍の主力戦闘機だ。急降下性能も高い。

　対するエリィカたちのフォッカーＤｒ．Ｉｓは、上昇力と運動性能で上回っていた。格闘戦に持ち込めば、フォッカーに分がある。

　敵は一機。背後についてさえしまえば、あとは、撃墜を阻むものはなにもない。

　しかし、ミラージュはそれを見て、叫んでいた。

「ダメだ！　離れろ！」

　ミラージュ機はエリィカと反対方向に降下反転していた。大急ぎで上昇する。が、エリィカとギンヌメールにはすぐに追いつけない。

「いけない！　このままでは……あのときと同じになる……！」

　スロットルを入れながら、ミラージュは焦った。エリィカに伝えたかった。しかしエリィカとは千メートル以上離れてしまっている。

　ギンヌメール機は緩慢に上昇していく。どこか、故障でも起きたような動きだ。エリィカは鋭い上昇と旋回で、たちまち追いついた。

　距離百メートル。

「そこ！」

　機関銃のレバーを握る。

　ドドドド！

　一連射！　しかし、ギンヌメールはひらり、とかわす。エリィカはさらに近づいた。

　距離五十メートル。四十メートル……。

　じりじりと差を詰める。

　照準を覗のぞくエリィカの額ひたいに汗が流れた。三十メートル……二十メートル。

　ついに、照準環の外側の円から、ギンヌメール機の翼がはみ出すほどに近づいた。照星は確実に機体のコクピット、そのやや先を捉とらえている。

「もらった！　お姉さま……！」

　発射レバーをまさに握ろうとした瞬間だった。

　ババババ！　という発射音とともに、機体が衝撃を受けた。

「何!?」

　エリィカは振り返った。が、一瞬、炎に目を塞ふさがれた。

　何が起こっているのかわからなかった。しかし、次の瞬間、炎を噴いた敵機が降下していき、かすめるようにミラージュ機が上昇していった。

　目の前のギンヌメール機はとうに反転降下を行っている。エリィカも螺ら旋せん上昇で離脱した。

　上昇していくエリィカの目に、上空にいる黒い機影が映った。

　目を下に転ずると、炎を噴いた敵機が完全に失速し、錐きりもみしながら落ちていくのが見えた。途中で翼が折れた。そのまま地上に激突し、投げ捨てた花火のように火の粉を撒まいた。

　エリィカの機体にもいくつもの穴が開いていた。そこから空気が入り込み、いつもと違った音を立てる。昇降しようこう舵だの一部が破れていた。

「後ろから、撃たれた」

　エリィカは衝撃を受けた。

　ギンヌメール機を追いかけるのに夢中で、後方の警戒が完全におろそかになっていた。敵機はそこへ、おそらくは上空から降下してきて、エリィカの後方につき、機関銃を浴びせたのだろう。

　あと一瞬、長く機銃を浴びていたら、エリィカのほうが撃墜されていた。

　それを救ったのはミラージュだった。エリィカに銃撃を浴びせる敵に、ほぼ同じタイミングで銃弾を放った。その結果、エリィカは離脱することができ、敵機は炎を噴いて落ちていった。

「甘かった、あたし……」

　一気に恐怖が襲ってくる。エリィカの心をわしづかみにした。しかし、躊ちゆう躇ちよしている余裕は与えてくれない。

　高空から敵が降下してくる。その数は二機。

「大尉は!?」

　空を捜した。

　エリィカよりも低空で、ミラージュが敵機に追撃されていた。ギンヌメールと一機。撃墜された機を含め、敵は五機もいたのか！

　罠わなだった！　明らかに。

　ギンヌメールが単機、エリィカに緩慢な攻撃をかけて、逃げる。故障でも起きたように装って、エリィカが追ってくるのを待つ。それを、上空に待機していた列機が襲うのだ。

　おそらくは、経験の浅い列機に実戦の感覚とスコアを与えるため、ギンヌメールが自ら囮おとりになって仕組んだ罠わなだったのだ。

「それを……あたしは！」

　エリィカにミラージュを助ける余裕はない。

　降下してくる敵を、半横転でかわし、降下旋回に入る。しかしすぐに食いつかれた。

　ババババ、ババババ！

　曳えい光こう弾だんが機体をかすめる。

　ブバッ！

　いやな音とともに、主翼に穴が開いた。三枚の翼のうち、二枚を貫通している。

「あたしの戦闘機！　せっかくの、新品なのに!!」

　スロットルを開き、上昇反転。インメルマンターンで敵の背後に……。

「つけない！」

　敵もまた、インメルマンターンで付いてきていた。エリィカはさらに錐きりもみ降下で逃れる。しかし、これもまた、同様に追い付かれた。

　しかもその間、もう一機の敵は、付かず離れずの距離で付いてきている。列機がエリィカを取り逃がせばすかさず攻撃に入り、そうでなければ外側を固めてじっと待つ。攻撃している列機が疲れたら、交代することもあるだろう。

　これが二対一の戦いの恐おそろしさだった。

　エリィカはこのまま逃げ続けても必ず捕まってしまう。体力もどんどん消耗するし、撃たれれば機体の損害は増えていく。それ以前に、気力が尽きて諦あきらめてしまい、そこを撃たれるということも、実際の空戦ではたびたびあることだった。

「逃げてるだけじゃやられる！　でも、どうしたら……！」

　エリィカが戦っているのと同時に、ミラージュも戦っていた。

　やはり二対一。しかしミラージュはさすがに落ち着いた機動で敵をかわし、ときに攻撃に出た。

　ババババ！　ババ！

　しかし敵をかわしながらの攻撃はミラージュにも荷が勝ちすぎていた。

　一対一なら、撃墜できる可能性はあった。しかし敵機、特に翼に三本のストライプのギンヌメール機は、執しつ拗ようにミラージュを追いかけた。

　ミラージュにできることは、急降下から速度をつけたままひたすら逃走することだったろう。Ｄｒ．Ｉｓの機体が急降下の負担に耐えられれば、ギンヌメールたちのスパッドをかろうじて振り切れるかもしれない。

　しかしそれではエリィカを殺すことになる。

「エリィカ！」

　ミラージュはときおり空にエリィカを捜した。

　どんどん空は暗くなっている。太陽が山の稜線りようせんに沈もうとしていた。

　空にある戦闘機は立体感のある機影ではなく、赤黒い空に映る黒い染みのようになっている。

　そんな状態で、空戦のさなかにエリィカを捜し出すことは難しかった。ただ、撃墜されて落ちていく機がないことから、エリィカの無事を知るだけだった。

「くっ！」

　ミラージュは思い切って降下すると、地上すれすれに飛んだ。高度は十メートルを切っている。

　さらに、速度を落とした。巡航速度よりもさらに下げる。失速寸前の速度だ。

　これを、敵の一機は、ミラージュが諦あきらめた、と思い込んだ。絶好の餌え食じきに食らい付いてきた。

　後上方から決定的な一撃を加えようと、降下してくる。

　しかし、距離とスピードの目算が狂った。ミラージュ機が極端にスピードを落としたせいだ。敵機はオーバースピードのまま、射撃した。

　ババババババババ！

　弾丸はすべて、ミラージュ機の前方を過ぎて落ちた。しかし敵機は弾道を修正しようと焦り、射撃を続けたまま、それをしようとした。

　結果、機体のコントロールがおろそかになった。

　引き起こすタイミングを誤った機体は、ミラージュ機をかすめると、地上に激突した。

　ブォン！

　立ち昇る炎と煙。

　……地上に上がった炎の柱を上空から見たエリィカは、覚悟を決めた。

「大尉が!?　そんなわけ……！　ううん。あたしも、やらなきゃ……やられる！」

　敵は余裕を持っている。

　エリィカを追い詰めて確実に撃墜しようとしている。しかし、絶対有利な状況の中、自分が撃ち落とされることは想像していない。安全に、無理をせず、エリィカを撃とうとしているのだ。

　そのバランスが崩れたら！

　エリィカは一いちか八ばちか、螺ら旋せん上昇からフルスロットルで急上昇に入った。

「ついてくる!?」

　思ったとおり、追撃してくる。

　敵は、エリィカが自棄で急上昇するほど追い込まれていると思ったのか、悠然と付いてくる。

　上昇角度が大きくなる。四十度……五十度……六十度……。

　フォッカーＤｒ．Ｉｓは無類の上昇性能で駆け上っていく。六十度以上は、もう垂直上昇と同じだ。高度四千五百メートル。エンジンが息をつき始めた。

「まだ、追ってくる？」

　エリィカは振り返った。敵機との距離は約百メートル。しかし、敵もこの急角度の上昇に、気づいた。エリィカが何をしようとしているのかを。

　一瞬早く、反転して降下しようとした。

　が、エリィカはそれを見逃さなかった。

「えええい！」

　エンジンをカットオフ！

　同時に、レリーズボタン下のレバーを思い切り引く。

　ガゴッ！

　音とともに、機体の腹にセットされていた写真機が外れた。落ちていく、重量三十キロの塊かたまり。

　写真機は敵に当たらなかった。しかし、機体をかすめて落ちていく重量物に、敵は動転した。

　避けようと、無理な反転を打った。

　瞬間、無防備な腹が上を向く。そこへ、エリィカの、エンジンを止めた機体が失速反転で落ちてきた。

　ババババババババ!!

　心地よい機関銃の発射音。弾丸は、それまでがウソのように、敵機の白い腹に吸い込まれていく。

　エリィカの目は、それをスローモーションのように眺めた。

　バン、バン、バン、バン！

　一発ごとに構造材が飛び散り、破片を撒まき散らす。前輪が被弾して、タイヤが弾はじけ飛んだ。下翼に大穴が空あく。羽根が折れる音が聞こえた。

　そこから、また時間が元に戻った。失速した敵機が、見る見る小さくなっていく。途中で主翼の一部が千ち切ぎれるのが見えた。

「やった!!」

　喜びの声を上げながらも、エリィカは次に来るものを予期しないほど楽天的ではなかった。

　急いで点火スイッチを入れる。

　バロッ！　バロロロロ！

　エンジンに力が戻ってきた。しかし、遅い。

　エリィカを襲っていた二機一組の片割れ。仲間が撃墜されるのを見たもう片方の機体が、エリィカに襲いかかってこないはずはない。しかもいま、エリィカはエンジンの力を失い、自由落下している無防備な存在なのだ。

　一機だったら！

　エリィカは歯は噛がみした。

　敵が一機だけならば、エリィカの失速反転戦法も有効だった。エリィカはすんでの逆転勝利を収めた。模も擬ぎ空戦でミラージュに対したように。

　しかし、エリィカを追っている敵は二機だ。

　一機を落としても、そのせいでもう一機に決定的な隙すきを与えるなら、それはすでに戦術ではない。敵一機と心中する自殺攻撃だ。

　わかっていた。しかしエリィカにはそれしかできる術すべがなかった。

　来た！

　敵にとってエリィカはあまりにも料理しやすい獲物だった。

　エリィカは今度こそ、被弾を覚悟した。被弾、それが死に繋つながることも。

「……!!」

　バババババッ！

　バン、バン、ガン！　ドン！

　発射音と命中音。エリィカは身体からだを貫く銃弾の衝撃を覚悟した。

　……しかしエリィカは無傷だった。

「大尉!!」

　とっさに、敵機とエリィカの間に入ったのは、ミラージュだった。敵の射線に身を曝さらしたミラージュは、敵機の機銃弾をすべて浴びた。

　胴体に穴が開き、尾翼が吹き飛んだ。

　急速に落ちていく。

「大尉―――――――!!」

　ミラージュ機を追いかけてエリィカは急降下した。

　日の落ちかけた、黒い森へ落ちていく機影。

　しかし、エリィカもミラージュ機を最後まで確認することはできなかった。すぐに次が来る。

　二対二になりかけた対決は、ミラージュの墜つい落らくで再び二対一に戻ったからだ。

　しかも一機はギンヌメール機！

　背後についた機が、さかんに銃撃をしかけてくる。エリィカは逃げることで必死だった。

　ババババ、ババババ！

　曳えい光こう弾だんが機体の脇わきを飛び過ぎていく。暗くなった空に、オレンジ色の光はやけに眩まぶしく見えた。

　急上昇、急旋回を試す。それでも振り切れない。

　何度も銃撃された。完全にはかわしきれず、機体に損傷が増えていった。胴体も主翼も、尾翼も穴だらけにされた。エリィカの、貴婦人のようだった真新しい戦闘機が、いまではボロをまとったみすぼらしい姿に成り果てていた。

　それでも逃げなくては、懸命に逃げなくてはならない。

　ギンヌメール機は、攻撃を列機にまかせて上空警戒を行っている。その姿を目で捉とらえることももう難しかった。

　まして撃墜することなど！

「ダメだ！　こんなことじゃ、ダメなのに！　お姉さまの……！」

　これではシャールロッテの仇かたきなど、とても討てない。たとえ一対一だって、ギンヌメールに勝てるなど、おぼつかない。

　敵に反撃することもできず、逃げ続ける。

　永遠にも思える時間だった。しかし実際には五分程度しか経たっていないのだ。

　エリィカは、あらゆる飛行法で敵をかわし続けた。

　後方を確認し、前方や上方に気を配る。

　機体のスピード、エンジン出力にも注意しなくてはならない。突っ込みすぎ、オーバースピードでは、すぐに相手に食い付かれてしまう。ときにはフルスピードで旋回、上昇。身体からだ中の血液が一方向に集まっていく。

　頭にＧがかかれば脳への血液が過多となって焼けるような感覚が一瞬訪れる。視界が赤く染まった。

　逆に足のほうにＧがかかれば、逆に脳からは血液が引いていき、凍るような冷たさを味わう。視界は暗くかすんでいく。

　ともすれば意識が薄れがちになる。どうしても注意力が低下してくる。それは運動能力にも影響した。手足が重い。自分のものでないように、動きも感覚も鈍ってくる。

　しかしエリィカは諦あきらめなかった。

　勝てない、とわかっている戦いを、懸命にしのいだ。

　手も脚も身体も、限界を超えてさらに耐えた。朦もう朧ろうとする意識の中で、機体を操った。

　ババッ……。

　短く弾丸の音。しかしそれきり、撃ってこなくなった。

　敵機の弾丸が切れたのだ。

　一機が搭載している機銃弾の量はせいぜい二百～三百発。撃ちっぱなしでは三十秒弱で弾丸が尽きる。

　とうとう、エリィカは生き延びたのか。

　弾の尽きた敵機は、エリィカから離れると上昇していった。しかし、代わりに、ギンヌメールの機が降りてきた。

「ダメ、だ……」

　今度こそ、エリィカの背中に冷たいものが走った。

　これ以上、逃げることはできない。気力も体力も、機体も限界をはるかに超えている。それに空戦では、通常の飛行の数倍の燃料を一気に消費してしまう。燃料も、すでに尽きかけていた。

　それでもエリィカは、最後に残った気力を振り絞って、飛ぼうとした。しかし、

　ブロッ、ブロロロロッ……ロロロロ……。

　エンジンが白煙を噴いた。

　これまでの無理な機動がたたったのだ。

「そんな、お願い！」

　エリィカはスロットルレバーを何度も動かした。

　しかし急速にパワーは失われていく。ガクンと高度と速度が落ちた。まだエンジンは回転しているが、いつ止まるかもわからない。

　観念するのか。諦あきらめて、死ぬのを待つのか。まったく何も抵抗することもできない。

　ギンヌメール機が、エリィカの背後についた。

　距離は三十メートル……十メートル。

　エリィカはヨロヨロと直線飛行をしているだけだ。外したくても、外れないだろう。事実、ギンヌメール機の照準環には、エリィカ機の翼幅が環からはみ出すほどに大きく映っていた。

　しかし、不思議なことが起こった。

　照準を覗のぞくギンヌメールは、急に何かに気づいたように、顔を上げた。エリィカから距離をとる。そうしておいて、今度はまた近づいた。並びかけた。

「どういうこと!?」

　エリィカは、隣にぴったりとついたギンヌメール機を眺める。ギンヌメールもまた、コクピットからこちらを見ていた。

　突然、ギンヌメールがゴーグルを上げた。そのまま、飛行帽も脱ぐ。長い金色の髪が、フワッ、と空に舞った。

「!!」

　エリィカは目を見張った。

　その美しさに。まるで、姉、シャールロッテその人を見るようだった。

「違う……でも……」

　姉ではない。顔も髪の色も違う。しかし、エリィカを見つめるその目。それに、やさしく微笑ほほえむ口元。

「こんなきれいな人に……お姉さまは……」

　ギンヌメールの口が開いた。言葉を刻む。

「何を言っているの？　……ア……デュー……また、会いましょう……？」

　次の瞬間、ギンヌメールは小さく手を振った。そして、切り裂くようなバンクで離れていった。列機も続く。

　エリィカは、日の暮れた空に、一人で残された。

　エリィカは、生き残った。

　ブロロ……ロロロロ……。

「いけない！」

　一瞬、呆ぼう然ぜんとしていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　助かった、という安あん堵ど感から力が抜け、これまでの消耗した体力、気力の分だけ急激なだるさに襲われる。睡魔までが襲ってきた。何もかも放り出して、目を閉じてしまいたくなる。

「大尉を！」

　しかし、エリィカはこのまま帰投するわけにはいかない。

　エリィカだけなら、エンジンが奇跡的に止まらなければ、これ以上敵に会わなければ、なんとか帰りつけるかもしれない。だが、エリィカの身代わりになって墜つい落らくしていったミラージュをなんとしてでも捜さなくては。

　エリィカは不調のエンジンをだましだまし動かし続けた。このエンジン音では、シリンダーが一つ二つ死んでいる。不意に焼きついて、いつ止まるかもしれない。

　慎重に、高度百メートルまで降下する。すでに太陽はどこにもない。

　ミラージュが撃墜されたあとも、敵機に追尾されてさんざん逃げ回ったため、正確な墜落場所はわからなくなってしまっていた。しかもエリィカは、ミラージュが地上に激突したのか、胴体着陸したのか、またパラシュート降下したのかも見ていない。そんな余裕はなかったのだ。

　だから乏しい燃料の中、ミラージュを捜しに行くなど自殺行為だった。しかもすでに太陽はすっかり山の向こうに隠れてしまっている。

「このままじゃ、絶対帰れない」

　しかしエリィカは、たとえ自分が墜落してもミラージュを捜そうと思った。それは飛行気乗りとしては間違った決断だったかもしれない。それでも、決意は変わらなかった。

「大尉が、くれた命だから……もうあたしは、死んでいてもおかしくなかった」

　捜索を始めてから約十分。だから、地上に反射光を見つけたのは奇跡に等しかった。

「あった!!」

　不時着した機体の、剥むき出しになった鋼管フレームに光が反射していた。

　山の稜線りようせんがそこだけ大きく切れ込んだところから、最後の太陽の光の一滴がこぼれ出ていた。その光がミラージュ機に反射し、エリィカに知らせたのだ。奇跡の証拠のように、エリィカが機体を発見したあと、本当に太陽は完全に没してしまった。

「大尉！」

　エリィカは叫んだ。ミラージュ機の残ざん骸がいぎりぎり上を飛ぶ。コクピットを見た。しかし上翼が邪魔してよく見えない。

「よおし！」

　エリィカは一度ターンすると、着陸を決意した。

　森が切れて、空き地のように草地が広がっている。一度降りたら、もう飛べるかはわからない。

　送油管の弁を閉じる。着陸時の火炎を防ぐためだ。

　高度を徐々に落とした。すでに、エンジンの出力は最低に近い。スロットルを絞るまでもなかった。

　二十メートル……十メートル……五メートル……。

　操そう縦じゆう桿かんを引いて昇降しようこう舵だを上げる、その寸前！

　ガガッ！　ガガガガ！

　エンジンが、突然停止した。

　一瞬で失速する機体。

　ドシ！

　尾び橇そりから着地した。しかし、止まらない。機体はバウンドし、落ちてきたところでまたバウンドした。今度は機首が下を向く。つんのめった。

「うあああああああ！」

　ガガン!!

　……止まった。

　機体は完全に逆立ちしていた。方向舵が剥はがれて落ちた。エリィカの新鋭機は、完全にスクラップと化した。

「……てえ……」

　エリィカは機首を下にしたコクピットの中で、宙ちゆう吊づり状態になっていた。ハーネスを外すと、そのまま計器盤のほうへ落ちる。なんとか身体からだを持ち上げ、機体の外へ這はい出した。最後は地面へ飛び降りる。

　尻しり餅もちをついた。なんだか立ち上がれる気がしなくて、そのまま仰向けになった。空を仰ぐと、ようやく地面についたのだ、という実感がわいてきた。

　機体を見る。

「あ～あ……あたし、何回墜つい落らくしてんだろ」

　残ざん骸がいになってしまった愛機をぼんやりと眺めると、涙が滲にじんできた。

「……いけない」

　思いなおして、立ち上がった。まだこぼれてはいない涙を拭ぬぐう。自分は怪け我がもせず二本の足で地面に立っている。それを感謝しよう。

　もう一度エリィカはコクピットによじ登り、シートの後ろから緊急救命用のキットを取り出した。防水仕様の皮袋の中に、包帯や止血剤、それにモルヒネや注射器などが入っている。それに拳けん銃じゆう。

　ここは敵地のはず。いつ敵兵がやってこないとも限らない。

　振り返った。もうかなり暗い。足元がぼんやりとしか見えなくなってきている。エリィカはミラージュ機のほうへ急いだ。
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「これは……」

　エリィカはミラージュ機に近寄って、息を呑のんだ。

　一見、原形を保っているように見えるミラージュ機だったが、コクピットが大きく裂けている。中の鋼管フレームが捩ねじ切れていた。着陸の際に、大きな力が無理にかかったに違いない。

　しかし、コクピットの中に、ミラージュの姿がない。

　着陸の衝撃で投げ出されたのか。

　辺りを捜したが、見つからない。

「大尉……どこにいるのよ。まさか、大声出して呼ぶわけにもいかないし……」

　どこに敵がいるかわからないのだ。本当は、こうして機体の側にいるのも危なかった。

「途中でパラシュートで降りたのかな……それとも、まさか、もう」

　もう、敵兵に捕まってしまったのか。殺されて……!?

「まさかまさかまさか……ダメダメダメ！」

　エリィカは頭を勢いよく振った。不吉な考えを吹き飛ばす。

「大尉が、そんなにやすやすと死ぬわけない。大尉に、いま死なれたら、あたしが困るんだから。まだ、生きていてもらわないと」

　エリィカはそろそろと進んだ。飛行機の周りを離れる。

　すぐ側まで迫ってきている森に目をやった。敵兵から隠れるとすれば、この中がいちばん考えられる。

「よおし！」

　エリィカは決心すると、拳けん銃じゆうをかざしながら森の中へ歩を進めた。

「大尉。ミラージュ大尉……」

　小声で呼びかけながら歩く。そのくらいでは届かないとわかっていても、何か声を出さないと不安だった。

　植林されたのではない、自然の森だった。

　密度が濃く、ときおり捩ねじ曲がったような巨木が目を惹ひいた。ほとんど光の射ささない地面には、堆たい肥ひのように朽ちた雑草や枝が積もっている。森の中の遮光性も手伝って、まだ五分も歩かないうちに、真っ暗になっていた。

「仕方ない。ライターを……なんて、ないよ。あたし、タバコ吸わないもん。これからは、懐中電灯もサバイバルキットに入れてほしいよ」

　上空の友軍機に合図を送るための発光、発煙筒はある。しかしいまこれを使うわけにはいかない。

「……大尉、どこですか……やっぱり、いないのかな、こんなところ……に！」

　突然、背後から組み付かれた。首を腕で圧迫される。そのまま、背後へ倒れ込んだ。

「……ん、ぐっ！　いっ！」

　完全に腕はエリィカの喉のどの辺りに入っている。このままでは気道が圧迫されて窒息する！

「……うぅ……お姉さ……！」

　と、不意に、腕が緩んだ。エリィカは思い切り、息を吸い込んだ。

「ん、あー！　ケホッ、ケホ……」

　咳せき込こむエリィカの背後に密着した人物が言った。

「おまえだったのか」

「大尉！　大尉、生きてたんですね！　……あ」

　エリィカは思わず歓喜の声を上げてしまったことに気づいて、自分で渋しぶ面つらを作った。

「大尉、無事なら無事だって、それに、突然後ろから襲ってくるなんて、ひどすぎ！　死ぬかと思った！」

「すまない」

　ミラージュは木の幹にもたれると、そのまま地面へ座り込んだ。その動作がどこか不自然だった。

「大尉、どこか、怪け我がを？」

「いや……」

　暗くてよく見えない。

「怪我をしてるなら、治療しなくちゃ。あたし、救急キットを、機体からもってきましたから。見せてください」

「いや、怪我は、してない」

「でも、変ですよ、その……」

　押し問答のような会話のあと、ミラージュが、

「わかった」

　そう言って、手に持ったライターをつけた。

　シュボッ……オイルの臭においとともに、明るい炎が二人を、辺りを、照らした。

「た……!!」

　エリィカは息を呑のんだ。

「昔の、怪け我がだ」

　ミラージュの左足がなかった。左足の、膝ひざから下は、ズボンが千ち切ぎれて、なくなっている。ブーツもなかった。

「義足……？」

「ああ。運が、よかった。墜つい落らくしたときに、鋼管パイプがよじれて、こっちの足がからまった。反対だったら、もう一つの足もなくしたところだ」

「そんな！　誰だれも教えてくれなかった。それに、今日だってちゃんと飛行して」

　ミラージュは敵機さえ撃墜している。

「部隊では、フルマーくらいしか知らない」

「でも」

「それより……このままここにいては危ない。明日になったら敵兵が捜索に来る。友軍の戦線まで、おまえだけでも歩いていけ」



    

  
    
      



    

  
    
      「大尉は」

「私は、こんな身体からだだ。戦線まで百キロはあるだろう。とても無理だ。ここで、敵が来るのを待つ。うまくいけば、捕虜になれるだろう」

「そんな！　ダメです。捕虜なんて！　どんな扱いをされるか！」

「心配するな。敵も、悪魔ではない」

　ミラージュは言うが、捕虜の扱いは微妙な問題だった。

　交戦国規定で、戦時捕虜の扱いは定められているものの、最初の接触を果たす前線の兵士に、厳密な規則や規約の運用を期待するのは無理があった。

　けっきょくは、捕虜を捉とらえた者の気分しだいであり、寛大な措置を望むのはかなり希望的な部分が大きかったのである。

　これは特に、女性兵士がほとんどを占める空軍、特にパイロットについてささやかれていることだった。

「歩きましょう！　まだ、夜の七時を回ったくらいです。夜通し歩けば、味方の戦線に……その、少しでも！」

　百キロを休まずに歩いたとして、最低でも十六～十七時間はかかる。それも、健康な者が、平へい坦たんな道を歩いたとして、だ。森や、膝ひざまである雑草の中など、道のないところを、それも、片脚のミラージュでは、絶望的に思えるのは無理もなかった。

「待ってください！」

　エリィカはミラージュのオイルライターを借りると、あちこちを照らして回った。

　しばらくして……。

「あった！」

　エリィカはナイフを取り出すと、折れて垂れている木の枝を切り始めた。

「何をしている」

「黙っててください。いま……」

　ナイフは小さく、直径三～四センチの枝を切るのも骨だった。

「あ痛！」

　しかしエリィカは、やり通した。あとは、小さな枝を払ってしまえば、望んだ物が完成する。

「はい。これを」

　杖つえだった。手でつかむ横枝があるのが、心憎い気遣いだ。

「大尉の身長に合うように、長いのにしたんですけど」

「バカを言うな。こんなものでどうにもなるものか。それより、おまえだけでも逃げろ。一人なら、明日の間中には、味方のところまで辿たどり着ける」

「ダメです！　あたし一人で逃げるなんてダメ！　大尉がいっしょでないと！」

「なぜだ。おまえは私を憎んでいるはずだ。私など置いて逃げればいい。私もそれを望んでいる」

「だから！　ダメなの！　こんなことで大尉が捕虜になったり、死んだり、したら、あたしがヴァルハラに行ってから、お姉さまに叱しかられます！　それに、大尉の知っていることを、全部あたしに話してくれてからじゃないと、あたしは許さない、だから！」

　エリィカの真顔をミラージュは無言で見つめていた。と、クスッ、と笑った。

「おまえ一人なら逃げられるものを、仕方がない」

　エリィカから杖つえを受け取る。

「そうだ。フィルムを持ってこなきゃ！　あたし、飛行機から撮影したフィルムを外してきます！　大尉のも」

　飛行機の元へ戻ろうとするエリィカを、ミラージュが呼び止めた。

「その必要はない」

「え、どうして……敵基地を写したあのフィルムが」

「あれはデコイだ。違和感があったから、低空に降りて調べてみた。どれも、木や紙で作られた模型だ」

「そんな！　じゃあ、あの戦車も、飛行機も……」

「そうだ。あれだけの規模の基地にしては、人の数が少なすぎる。それで気づいた」

　欺ぎ瞞まん行為。

　戦場では、本物そっくりの模型を並べて、敵の目を欺くことがしばしばある。兵力を過大に見せかけるため、真の主力部隊を隠すため、情報を混乱させるため……。ときに、よほど近づかなければわからないほどの、精密な模型も用もちいられた。

　空から見ただけでそれに気づいたのは、ミラージュの鋭さと経験の賜たま物ものといえるだろう。

「それじゃ、あたしたち、ずっと騙だまされて……」

「ああ。ご丁寧に、戦闘機まで配置して、基地を守ろうとさえしていた。敵の誤算は、防空戦闘機隊が強すぎて、わが軍の偵察機をすべて撃墜してしまったことだ」

「強すぎる、敵……」



    

  
    
      

４章　女神の翼
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　実際には、杖つえを突きながらミラージュが歩くのも、それを支えて歩くエリィカも、そうとうの困難を伴った。

　急ごしらえの杖は使う人間にすぐに苦痛をもたらしたが、ミラージュは文句も泣き言も言わなかった。ただひたすら歩き続けた。エリィカはミラージュに肩を貸すような格好でいたが、身長がミラージュより十センチ以上低いエリィカではあまり有効なサポートにはなっていないようだった。

　結果、大人がゆっくり歩く程度、どころか、赤ん坊のよちよち歩き程度のスピードがやっとだった。それも、十分歩くと、五分程度の休憩は不可欠で、二時間も歩くと、休憩後に立ち上がるのが困難になっていった。

　かろうじて幸運だったのは、雲が晴れたことだろう。降り注ぐ月明かりのおかげで、明かりをつけなくとも足元が見えるようになっていた。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……」

　何度目か、十何度目かの休憩に、崩れるように地面に倒れながら、エリィカは荒あらい呼吸に胸を波打たせた。

　ミラージュも同じように疲れている。しかし努めて平静を装っていた。

「今日は、これ以上は無理だろう。もう十一時だ。睡眠をとって、明日の明け方からまた歩くのがいい」

「りょうかいです。確かにもう、限界……！」

　エリィカはそれでも立ち上がって、辺りを探した。すぐに、くぼ地の上を倒木が塞ふさいでいる地形を見つけた。これなら発見されにくいし、寄り添って寝れば暖かい。

　ミラージュを手伝って、くぼ地に納まった。長なが椅い子すにルーズに寝そべっているような格好は意外に心地よい。

　ようやく落ち着いたことで、エリィカは思い出した。

「……あの、さっきは、というか、空では、助けていただいて、申しわけ、ありませんでした。それなのに、あたしまでけっきょく、撃墜されたようなことになって」

　ミラージュがエリィカの身代わりに敵機の銃弾を浴びたことを言っている。

「こうして生きている。二人ともな。上出来だ」

「ギンヌメールに……見逃してもらったんです。あたし……」

　エリィカはポツポツと、ミラージュが落ちてからの空戦の経けい緯いを語った。

「……偉そうなことを言って、けっきょく、逃げ回ることしか、できなかった。もう、死んだのも同然だったのに、あの人は、撃たなかった」

　あの人、と言ったのは、ギンヌメールの顔を見たからだった。顔も知らない、姿も見たことのない敵なら、あいつ、呼ばわりできる。しかし、顔を、こちらを見つめる目を、話しかける口元を見てしまっている。

「ギンヌメールか」

「きれいな、人でした。お姉さまくらい……」

　そこまで言って、会話が途切れた。沈黙が訪れる。

　無音の夜の森の、静寂を破ったのは、やはりエリィカのほうだった。

「話して、もらえませんか」

　また時間が流れる。

　ミラージュが、ようやく口を開いた。

「……二度と、誰だれにも話すまいと思っていた……」

　息を吐き出す。初夏なのに、森の空気は冷たかった。

　語り出すミラージュの横顔は、闇やみに溶けて、その表情を隠している。

　ミラージュの長い話は、何度も途切れながら、森の時間に沿って流れるように続いた。ときおりエリィカに促されながら。

　……二年前。ミラージュとシャールロッテは、航空学校からの同期で、友人だった。それ以来、部隊に配属されてからも、ずっと、ペアを組んできた。そして運命の飛行のときは、三機の小隊だった。ミラージュ、シャールロッテ、それにトリュープ。

「トリュープって」

「昨日、基地で会った、第一飛行隊の、彼女だ」

「じゃあ、お姉さまのことを」

「そうだ。私たちは、三機で哨戒しようかい任務に就いていた。ちょうど、今日のように、敵味方の勢力範囲の入り組んだところだった。穏やかな、いい天気だった」

　ミラージュはその日の情景を思い描えがくように、目を閉じた。

　雲の少ない青空を、三機編隊で飛ぶアルバトロスが、エリィカの脳裏に映った。先頭を行くのはミラージュ機。その後方に、シャールロッテの機体！

　高度三千メートル程度で定常旋回をしているとき、雲の切れ目から、敵の戦闘機が一機、降りてくるのが見えた。こちらに背を向けて、ゆっくり飛んでいる。ミラージュたちには気づいていない。こちらに気づいていない敵。絶好の相手だったが、ミラージュは、嫌な予感がした。慎重に後をつけるか、あるいはより高空に占せん位いして、周囲を確かめるべきだと思った。

　機上のミラージュが手振りで合図すると、シャールロッテも頷うなずいて上昇を始めた。ミラージュたちは、ゆうゆうと飛ぶ敵機から離れて、様子を見ようとした。

　そのとき、トリュープ機が編隊から離れて、一機で降下を始めた。敵機に向かって、スピードを上げていく。明らかに、敵機を撃墜するコースだった。

「私はトリュープに戻るよう合図をしたが、無駄だった。その頃ころ彼女はまだビギナーで、戦果がなかった。初撃墜を焦っていた。それに気づかない私がうかつだった」

　すぐにシャールロッテが追いかけた。ミラージュも続いたが、最初のダッシュに出遅れたのが災いして、トリュープ、シャールロッテ機に大きく水を開けられた。

　トリュープは敵機に緩やかな後上方から近づこうとした。理想的なアプローチだが、まっすぐ近づいていくのは敵にも発見されやすい。それでも敵は針路を変えず、トリュープの攻撃は成功するかに見えた。

「そのときだ。さらに上空の雲間から、二機の敵が降ってきた。そして、トリュープに銃撃を加えた」

　明らかに、敵は狙ねらっていた。悠然と飛ぶ単独機は囮おとりだったのだ。このとき、トリュープが一撃で撃墜されなかったのは、シャールロッテが必死に、さらに後方から銃撃をし続けたからだろう。当たらないまでも、危険を感じた二機の襲撃者は、上昇して退避した。

　あとから襲ってきた二機の敵のうちの一機が、ギンヌメールだった。今日と同じ、囮を使った罠わなだった。ミラージュたちが三機でのこのこ食い付いていったら、一方的に落とされていただろう。結果的に、バラバラだったせいで助かったのだ。

　しかしトリュープはエンジンに被弾したのか白煙を噴き始めた。そのまま退避するべく戦場を離れようとする。トリュープがすぐにとどめを刺されなかったのは、いつでも撃墜できる、という判断のもと、新手のシャールロッテに敵が狙いを変えたからだろう。

　シャールロッテはまっすぐ突っ込むとそのままターンして逃走しようとした。しかし大回りの旋回に対し、ギンヌメールは小さくターンして後ろにピタリとつけた。二機は旋回しながら降下していった。

「私は、シャールロッテを救おうと、フルスロットルで、降下して追いかけた。トリュープのことは、忘れていた。とにかく、シャールロッテを助けたかった」

　二機はかなり高度を落としていた。危険なほどに低く飛んでいることに気づき、シャールロッテが上昇した。ギンヌメールも続く。そこへ、ミラージュが飛び込んできた。

　が、ミラージュは、スピードを出しすぎていたことに気づいた。このままでは、撃つ前に敵を飛び越えてしまう。急制動をかけた。

　ミラージュが操そう縦じゆう桿かんを引いて、急上昇の操作をすると、機体の速度が一気に落ちた。同時に、身体からだが前へ、計器盤のほうへ強く押し付けられた。

　このとき、ミラージュの射界に、願ってもない位置でギンヌメール機が飛び込んできた。絶好のチャンスだった。距離は二十メートルもない。撃ちさえすれば、絶対に当たる！

「機銃の発射レバーを握った。これ以上ないほど、強く。しかし、弾は出なかった」

「なぜ！　どうしてですか!?」

　エリィカが叫んだ。まさか、自分のように、ミラージュが安全装置を外していなかったということはないだろう。

「とにかく、弾丸は一発も出なかった。あとでわかった。あまりに急激な減速のせいで、機銃の撃鉄が遊ゆう底ていを叩たたかなかったせいだ、と」

「そんな！」

　発射レバーを引けば、撃鉄が開放されて、バネの力で遊ゆう底ていを叩たたく。しかしこの場合、バネの力よりも、マイナスＧが勝って発射動作が行われなかったのだ。

　それでもまだスピードを殺しきれないミラージュ機は、そのままギンヌメール機を追い越した。そしてシャールロッテ機と一瞬並んだ。

「そのときだ……私は、シャールロッテを見た。十メートルもなかった。ゴーグルをしていても、はっきりわかった」

「お姉さまは……」

「……信じられない、という顔……。私を見る。哀かなしい表情だった」

　次の瞬間、ギンヌメールの機銃弾がシャールロッテ機を貫いた。

　一瞬にして、翼が折れた。まるで、大きな掌てのひらによってクシャッと丸められるように、機体が潰つぶれた。

　失速した機体は、石のように落ちていった。それまで、空を飛んでいた機体であることがウソのように。

　落ちていくシャールロッテ機に、ミラージュは叫んだ。近寄ろうと、急降下した。しかし追いつくことはできなかった。

　機体からシャールロッテが脱出することもなかった。垂直に森へ落ちた機体は、鈍い轟ごう音おんと振動をもたらした。

　一方で、トリュープは機体から脱出し、パラシュート降下していた。おそらくは、パラシュートで吊つられながら、トリュープはことのあらましを見たのだろう。

　ミラージュはしかし、シャールロッテの墜つい落らく地点で、その死を悼むことすらできなかった。すでに二機が撃墜され、ミラージュ一人に敵が三機になっていた。これでは勝ち目はない。しかも一機は、名手ギンヌメールだ。

「逃げるべきだったが、私は怒りで我を忘れていた。死に物狂いで、ギンヌメールに食い付いていった。しかし、二機の敵を振り切ることはできなかった」

　必死にギンヌメールを追うミラージュ。しかしその後ろに敵の二機がついて、交互に攻撃を仕掛けてくる。かろうじてかわしながらも、しだいに銃弾を受けたミラージュ機は、ついに力を失って墜落した。

「脱出する気はなかった。うまく不時着しようとも思わなかった」

　ミラージュはシャールロッテの後を追って、死ねれば本望だった。だが、森に落ちたミラージュは、機体からシートごと投げ出されて一命を取り留とめた。しかし、そのときに複雑骨折した左足は、ついに元に戻らなかった。

　ミラージュは息をついた。

　長い話が終わった。

　エリィカは、涙を流していた。流れる涙を止めることもできず、ただ泣きじゃくった。

「う……う、うぅ……お姉さま……う……」

　家に届けられたのは、たった一枚、戦死の公報だけだった。

　エリィカはいま初めて、姉シャールロッテの死のありさまを、知った。

「すまない……」

　ミラージュは、それしか言えなかった。

　エリィカは首を何度も振って、泣き続けた。

　それ以上の慰めの言葉も持たず、ミラージュはエリィカにどんな態度をとっていいのか、わからなかった。何度も躊ちゆう躇ちよした挙あげ句く、その肩を抱いた。

「う、ぐぐ……うええええん！」

　とたんに、エリィカが抱きついてきた。ミラージュの首に抱きつき、胸に顔を埋める。嗚お咽えつを抑えるように泣き続けた。

　ミラージュは面食らいながらも、エリィカの背中を抱き、やさしく髪を撫なでた。幼い子をあやすようだった。

　エリィカの涙はいつまでも続き、やがてミラージュの瞳ひとみまでも濡ぬらした。
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「……すいませんでした」

　エリィカが消え入るような声で言った。

　二人は地面のくぼ地の中、肩をぴったりくっつけて並んでいた。

「謝られるような、ことはない」

「いいえ。最初に、会ったときから、大尉を、まるでお姉さまの仇かたきのように……銃を突きつけたり……」

　撃墜しようと思ったこともあった。

　エリィカは両脚を抱くように、顔を膝ひざに押し付けた。

「お姉さまのことを、最後まで守ってくれたのに、あたし、ひどいことを……お姉さまが知ったら、あたしのことを、許してくださるかどうか」

　抱いた膝の間から、くぐもった声が、続く。

「今日のあたしは、彼女と……トリュープ大尉と、同じだった。命令を無視して敵を追いかけて、罠わなにはまるなんて。まるで、お姉さまが撃墜されたときと同じ。これじゃ、あたしがお姉さまを死なせたのと……今度は、大尉を失うところだったのに！　勝手なことをして、みんなに迷惑をかけて、大尉まで……あたしって、なんて、最低……」

「……いいんだ」

　ミラージュはポツリ、と答えた。

　ただ、エリィカと接している身体からだの半身が温かかった。

　ミラージュの話には後日談があった。

　負傷が癒いえたミラージュは、彼女の編隊が全滅したことについて、上官の審問を受けなくてはならなかった。しかしミラージュはほとんど黙して語らず、すべては自分の責任であると主張するばかりだった。

　そのため、もう一人の生存者であるトリュープが審問された。

　トリュープは見たことを述べたが、問題はミラージュがギンヌメール機に迫りながら発砲しなかったことだった。森から引き上げられたミラージュの機体に取り付けられていた機銃は故障の形跡がなく、あとで行われた発砲実験でも弾丸を発射することができたため、なおのことミラージュは不利になった。

　しかしミラージュはここでも一切の自己弁護をしなかった。

　結果的に、最高の撃墜王であるミラージュが汚名を着ることを空軍上層部もよしとせず、事態の詳細は、それ以上の追及を断念するのと引き換えに不問にふされた。ミラージュはエリート部隊である第一飛行隊を離れ、閑職である一一一飛行中隊へ異動させられた。

「シャールロッテの、最期の顔を見たときから、私は、一切を捨てることしか頭になかった。銃殺なら、そうして欲しかった。もう私には、何もなかったから……」

「もう、いいんです。もう……！」

　エリィカはミラージュの手を握った。ミラージュはやや遅れて、そっと握り返した。

「大尉は、最期まで、お姉さまを、想おもってくださいました。あたしは、ようやく、姉の魂たましいに触れたように、思えて……。もう、いいんです、やっと……」

　ミラージュはエリィカの指を一つ一つ確かめるように、握り締めた。

「おまえは、シャールロッテの仇かたきを討とうと、パイロットになったのではないのか」

「はい。いまでも、その気持ちは変わりません。変わらない、はずなのに、仇の相手からは、見逃されて……どうして、あたしを撃墜しなかったんだろう」

　ギンヌメールは、エリィカ機がもう味方の戦線まで辿たどり着けないと判断したのか。それとも、あのエリアに敵の関心を惹ひき付ける欺ぎ瞞まん行為が、その役目をもう果たし終えたからなのか。

「わからない。わからないが、きっと……シャールロッテと同じマークを機体に描えがいたおまえを、シャールロッテと縁のある者だと思ったのかもしれない」

　機体が故障したエリィカを落とすのは、赤ん坊の手をひねるよりも簡単だ。それをしなかったのは、いつか堂々と勝負しようという、ギンヌメールのメッセージかもしれない。墜おとされたとはいえ、あれだけの戦いをしたエリィカへの。

「堂々と……」

　空の騎士どうしの堂々たる勝負。

　そこには、俗世の恨みや、まして敵討ちなどという感情が邪魔しては、勝負の精神を汚けがすことになる。

「もし、戦争に……」

　ミラージュがつぶやいた。

「ほんの少しでも、輝くものがあるとしたら、それは、納得したものどうしが、正々堂々、真正面からぶつかりあう、果たし合いのようなものなのかもな。そんなものが、どれだけ残されているかは、わからないが」

「お姉さまが、そうおっしゃったのですか？」

「いや」

　ミラージュは笑った。

「シャールロッテは、彼女は、戦争を嫌っていた。年を経へるにつれて激しく、情け容赦なくなる戦闘を……」

　ミラージュの脳裏を、シャールロッテの言葉が蘇よみがえる。

『ねえ、ミラ、私、考えるの。大昔の人間は、拳こぶしでおそらく殴りあって、戦っていた。それが、棍こん棒ぼうや刃物の道具を得て、身を守るために厚い鎧よろいを着て、そのうちに、銃や大砲が考え出されたけれど、けっきょくは弾丸や砲弾を相手にぶつけて、それで倒すことばかり。飛行機ができて、戦車ができて、潜水艦ができたけれど、やっぱり大砲や機関銃を撃ち合って、壊して、殺して、それで勝ったとか、負けたとか。ねえ、私たち、拳で殴りあっていた頃ころと、どこが違うの？　どこも変わらないなら、なぜ大勢の犠牲を強いるような武器を使うの？　次々新しい、威力の大きな兵器を作って、それは自分たちが賢いことを見せつけるためなの？　そのために、何万人もの兵士が死んでも、戦いに関係のない赤ん坊や女性や老人が死んでも、それで誇らしいの？　だったら！　何も変わらないのだったら！　……みんな、死んでしまうしか、ないじゃない……』

　ミラージュは初めて、大粒の涙をこぼした。涙を抑えようと、空を向いた。しかし抑えきれない涙が、堪こらえた嗚お咽えつとともにこぼれた。

「すばらしい、人だった。生きていたら、きっと美しい、女性に……素敵な、淑女に……」

「大尉、大尉！」

　エリィカはミラージュを抱きしめた。

　なぜそんなことができたのかわからない。いままで抱きしめられていたのはエリィカのほうだった。でもいまは、ミラージュを抱きしめたかった。抱いて、気の済むまで泣かせてあげたかった。

「エリィカ……」

「何も、言わないで。言わないでください……」

　ミラージュを抱くには、エリィカの身体からだは小さかった。腕は背中に回りきらなかった。
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「ふぁ……あ……」

　瞼まぶたを通して、薄明かりが差し込んでくる。

　生あくびをしながらエリィカは身体をグーッと伸ばした。とたんに、木の幹に腕が当たった。寝返りをうとうとして、顔が冷たいものに触れた。土と、腐敗した草の臭におい。

「……あッ！」

　エリィカはとたんに目が覚めた。

　すっかり眠ってしまっていた。腕時計を出して、時間を見る。

「午前、六時！　大尉！」

　そのとき、エリィカは初めて気がついた。

　傍らに、ミラージュがいない。

「おしっこかな……違う！　ぜったい！」

　エリィカは勢いよく立ち上がった。胸の上にかけられていた、革のハーフコートが地面に落ちた。

「大尉の……」

　ミラージュが自分のコートをエリィカの身体からだにかけていってくれたのだ。

　エリィカはコートを拾い上げようとして、目を止めた。

「……」

　それから勢いよくコートをつかむと、眠っていたくぼ地を飛び出した。辺りを見回す。エリィカが作った杖つえがない。

「大尉、一人で……！」

　走り出そうとして、思いとどまった。

「落ち着け、落ち着け、落ち着くのよ……」

　やみくもに捜し回ってもダメだ。森でミラージュを見つけたような幸運は二度とない。

　エリィカは地面を見つめた。

「あった！」

　杖の跡がある。それに、ブーツの跡。ブーツの靴底は浅いが、それに寄り添うような杖の跡は深い穴を穿うがっている。これなら追える。

「待っていて、大尉！　一人でなんか、行かせない！」



　杖の痕こん跡せきからミラージュの後を追い始めて、エリィカは気づいた。

　ミラージュは来た道をほぼ戻っている。味方の前線にではなく、敵の支配地域を奥へ、つまり撃墜された地点のほうへ向かっていた。

　やはり、ミラージュは一人で捕虜になろうとしているのだ。

　あるいは、一人で死のうと……。

「昨日、あんなに……ようやく大尉とわかりあえたのに、どうして一人で行こうと思うの？　あたしを逃がそうなんて、ダメだよ。あたしだけ助かったって、ダメなんだ。大尉がいないと……！」

　エリィカは急いだ。

　ミラージュがいつ頃ごろから歩き始めたのかはわからない。しかしエリィカの介助もなく、片脚で杖を突きながらでは、歩行速度は限られる。エリィカが急げば、十分追いつける！

　しかし、地面の杖つえの跡を辿たどりながらでは、エリィカも思ったほどはスピードアップできなかった。

　一時間が経たち、二時間が経った。すっかり朝の日差しが高くなっていた。

「続いてる……こっちでいいんだ。でも、こっちは……」

　途中から、ミラージュの痕こん跡せきは森を出ていた。

　広い草地が広がっている。エリィカたちが胴着したのはもっと先のはずだから、ミラージュは経路を変えたのだ。森から出て、早く人目につこうとするためかもしれない。

　森の土は湿っていて、靴で歩くだけで跡がついたが草地は乾いている。草の背丈は膝ひざの辺りまでもないが、かきわけて杖の跡を捜すのはより難しくなった。

　雑草を、文字通りかきわけながらエリィカは痕跡を捜し、進んだ。

　それまでもずっと屈かがみ込むようにして歩いてきたせいで、背中も腰も痛くてたまらなかった。首も張っている。目も疲れてくる。

　それ以上に、昨日からの疲労があった。怪け我がはなかったものの、胴着したときの打ち身。それらが急にこたえてくる。

　それでもエリィカは懸命に捜し、進んだ。

　革のグローブが破れ、草のエッジが手を傷つけた。よく見ようと地面に顔を近づけるせいで、葉や枝が顔を打ち、顔まで擦すり傷で血が滲にじんだ。追い討ちのように空腹が輪をかけた。

「はぁ、はぁ……はぁ……ああぁ～」

　エリィカは疲れ果てて空を仰いだ。

　雲ひとつない、青空。

　飛行には絶好のコンディションだ。こんな日に飛べたら、気ままにどこまでも飛べたら、どんなにかいいだろう。

「飛びたい……なあ。……あ？」

　ランドマークのように一本立っている大き目の木の陰で、何かが光ったように見えた。

「もしかしたら……！」

　エリィカは木に向かって急いだ。走る。すぐに、その正体が見えてきた。

　木の幹によりかかるようにして寝そべっている人影。間違いない、ミラージュだった。

「あ、あ……あ！」

　エリィカは走りながら、涙が滲んでくるのを感じた。グローブで拭ぬぐうと、草の汁が顔を汚した。

「大尉!!」

　叫んだ。敵地で大声を出すなど無謀の極みだったが、かまわなかった。自然に声が出た。

　ミラージュは、眠ったように目を閉じていた。その胸の上に、握ったままの拳けん銃じゆう！

　草の間に、エリィカの作った杖が投げ出されていた。

　ほとんど仰向けになったミラージュは動かない。軍服には血が滲んでいた。

　わずかに傾かしいだ顔は片側を空に向けている。午前中の若い光を浴びるミラージュの白い顔は、すべての苦しみから解き放たれたように、穏やかだった。

「大尉!!　どうして！」

　エリィカはミラージュに取り付くと、必死にその身体からだを揺り動かした。それでも動かないミラージュに取りすがって泣き出した。

「なんで！　どうして、一人で死ぬの！　卑ひき怯ようだよ！　無責任だよ！　お姉さまのことを知っているのはもう大尉だけなのに！　二人でお姉さまを忘れないようにって……、あたしには、もう大尉しかいないのに！　大尉！」

　声を上げて、ミラージュを呼んだ。

　そうすれば黄よ泉みへの旅路から引き戻せるとでもいうように、何度も胸を叩たたいた。

　呆あきれるほどに、涙が流れた。

　が、そうするうちに、エリィカの下のミラージュの身体が、身じろぎした。

「……ん……」

「……え？」

　ミラージュが目を覚ました。その胸に突っ伏して泣いていたエリィカが顔を起こすと、ミラージュと鼻先が触れ合うばかりの近さだった。

「大……尉……」

「エリィカ……汚い、顔だな……」

「ぶー!!　えー、どういうこと！　ここまで、死ぬ思いで追いかけてきたのに！　なんで!?　のんびりこんなところで寝てるなんて！　ひどい！　あたしは……！」

「なんだ。死んだほうがよかったのか」

「恥ずかしいじゃないですか！　もう、あんなに泣くんじゃなかった。生きてるんだったら、そう言ってよ！　もう、ああ、もう！」

　プッ、と膨れるエリィカを、ミラージュは黙って見ていたが、その口元が、自然にほころんだ。手を上げると、エリィカの頬ほほに触れた。

「仕方ないヤツだ。せっかく私が、一人で……」

「ダメです！　絶対ダメ！　一人で捕虜になろうとか、死のうとか、絶対ダメです。お姉さまが、そんなこと、望んでいない。それに、あたしだって！」

　そこまで言って、エリィカは赤面した。

　ミラージュももうとがめなかった。頬に触れた手を、首に回すとエリィカの顔を胸に押し付けた。

「わかった」

「約束ですよ。もう、一人で行かないって……。一人で、死んだりしないって。一人で逝ゆく人はいい……でも、残された者は、どうすればいいんですか。悲しくて、悲しくて、死んでしまいたくて、それでも会いたくて、どうしたら、いいの。もう、そんなふうに、しないで。しないでください。一人はイヤ。もう、一人は、イヤなんです」

　そこまで言うと、自然に涙が出た。

　エリィカは再び、ミラージュの胸で泣いていた。

　幼い頃ころ、いつもシャールロッテといっしょだった。

　何をするにも、食事も、遊ぶのも、入浴も、寝るのもいっしょのベッドで眠った。

　シャールロッテといっしょにいることが、幸せだった。安心だった。その手を握り、背中に抱きつき、胸に顔を埋めた。シャールロッテのやさしい匂においが鼻孔を満たすと、気持ちが解け、満たされて、心臓もいつしかゆっくりと打って、眠りに誘われる。

　六歳年上の姉には、いつでも、どこにでも付いてくるエリィカは、もしかしたら迷惑だったのかもしれない。しかしシャールロッテは、そんな妹をいつでもやさしく包んだ。

　エリィカには、永遠とも思える時間だった。いつまでも、そんな時間が続くと思っていた。姉の姿が見えないとすぐに捜した。姉の身体からだに触れて、その体温を感じて、ようやく落ち着くことができた。

　そのシャールロッテが、どこかへ行ってしまうなど、二度と逢あえないところへ行ってしまうなど……。エリィカをおいて。エリィカを一人にして……！

　信じられなかった。信じたくなかった。だから、信じなかった。

　姉の亡なき骸がらもないのに。紙切れ一枚で、姉が死ぬはずがない。

　それでも姉が還かえってこないなら、自分が捜してみせる。

　空軍に入って。パイロットになって!!

　強すぎる想おもいは、数年を経へて、絶望ともいえる暮らしの中で、姉の仇かたきを討つという怨おん念ねんに変わっていった。

　しかし、エリィカの本当に欲しかったのは、敵討ちの本願などではない。

　ただ、シャールロッテともう一度逢いたかった。さよならも言っていない。もう一度、その身体に触れたかった。抱き合って、その温かさの中で、髪を撫なでてもらい、頬ほほに触れてもらいたかった。ただ、その匂いを吸い込みたかった。

　ずっと、そうしていたかった。ずっとずっと、二度と、離れないように……。

「うっ、ぐっ……ひくっ……うっ……」

「やれやれ……泣き虫だな」

　ミラージュはエリィカの頭を抱き、その髪をやさしく手で梳すいた。もう初めてではなかったから、その仕草は、迷うことがなかった。

　強い風が吹いて、木の葉を揺らした。木漏れ日がミラージュの腕時計に落ちて、光を発した。

「……どうしよう！」

　エリィカはガバッ、と起き上がった。

　その拍子に、ミラージュの軍服のシャツに血がついているのを見つけた。脇わき腹ばらの部分が破れている。

「これ！」

「杖つえが当たるところが擦すれたようだ。たいした怪け我がではない」

　そう言って手を見せる。グローブが破れて、掌てのひらも木の杖で傷ついていた。もう血は固まっている。

「そうなんだ。紛らわしい！」

「死のうと思わなかったわけではないが。ここまで歩いてきて、木に寄りかかって横になったら、いつのまにか眠ってしまっていた。よほど疲れていたらしい」

「あたしもで……いや、そうじゃなくて、いま、重要なのは、これからどうしよう、ってことです」

「また戻ってきてしまったからな。二人で」

「大尉のせいですよ。せっかく逃げたのに」

「そうだな」

　エリィカが責める振りをし、ミラージュが悪びれずに応えると、二人は同時に噴き出した。ミラージュも笑っている。

「また、歩きましょう」

「ああ」

「遠回りになっちゃったけど」

「かまわない」

　エリィカが立ち上がって、ミラージュの手を取ろうとした。そのときだった。

　ザッ……！

「え？」

　草の鳴る音がした。と同時に、バチッ！　木の幹の一部が弾はじけた。

「エリィカ！」

　ミラージュは、エリィカの手を引き、地面に引き倒した。

「敵だ。どうやら見つかったらしい」

「ええ!?　これから歩いて脱出しようっていう矢先に！」

「すまない。やはり……」

「あ！　そこから先は言っちゃダメ！　あたしは一人で逃げたりしません。大尉といっしょです」

「エリィカ……」

「はい。しつこいかもしれないけど、もう離れませんから。ずっと！」

　二人は一瞬見つめあい、手を固く握った。しかし、次の瞬間には離れて、拳けん銃じゆうを握っていた。

　敵兵たちは一個小隊ほどなのか。最初の兵士がエリィカたちを見つけると、しだいにほかの兵が集まってきた。

　そのうちに、ヘタな帝国語が聞こえてきた。

「そこの、ふたり、パイロット、ていこうするな！　とうこうすれば、あたたかい、しょくじと、ねるばしょを、あたえる！」

　どうやら、マニュアルどおりに読んでいるようだ。

　エリィカたちを、墜つい落らくした戦闘機のパイロットとわかっているようだった。女ばかりだと思っているのか、数の差があるからか、敵兵たちは余裕で捕虜狩りを行っていた。ときどきい笑い声も聞こえてきた。

「囲まれたの？」

「時間の、問題だな」

　ミラージュの言葉に、エリィカはさすがに不安を隠せなかった。そんな気持ちを察したように、ミラージュはエリィカの肩を抱いた。

「心配するな。こういうときは、兵士として先輩の私に判断をまかせろ」

　エリィカは頷うなずく。まかせろ、と言い切るミラージュのたのもしさに圧倒される。エリィカは、もう、どうする？とも聞かなかった。ただ、ミラージュに従おうと思う。

「私たちの目的は、目の前の敵を突破して味方の戦線に辿たどり着くことだ。そのことに最大の努力をする」

　頷くエリィカ。

「だが、最悪のときは、敵の捕虜になることも考えのうちだ。多少手荒な扱いを受けても、命までは取られないだろう。殺してしまったら、楽しみが減るだろうからな」

「う……平気です、あたし」

「死のうなんて考えるな。私も考えない。二人で、生き抜く。それが、姉上の、遺志に繋つながる」

「はい、あの」

「なんだ」

「これ……」

　エリィカは、フライトスーツのポケットから、何かを取り出した。

「大尉の、ジャケット、あたしにかけてくれた、その内ポケットに、入っていたんです」

「それは」

　写真だった。

　一枚の写真。そこには、シャールロッテの姿が写っていた。

　軍服を着ていないシャールロッテ。着ているのは、白いワンピースだ。やはり白いつばの広い帽子を手に持ち、いつもはまとめている長い髪を自然に垂らしている。

　シャールロッテは笑っていた。

　とても自然な笑顔だった。見ているほうが釣り込まれて微笑ほほえんでしまうような、最上の笑顔。

「こんなふうに笑っているお姉さまを、あたし、何年も見たことがなかったんです。こんなに、楽しそうな、笑顔」

「そうか」

「それで、わかったんです。お姉さまと、大尉は、本当に、わかりあって、信じあっていたんだって。この写真を見たとき、最初ちょっと、ムッとしちゃったけど。あの、お姉さまと、こんなに仲のいい人がいた、お姉さまが、こんな笑顔を向ける人がいたんだって、思ったら、ちょっと、妬やけちゃって……あは、でも、すぐ思ったんです。お姉さまは、こんな素敵な人と、出会えてよかった、って。きっと幸せだった、って。だから、今でも、大尉のことを理解して、見守ってくれていると思う。思うんです」

　エリィカの言葉を聞いたミラージュは、最初戸惑った表情を浮かべたが、やがて微笑ほほえんだ。

「ありがとう。……いつか、ヴァルハラでシャールロッテに会ったら、私のことを、許してくれるかもしれない」

「はい。お姉さまは、いまでも、きっと……大尉のことを許しています」

　ミラージュは頷うなずこうとして、エリィカの顔を見る。ハッとした。

　エリィカの顔が、シャールロッテに重なって見えた。

「エリ……！」

　似ているとは思えなかったエリィカが、シャールロッテになって、微笑み、ミラージュを許すと言ってくれていた。

　ミラージュは胸の詰まるような想おもいを、かろうじて、飲み込んだ。

　二度目の、投降勧告の声が聞こえてきたからである。

　ミラージュは拳けん銃じゆうを握る手を確かめた。

「この場から逃げる手立てだが……」

「はい。これを、使いますよね」

　エリィカは、ミラージュの気持ちを読んだように応える。手には、救急サバイバルキットにふくまれていた発光、発炎筒が握られていた。

「そうだ。それで敵の目を眩くらませて、一気に走るしかない」

　走る、といってもミラージュの義足は壊れたままだ。壊れていないとしても、男の、大勢の足にはかなうわけはなかった。しかし、エリィカはそのことにはまったく触れなかった。ミラージュが走る、と言ったら、ミラージュに肩を貸して、走るのだ。

「銃は、使うな。万が一、相手を傷つけたり、殺したりしたら、取り返しのつかないことになる。この場合、撃つこともダメだ。安全装置をかけろ」

「それ、あたし、得意ですから……あ、じつは、さっきから、かかってたみたい」

　エリィカが笑う。敵を前に、拳銃を抜いて握っていたものの、相変わらず安全装置はかけたままだったらしい。

「それでいい」

　ミラージュが笑った。

「合図で、発炎筒をつけろ。一、二……三！」

「はい！」

　エリィカが発炎筒のキャップを引き抜いた。木の向こう側へ投げる。

「行くぞ！」

　ミラージュは杖つえを手に立ち上がった。エリィカが肩を貸す。向こう側から小銃を手にした兵士が立ち上がるのが見えた。こっちを指差しながら、何か声を出している。

　ボッ！

　発炎筒が煙を吐き出し始めた。鮮やかな、オレンジ色の煙だ。大量に吐き出される。たちまち辺りに漂った。

　エリィカとミラージュは、頭を低くして走った。あちこちから兵士が現れ、声を出しながら追ってくる。

　バッ！

　一瞬、眩まぶしい光が走った。化学的な、発光だ。兵士たちの何人かは、目を眩くらまされ、一時的に動けなくなる。

　パン、パン！

　小銃の音がした。地面を銃弾がかすめる。しかしエリィカたちは走るのをやめなかった。発炎筒はまだ煙を吐き出し続けているが、もう拡散してエリィカたちの姿を隠してはくれない。この辺りはかなり先まで草原だった。いちばん近い木のあるところまででも五百メートルはある。

「エリィカ！」

「大尉！」

　二人は声を掛け合いながら走った。

　走る、といっても実際には大人が早足で歩く程度だ。

　杖を突いて走るミラージュは、一歩一歩、渾こん身しんの力で前へ進む。エリィカが杖のほうの肩を抱いて支えた。雑草はときに脚にまとわりつき、杖を取り落としそうになった。

　不自由な身体からだで懸命に走るうち、二人ともに汗まみれになり、杖を握るミラージュの手は掌てのひらの皮が擦すり切れて血が噴き出した。

　それでも、森までの距離は縮まらない。

「とまれ!!」

　大音声が響いた。

　ミラージュが杖を止めた。顔を上げる。

　見ると、五十メートルほど先に、小銃を構えた兵士が立っていた。それだけではない。同じように、横にも、後ろにも。

　完全に囲まれていた。

「はぁ、はぁ……ここまで、だ」

「はぁ、はぁ、はぁ、そうで、すね」

「よくやった」

「はい」

　二人は、投降するために、姿勢を正した。

　手を上げる。エリィカは両手を、その片方の手は、ミラージュの片手としっかり結ばれていた。

「……あたしが、大尉を、守らなきゃ……こんどは、あたしが……」

　銃を構えたまま、兵士が近寄ってくる。何かしゃべっていた。共和国語で、若い女、二人、といった言葉が聞こえた。

　エリィカは手を上げながら、空を仰いだ。

　相変わらず、雲ひとつない空だった。昼近くになって、冷たいほどの蒼あおから、暖かい青空へと変わってきていた。

　目を閉じる。

　今度目を開いたときにはどうなっているんだろう。世界は、あたしは……。みんなは？

　太陽を浴びているから、目を閉じていてもそこは暗黒ではなく、暖かい赤。赤い視界の中、何か聞こえる。ロロロロ……。エンジンの音。いまさら飛行機のエンジン音なんて。未練じゃないか。飛行機の……。

　ボロロロロロロ!!

　目を開けた。

　とたんに、

「伏せろ!!」

　ミラージュに思い切り手を引っ張られた。倒れるように草地に突っ伏す。風と爆音が背中を通り過ぎるのを感じた。無理に首をひねって空を見上げた。

　飛行機が飛び過ぎていった。

　それも、帝国軍の！

「!!」

　エリィカは思わず立ち上がろうとした。また手を引かれる。

「まだだ！　伏せていろ」

「大尉、あれ！」

　見ると、一機ではない。二、三、……四機!!

　一一一飛行中隊の、アルバトロスが四機だ。

　ミラージュが笑ってみせた。エリィカも笑った。

　アルバトロスの一機が降下してきた。敵兵に銃撃を浴びせると、地上スレスレに飛んでいく。コクピットから手を出して振り返るのは、モスカだった。

「モスカ!!」

　エリィカも手を振った。見えただろうか。モスカは急上昇していく。

　発炎筒の煙と光が、彼女たちにこの場所を教えたのだ。

　そして敵兵の間を走るエリィカとミラージュを見つけ、急降下してきた。

　バロロロロ！

　轟ごう音おんとともに、また降下してくる。そして銃撃。敵兵はもう、伏せたり、逃げ出したりしている。再びモスカだった。エリィカたちのほうをしっかり見て、手を突き出している。指で、二、とサインを出す。

「あと二回、地上を銃撃したら、おそらく着陸する、と言っているんだ」

「ええ？　着陸って、大丈夫ですか？」

「さあな。おまえじゃないし、平気だろう」

「ああ！　意地悪！」

　口を尖とがらせるエリィカの頭を、ミラージュがポンと叩たたいた。

　再び低空攻撃。エリィカとミラージュは草地に伏せる。

　きっちり二度の攻撃の後、思い切り低空でやってきた、と思った機体は、速度を落とし、そのまま着陸した。二度、三度、バウンドする。しかし、止まった。

「走るぞ」

「はい！」

　エリィカとミラージュは、戦闘機めがけて走った。機体はゆっくりとタキシングし、方向を変える。今降りてきた方向へ、機首を向けた。

　収まらないのは敵兵だった。

　いっせいに銃撃を浴びせる。しかし、

　ババババ！

　またも戦闘機の低空攻撃で、蹴け散ちらされる。今度はウーメラだった。

　ウーメラも撃っている。その攻撃は、モスカに比べて遠慮がちで弾着も遠いが、ウーメラも仲間のために、攻撃に加わっているのだ。

　戦闘機は、上空に一機、旋回している。これは敵戦闘機が出てきたときのための監視だった。そして低空に二機が留とどまって、交互に地上へ銃撃を加える。これで、敵の地上兵を抑えるのだ。

　危険を冒して着陸したのはモスカだった。ミラージュの肩を支えながら、エリィカが近づくと、モスカはコクピットから飛び降りてきた。

「モスカ！」

　エリィカが叫ぶ。

「無事か、墜つい落らく娘むすめ！　大尉！　お身体からだは!?」

　ミラージュの脚を見て、モスカが声を上げる。

「義足が壊れただけだ」

「そ、そうだったんだ。よかった！」

　モスカはホッと息をつき、また表情を引き締めた。ことは一刻を争う。

「乗ってください、大尉」

「乗るって、どこに？」

　聞いたのはエリィカだ。戦闘機のコクピットはせまい。とても、二人が納まるようなスペースはない。

「シートの後ろ、胴体の中に。シートを取り外せるようにしてあるんだ。エリィカ、手伝え！」

　モスカとエリィカが協力して、脚の悪いミラージュを機体へ乗り込ませた。シートのすぐ後ろには燃料タンクがあり、その下をくぐるようにして、胴体の中へ潜り込むのだ。

　木製モノコックの胴体の中は、方向舵や昇降しようこう舵だを動かすためのワイヤーが走っている。干渉しないように、キャンバスが張られていた。ミラージュはそこに寝そべる形になる。

「窮きゆう屈くつですけれど、我慢してくださいよ大尉。エリィカには、ほれ」

　と、渡されたのは小銃だ。

「え、あの？」

「すぐにフルマー中尉が着陸してくるけどな、それまで一人でがんばれ！」

　地上兵たちは諦あきらめたわけではない。救助活動を行うモスカたちを、遠巻きに執しつ拗ように射撃していた。頭を上げすぎると危ない。機体にも何発かが命中している。

「わかった。っていうか、やるしかないよね」

「しっかりな！」

　モスカは笑う。エリィカが機体から飛び降りようとしたとき、機体に乗り込んだミラージュが言った。

「基地で、会おう」

「……はい！」

　モスカがシートを取り付けて乗り込む。プロペラはずっとアイドリング状態だ。地上掃射を終えたフルマーの機がすぐ上をかすめる。

「離陸するぞ！」

　モスカのアルバトロスは、やや下り傾斜のついた草地を、走って増速していく。草の背丈があるので、なかなかスピードが上がらない。プロペラが雑草を叩たたき、ちぎれた草が盛大に舞い上がった。

　二百メートル以上も走ったころ、モスカ機がフワッ、と舞い上がった。そのまま機首を上に向け、上昇していく。

「やった!!」

　エリィカは歓声を上げるが、視界に敵兵の姿をみつけ、あわてて伏せる。すぐ側の草が一束、小銃弾で散らされた。

「ひゃ！　危ないなあー。……こんなところで死ねない。生きて、大尉とまた会うって、約束したんだ！」

　エリィカは小銃を構えた。

「安全装置、と」

　解除する。ボルトを引いて初弾を薬室に送り込む。狙ねらいを定めて、撃った。

　パン！

　当たらない。もう一発！

　弾丸はどこへ行ってしまうのか、いっこうに敵には当たらない。

「仕方ないか。ライフルの訓練なんて、航空学校のとき、ちょっとやっただけだもん」

　それでも撃ち続け、敵を近寄らせないことが肝心だった。

　上空では、ミラージュを乗せたモスカが警戒についた。交代したイリューシとウーメラが地上射撃を行う。

　そうして、フルマー機が樹上スレスレをかすめると、草地に着陸してくる。

　エリィカは、滑走していくフルマーの機を追いかけて走った。

「早く！　エリィカ、こっちです！」

　止まってターンした機体から、フルマーが飛び降りた。

「フルマー中尉！　来てくれたなんて！」

「当然でしょう。かわいいエリィカのためですもの」

　フルマーが笑う。いつもの、柔らかい笑顔だった。

　航空団基地から、ミラージュとエリィカの未帰還の報告を受けたフルマーは、すぐに二人の捜索を決意した。捜索命令は航空団本部からは届いていないが、かまわなかった。

　フルマーは言った。

「これはあくまでも、臨時の特別訓練です」

　すぐに整備兵が手伝い、一部の機体を改造した。そして、夜明けを待って、いっせいに飛び立ち、捜索を開始したのだ。ただし、アルバトロスの飛行時間はせいぜい二時間程度に限られる。フルマーたちは一度給油に基地へ戻り、このときは二度目の飛行だったのである。

「フルマー中尉、あたし、勝手なことばかりして……」

　狭い胴体内部へ潜り込みながら、エリィカが言った。

「ほんとうね。帰ったらたっぷり、借りを返してもらおうかしら」

「フルマー、中尉……」

「帰ったら……私たちの基地に帰ったら、ですよ」

「あたしたちの……あ、はい！」

　エリィカの返事を確かめるように、フルマーは胴体の奥を覗のぞき込んで手を振った。それからシートを取り付け、コクピットに納まる。

「行きます！」

「はい！」

　エリィカは狭い胴体の中で、仰向けになって離陸に備えた。剥むき出しになっているモノコックの桁けたの一部をつかんで身体からだを固定する。

　ブッ、ブッ、バキンッ！

　小銃弾が機体に当たって、羽は布ふが破れる音。さらに胴体にも当たって貫通し、穴が開いた。飛び散った木材がエリィカの顔に降ってきた。



    

  









    
      「きゃっ！」

「離陸します！」

　エンジン音がトーンアップしていく。機体が動き出し、ガタゴトと揺れた。凸でこ凹ぼこの草地を飛行機の車輪が踏みつけていく衝撃。ポン、ポン、と機体が弾む。三度目に跳んだとき、機体は着地せず、そのまま飛び上がった。

「あ」

　身体からだが宙に浮く。

「この感じ……」

　力強いエンジン音とともに、機体が上昇していく。

　フルマー機が離陸したのを待って、ウーメラとイリューシも上昇していく。上空で待っていたモスカ機と合流した。

「女神中隊、ミッション、完了です！」



    

  
    
      


epilogue



　……温かい。

　顔も身体からだも、手も脚も、この温かさの中に浸りきって、どこまでも伸びて、広がっていくようだ。

　心地よい。

　自然に頬ほほが緩んでしまう。唇が、幸福な形を自然に作り出す。

　いつからだろう。

　こんな気持ちをずっと忘れていたような気がする。

　誰だれかの手に触れられている。誰かの胸に抱かれている。誰かが、エリィカを包んでくれていた。

　……あれから、ずっと泣いていたような気がする。

　泣いて、それを隠すために怒って、尖とがって……。人を恨んだり、羨うらやんだり、そうでない自分を蔑さげすんだり……。

　吐き捨てたいこと、真っ二つに斬きり捨てたい、忘れてしまいたい、思い出したくない、そんなことばかり、抱えて……。

　辛つらくて、苦しくて、それでも欲しかった。

　欲しかった……？

　あたしは何が欲しかったんだろう。それさえあれば、ほかには何もいらないって思える、そんなものが、あたしには……。

　声。

　歌うような声が聞こえる。

　誰かがエリィカの頬に触れる。やさしく髪を撫なでる。

　そっと耳元で、つぶやく。

　静かに染み入ってくる声に満たされて、エリィカは何度も頷うなずいていた。

　そうだ。

　もう心細くない。もう泣かない。もう、あたしは……。

　お姉さまの後を、追いかけるのは、もう……。

『……リィカ……エリ……』

　ロロロロロ……。

「エリィカ、エリィカ……！」

「……あ」

　目が覚めた。

　そこは、まだ飛行機の中だった。目の前にあるのは、木製モノコックで作られたアルバトロスの外皮の一部。

　いっせいに、音が、匂においが、襲ってくる。

　騒々しいエンジンの音。風の音。機体がきしむ音。補助翼が動く音。オイルの匂におい。鼻孔を刺激する、排はい気きの匂い……。でも、全部、エリィカの、好きな音と匂いだ。

「エリィカ、気づいたの？」

「フルマー、中尉……あたし……」

　振り返ったフルマーの顔が、機体の隙すき間まから見えた。

「あなた、気絶していたのよ。無理もないわ。疲れて、緊張して、限界までがんばったのですもの」

「気絶して……でも、あれは……」

　エリィカにはわかっていた。

　意識を失ったエリィカの中に入って来てくれたもの。

　それはエリィカを満たして、きっと永遠に、生き続ける。

「あなた、また泣いていたの？」

　フルマーが笑う。やさしい笑みだ。

「え？」

　エリィカは掌てのひらで頬ほほを拭ぬぐった。指に涙の跡が移った。夢を見ながら、涙を流していたのだろうか。

「声が、聞こえたわよ」

　フルマーの言葉に、エリィカはちょっと恥ずかしそうに、返した。

「でも、もう、泣きません。もう、あのことで……」

　最後のほうは、フルマーに聞き取れない、小さな声になった。

「ごらんなさい、エリィカ！」

　フルマーがそう言って顔を向けたほうを、エリィカも見る。

　楔形くさびがた編隊を組んで飛ぶ、一一一飛行中隊の四機。

　青空を背景に、色とりどりの機体が行くさまは、まさに空のサーカスのようだ。

　フルマーが手を振る。

　モスカが、ウーメラが、イリューシが手を振り返した。

　その光景を、エリィカは機体に開いた穴から眺めることができた。

「きれい……」

　それからエリィカは、フルマーに話しかけた。

「中尉、ありがとうございます。あたし、また空を、飛んでる……」

「当たり前のことを言わないこと。あなたは、私たちの、女神中隊の一員なのよ」

「はい！」

　中隊の一員。フルマーにそう言ってもらっただけで、エリィカは胸がいっぱいになった。

　エリィカは一一一飛行中隊に所属している。エリィカは一一一飛行中隊の一員なのだ。

「エリィカ」

　フルマーがエリィカに言う。

「あなた、お姉さんのことで、ずいぶんこだわりがあって、パイロットになったと聞いたのですけれど」

「はい。でも……もう、いいんです。もう、大丈夫です」

　ミラージュがいる。姉、シャールロッテを深く知るミラージュと、わかりあえることができた。そう言おうとしたエリィカに、フルマーは、

「私も、あなたより年上ですからね」

「え？」

「わかりませんか？　私も、ミラージュ大尉も、モスカや、ウーメラ、イリューシだって、みんな、あなたより年上なのよ」

「あ……はい！」

「私たちは、この一一一中隊という家に集う、姉妹のようなものなんですよ、きっと」

「そう、そうですよね！　中尉！　うれしいです！」

　エリィカの弾はじけるような口調に、フルマーが笑った。

　それからエリィカは、飛行服のポケットをまさぐった。

　ミラージュのコートに入っていた写真。返そうと思ってまだ持っていた。姉、シャールロッテの写真だ。

　狭い機体の中で、エリィカは写真を目の前にかざした。姉の笑顔。どんな言葉よりも慰めになる。

　ふと思って、エリィカは写真を裏返した。するとそこに、さっきは見つけられなかった文字が書かれていた。姉の筆跡だった。

「これ……？」

　エリィカはかすれた文字を見つめた。見る見る瞳ひとみがうるんでくるのがわかった。何度も何度もその文字を読み返す。

“〝Stehe Gott ihnen bei”〟（私の大切な人たちをお守りください）

　そしてそのあとに続く言葉……。

“〝Erieka、Mirage”〟（エリィカ、ミラージュ）

「お姉さま……！」

　瞳を閉じる。涙がこぼれ落ちた。

　フルマー機が右にバンクして翼を振るのが伝わってきた。

　エリィカは目を開けた。機体に空あいた穴から吹き込んでくる風に頬ほほを寄せる。

　眼下にはフランボース基地の、滑走路が見えてきていた。

　エリィカはこのときこそ、思った。胸にこみ上げてくる。

「あれ？　あたし、また泣いて……でもいいよね。こんな涙なら、いいんだよね……」

　飛行場に、見る見る人が集まってくる。

　出撃した四機が帰ってくるのを、祈りながらずっと待っていた基地の整備兵や作業員たち。みんなが手を振っている。豆粒ほどの顔が、みんな空を向いていた。きっと笑っている。そんな表情までがわかる。

「あの子たち……！」

　その中に、人だかりのはずれに、小さな顔が二つ。並んで空を見上げていた。

　ジャッドとメープル。モスカの機体に手を振っているのだろうか。

「あの子たちにも、ちゃんと話をしよう。降りたら、基地のみんなとも……」

　エリィカは今度こそ涙を拭ぬぐった。

「あたしはいま、一人じゃないんだ……お姉さま、お姉さまの側へ行くのは、もう少し待っていてください。あたしは、ここで……」





（了）



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　仕事柄（？）戦車好きと思われてますが、実は飛行機も大好きです。

　飛行機はどれもみんな好きだけれど、最新のステルス機などは、そのハイテクに感心するしかないし、第二次大戦の航空機は勇ましすぎる。そこへいくと複葉機は、どれも小さくてかわいい！　剥むき出しのコクピットはクルマでいえばカブリオレかロードスターか、という感覚だし、前輪なんか出しっぱなしで微笑ほほえましい。機体は木や布、それにせいぜい、金属のフレームでできているんですから。

　いっぺんに複葉機が好きになりました。

　この小説に登場する、アルバトロスＤⅢやフォッカーＤｒ．Ⅰ、それにスパッドⅩⅡなどは、実在した第一次大戦の戦闘機です。でも微妙に変えています。本物よりもいくぶん精密に。現代の感覚に合うようにモディファイされている、といえばいいでしょうか。

　これには、誤解して欲しくないから、というのもあります。

　ぼくたちは、レシプロ機、まして複葉機、といえば、とかくクラシックで、ノスタルジックな風景の中に想像してしまいます。しかし考えてみてください。当時のパイロットたちにとって、それは最新鋭の兵器で、ハイテクの塊かたまりだったのです。そう。今のステルス戦闘機のように。

　本当なら、当時のパイロットはパラシュートさえつけずに飛んでいました。空で、しかも戦う機体に、パラシュートもつけずに!?　耳を疑うようですが、当時はそれが当たり前。空の騎士、といわれ、華やかな活躍に彩られた彼らパイロットたちにしても、飛行機で飛ぶというのは、それほど命知らずなことだったのです。



　もうひとつ。

　この物語の主人公、エリィカは、ぼくにとっても初めての少々エキセントリックなキャラクターです。そのため初めのうちは、なんだ、こいつは、と思ったりもしました。しかし書き進むに連れてだんだん好きになって、エンドマークをつけるころには、まるで彼女がムスメのように、かわいくて仕方がなくなりました。少々の無茶も、しようがないなあ、と苦笑いで許す、親バカでしょうか。もちろん、ほかのキャラクターも大好きですが。

　それにしてもエリィカ、よく泣きます。何回泣いてんだろ。でもそのたびに、頭を撫なでてやりたい気持ちです。

　そんな彼女が、また活躍できる日を、楽しみにしています。今度はどんな無茶をしてくれるのかな、と思いながら。



　２００４年、桜もそろそろ終わりだよ、という頃ころに。

　すずきあきら
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